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例
一
言
目

1． 本書は平成3年度および4年度に当センターが実施した新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財包蔵
地の発掘調査報告である。

2． 本書の執筆は、 I :千葉英一、 II :皆川洋一、 III :佐藤和雄・三浦正人・皆川洋一・越田雅司・

鈴木信、 1V:千葉英一。皆川洋一、V:田口尚・鈴木信が担当した。

3． 各種測定、同定、分析等は下記に依頼した。

脂肪酸 株式会社ズコーシャ

動物遣存体 千歳市教育委員会 高橋理氏

植物遣存体 北海道大学文学部 吉崎昌一氏

樹種 農林水産省森林総合研究所平川泰彦氏

金属製品 岩手県立博物館 赤沼英男氏

4． 石材鑑定は調査第4課花岡正光による。

5． 整理報告終了後の出土遺物および記録類については北海道教育委員会が保管する。

6． 調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた。

文化庁、北海道教育委員会、千歳市教育委員会、北海道開発局札幌開発建設部新千歳空港建設事

業所、渡辺重建工業株式会社

国立民族学博物館大塚和義、東北福祉大学芹沢長介、國學院大学小林達雄、北海道教育大

学小笠原正明・高嶋幸男、放送大学平沢彌一郎、札幌医科大学大島直行、同志社大学

鈴木重治、奈良国立文化財研究所佐原真・松沢亜生・沢田正昭・松井章・光谷拓実・

肥塚隆保・村上隆、天理大学附属天理参考館中谷哲二、奈良県立橿原考古学研究所今津節生、

東京国立博物館佐々木利和、茨城県教育財団阿久津久、北海道開拓記念館野村崇・

三野紀雄・平川善祥・山田悟郎・出利葉浩司・小林幸雄・右代啓視・手塚薫、道立北方民族博物館

大林太良・青柳文吉、北海道大学埋蔵文化財調査室椿坂恭代、千歳市教育委員会田村俊之・

豊田宏良・松田淳子・遠藤昭造、千歳市役所大谷敏三、苫小牧市埋蔵文化財調査センター

佐藤一夫・工藤肇・宮夫靖夫・渡辺俊一・二階堂啓也・兵藤千秋・赤石慎三、札幌市埋蔵文化財セ

ンター加藤邦雄・羽賀憲二・上野秀一・仙庭伸久、江別市郷土資料館高橋正勝・直井孝一・

園部真幸・野中－宏・稲垣和幸、恵庭市郷土資料館上屋真一・松谷純一、石狩町教育委員会

石橋孝夫・工藤義衛、小樽市教育委員会大島秀俊・石川直章、小樽市博物館土屋周三・石神敏、

倶知安町教育委員会矢吹俊男、余市町教育委員会宮宏明、伊達市教育委員会竹田輝雄、静内

町教育委員会古原敏弘、新冠町教育委員会乾芳宏、平取町二風谷アイヌ文化博物館米田秀喜、

函館市北方民族資料館長谷部一弘、斜里町知床博物館松田功、アイヌ民族博物館藪中剛司

岡田路明、児玉まり、豊原煕司、長岡大輔、福岡イト子、山田昌久



記号等の説明

遺構の表記は以下に示す記号を用い、原則として発掘調査順に番号を付した。

H:住居跡P:土堰TP:Tピット F:焼土S :集石C:炭化物集中

HP:住居跡に伴うピット HF:住居跡に伴う焼土、炉SP:小ピット

美々8遺跡の遺構記号の頭には0 ． 1 ･Ⅱのように層を表示してある。

遺構図の数値は標高（単位m)である。

遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最大

深」の順で記した。一部破壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明のものは－で示した。

石器、石製品、木製品等の大きさはについては最大長、最大幅、最大厚の順で記した。

樹種名はすべて属名である。

砂岩質の石器の粒径区分はWentwOrth式による。

土層名は下記の略号、略称を用いた場合がある。

樽前a降下軽石層:Ta-aE(a) 第0黒色土層: 0黒層(O黒またはOB)

樽前b降下軽石層:Ta-aE(b) 第1黒色土層: I黒層(I黒またはIB)

有珠山b]火山灰層:Us-b｣層 第1I黒色土層: I黒層(II黒またはIIB)

苫小牧火山灰層:Tm層 第1II黒色土層：Ⅲ黒層(IⅡ黒またはⅢB)

樽前C1降下軽石層:Ta-c,層(c,) 恵庭aローム層:Enaローム層(En-L)

樽前C2降下岩片層:Tac2層(C2) 恵庭a降下軽石層:En-a層(En-P)

樽前d]降下岩片層:Ta-d]層(d,) 支笏軽石流堆積物:SpflE(Spfl)

樽前d2降下スコリア層:Ta-d2層(d2，粒の明瞭なスコリアはd2S、ローム状のスコリアはd2L)

＊火山灰の層名・略号は下記による。 （ ）内はそれをさらに簡略化したものである。

横山泉・勝井義雄・大場与志男・江原幸雄（1973） 「有珠山』

曽屋龍典・佐藤博之（1980） 「千歳地域の地質』

北海道火山灰命名委員会(1982)『北海道の火山灰』

土層の混在状態は上記の略号などを用いて下記のように表してある。

A+B:AとBがほぼ同量に混じる。

A>B:AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

土層の色調説明には「新版標準土色帖1987年版』を用いたところもある。
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I 調査の概要(平成4年度）

1 調査要項

事業名：新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：北海道開発局札幌開発建設部

委託期間：平成4年4月13日～平成5年3月26B

発掘期間：平成4年5月6日～10月29日

調査遺跡(北海道教育委員会登載番号） ・所在地・調査面積

美々7遺跡(A0395)千歳市美々1714 1,547mF

美々8遺跡(A-0394)同上ほか 10,769m2(A地区3,800㎡、 B地区4,958㎡、低湿部2,011㎡）

2 調査体制

調査部長 森田知忠

調査第3課長 千葉英一（美々7遺跡・美々8遺跡発掘担当者）

主任 佐藤和雄（ ノノ ）

〃 三浦正人（ ノノ ）

〃 田口尚（美々8遺跡低湿部3年度分整理担当者）

文化財保護主事皆川洋一

嘱託 越田雅司

ノノ 鈴木信

写真技師 菊池慈人

3 調査の経緯

新千歳空港建設に伴う美沢川流域の遺跡群の発掘調査は、昭和51年から北海道教育委員会によって

始められたが、昭和54年9月からは当センターの設立にともなって引き継がれており、今年度で17年

目である。 この間、表1－1のごとく16遺跡、 26万㎡余について発掘調査が行われた。

表1-1 美沢川流域遺跡群の年度別調査面積（単位m2)

趨縮 §1.52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年 62年 63年 元年 2年 3年 4年 計
美々2 10,906 5,000* 10,906*

3 4,565 6,000 9,225* 2,075* 16,415*

4 1，160 呑口＊＊ 7,150 6,475 6,180 5,899 26,864

5 300 6,628 752 8,450 6,544 22,674

6 5，000 3,450 8,450

7 51000 2,400 2,323 1,547 11,270

8 11.900 3,875 1,828 11,112 4,182 215* 5,161 10,769 48,960*

9 5,000 5,000

美沢1 8,630 11,330 2,340 22,300

2 10,560 10,560

3 1,750 3,480 17,464 5,478* 7,150 34,344*

4 23,760 23,760

5 6，800 660 7,460

10 4.027 4,027

11 1,570 5,710 7,280

13 2,185 2,185

計 22,400 27,958 31,312 27,270 11,900 3,875 11,475 23,630 7,727＊ ’0.822 19,007 17,464 14,682＊ 12,008＊ 8,609＊ 12,316 262,455

＊美々2遺跡の60年度5,000㎡、美沢3遺跡の元年度のうち978㎡、美々3遺跡の2年度のうち4,500mP、美々3遺跡の3年度のうち950㎡については、 Ⅱ黒

層の調査のみで、それぞれ前年度のI黒層の面積に計上されているので、面積集計から除外してある。 また、美々8遺跡の2年度のうち82㎡は前年度の下

位(水付き部分)の調査なので、同様に面積集計から除外してある。 ＊＊約240,fを調査。面積集計から除外。

－1－



I 調査の概要

図1－1 遺跡の位置

1 ：美々7遺跡 2 ：美々8遺跡3 ：美々8遺跡B地区

この図は国土地理院発行の5万分の1地形図「千歳」を使用したものである。

－2－



4 土居

いつぽう、新千歳空港も昭和63年7月にはA滑走路が供用開始、本年7月には新ターミナルビルが

オープンし、 5年度からはB滑走路の建設工事が予定されている。

今年度はB滑走路の誘導路にかかる美々7遺跡、B滑走路本体にかかる美々8遺跡A地区および低

湿部､場周道路･排水路にかかる美々8遺跡B地区の発掘調査を行った。

4土層 ITOm
MⅢⅢIM

． ． ． ． ． ． 、 ： ： ： ：

l : : : ; : ; T3弓3. . : . : . : ､

歳滞滞奇擶舟

器

表土

美沢川流域の遺跡群における基本的な層序は、図1－2に示すごとく

である。今年度は表土(1739年以降)、 0黒層(1667～1739年)、 I黒層

（縄文時代晩期～1667年)、 II黒層（縄文時代早期～晩期）から種々の －1

遺物が出土し、様々の遺構が検出されている。

低湿部では、台地ではほとんど認められないO黒層が厚く堆積してお
‐－2

り、 またI黒層は苫小牧火山灰層(Tm層)を挟んで数層に細分された。

その詳細についてはV章を参照されたい。

5 調査結果の概要

｜‘（1） 美々7遺跡
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上層の調査は昨年度に終了したので、今年度はII黒層のみを調査し、 I

咋
竪穴住居跡2軒、土壌13基、Tピット1基、焼土6カ所が検出された。

今牛F宮＆、士ナァ典黒右･ﾛ主,ｲｰf日甘日/7-1章シ睾与陰､鉤Z､＋＋産.子I、良 ↓+, 1日/ハ凰斗軽イマト＋今年度もまた縄文時代早期の墓と考えられる土壌から
ipI l

、幼児の足形付土

製品の破片が出土した。遺物は縄文時代早期のコッタロ式・東釧路1V式製姉の破片が出土した。遺物は縄文時代早期のコッタロ式・東釧路1V式 図1－2 土層模式図

の土器・石器を主とするが、前期や後期のものも出土している。

なお、今年度で本遺跡の調査は完了した。

（2） 美々8遺跡A地区

昨年度調査区の東側に隣接する地区である。表土では土壌7基、道跡1条、柱穴3個、溝1本が検

出された。一部の土塘はアメリカ軍の演習の際のものである。出土した遺物には陶磁器、ガラス玉、

鉄製品なとがある。 I黒層では擦文時代の竪穴住居跡3軒、墓墳1基、土壌5基、道跡5条、焼土14

カ所、集石8カ所、小柱穴158個が検出された。該期の住居跡は美沢川流域では初めての発見である。

いずれも一辺約4mの隅丸方形で、 2軒に竈が構築されていた。出土遺物には擦文土器のほか黒曜石

の剥片、土玉、鉄製品、礫などがある。 II黒層では縄文時代早期の竪穴住居跡1軒、土壌5基、Tピ

ット12基が検出された。出土した土器は縄文時代早期の東釧路1V式が大半で、次いで後期末葉のもの

が多い。石器には石鍼、ポイント、つまみ付きナイフ、スクレイパー類、石斧、石錘などがある。

（3） 美々8遺跡B地区

I黒層、Ta c層、 11黒層、Ta d層のそれぞれ上面を対象として遺構確認調査を実施した。 I黒層

上面ではアメリカ軍の演習の際のものを含む土壌17基、擦文時代の集石3カ所が確認された。 II黒層

上面では遺構は確認されなかったが、動物の足跡が検出されている。Ta d層上面では2列、 22基の

Tピットが確認された。遺物には縄文時代後・晩期の土器片、石鍼等が出土している。

（4）美々8遺跡低湿部

当初は残っていた3,081m2について調査をする予定であったが、美沢川本流に近い1,070㎡について

は重機(クラムシェル)による調査でもきわめて危険な状況となったので、北海道教育委員会および委

託者と協議のうえ、調査面積から除外することとした。

遺構には舟着き場跡、物送り場跡、建物跡などが検出され、擦文時代からアイヌ文化期および江戸

時代にわたる木製品、繊維製品、金属製品、擦文土器、陶磁器、石製品、動植物遣存体などの遺物が

r）
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I 調査の概要

’出土した。 このうち木製品は建材、舟材、狩猟具、漁携具、農耕具、祭祀具、食器・容器類、履物な

ど多種多様である。金属製品には吊り耳や内耳の鉄鍋、斧、鉈、キセル、笄、銭貨などがある。

発掘調査は今年度で終了したが、 5年度には物送り場の土壌やクラムシェルであげた土壌の水洗作

業を予定しており、今年度調査分に関する整理・報告には数年を要する計画である。

6 遺物の分類

（1）土器

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b 1類東釧路Ⅱ式、東釧路III式に相当するもの。

b－2類コッタロ式に相当するもの。

b－3類中茶路式に相当するもの。

b－4類東釧路1V式に相当するもの。

II群縄文時代前期に属するもの。

a類縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。

a－1類綱文土器に相当するものと結束のない羽状縄文の施された丸底を特色とするもの。

a－2類春日町式、中野式など縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類円筒土器下層式、植苗式に相当するもの。

ⅡI群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当するもの。

b類a類以外のもの。

b－1類天神山式に相当するもの。

b－2類柏木川式に相当するもの。

b 3類北筒式（トコロ6類)、ノダップII式、煉瓦台式に相当するもの。

IV群縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式に相当するもの。

b類船泊上層式、手稲式、糀間式、エリモB式に相当するもの。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類大洞C]式、大洞C2式に相当するもの。

c類大洞A式、大洞A′式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

VII群擦文時代に属するもの。

（2）石器・石製品

剥片石器には石鍍、ポイントもしくは両面加工のナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー類、石

錘、模形石器などが、礫石器には石斧、たたき石、すり石、砥石、石皿・台石、石錘などがある。ほ

かに石核、剥片・石屑、加工痕ある剥片(Rフレイク)、刃こぼれ状の使用痕ある剥片(Uフレイ

ク）がある。

石製品には蒻翠の玉類や火打石砕片などがある。

－4



6 遺物の分類

土製品足形付き土製品、円盤状土製品、玉類がある。

木製品・樹皮製品・繊維製品建材、交通・運搬具、生活用具、狩猟・漁携具などがある。

陶磁器肥前系の碗・甕などがある。

金属器・金属製品鉄鍋、鉄斧、刀子、キセル、銭貨、飾り金具、笄なとがある。

ガラス製品玉類がある。

自然遺物獣骨・魚骨などの動物遣存体、クルミ ・サルノコシカケなどの植物遣存体がある。
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II美々7遺跡の調査

1 概要

本年度は昨年度に残された第1I黒色土居の1,547m2について調査を実施した（図II 1)。地形は舌

状台地の西側に向いた縁辺部（標高約22.5m)から標高18.0mの緩斜面にかけてである。表土層、第

1黒色土居については昨年度報告済みである。なお、過去3回に渡って行なわれた本遺跡の調査は今

回をもって完了した（図II-2)。

調査の結果、縄文時代早期末を主体とする遺構・遺物が検出された（表II-1～3)。遺構は標高

20.5～22.2mの緩斜面にI群b-4類の住居跡とそれに伴う土壌や焼土が発見されている。H－lは昨

年度の掘り残し部分の調査で、土層堆積や主な遺物については昨年度の報告に掲載している。台地上

では昨年度報告の“土壌群”の続きが発見され、 この中のP 43からは足形付土製品が出土している。

遺物はI群b2類とI群b4類が大半をしめ、総数9,303点が出土した。後者は“環状の分布" (高

橋・越田1984） をなしている。

2 11黒層遣構とその遺物

(1)住居跡

H-1 (図II 3、図版I1 1-3･3-1)

位置 a 67 02･12 規模3.54×2.52/3.28×2.23/0.34m

特徴昨年度に残った覆土と床面の調査を行なった。平面形は楕円で、Ta-d2に作られた堅い床に

は炉がなく、付属ピット (HP-l) と柱穴(HP-2～8)が見つかっている。南側の壁際に位置す

るHP 1は覆土が堅く埋め戻されており、類似のものは本遺跡のH 4やP-54、美沢3遺跡（昭和

63年度）のH－6～9などに見られる。柱穴は壁際の一部分にだけ見つかった。 このうち住居跡長径部

の両壁際に位置するものは他のものより太く主柱穴の可能性がある。 P-47･51とグループを形成す

ると考えられる。

遣物l～3は覆土から出土しており、 lは羽状縄文の施されたIb2、 2･3は撚糸文風の縄文が施さ

表Ⅱ－1 検出遺構名一覧A2
I

A a
I 数量

3

13

1

5

1

号

叫

５

５

番

３

石

）

率
Ｌ
鮭
門
一
一

ｌ

１

Ｈ

Ｐ

Ｔ

Ｆ

Ｃ

遺構名

住居跡

土曠

Tピット

焼土

炭化物集中

｜
本年度調杳反

(1 ,547m' )

」 表II-2 遺構出土の遺物数一覧
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表Ⅱ－3 包含層出土の遺物数一覧昭和53(1978)年度
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図II-1 各年度の美々7遺跡調査区
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II 美々7遺跡の調査 a

本年度調査区
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2 遺構

れたIb-4である。

時期縄文時代早期末東釧路IV式期

H-3 (図11-4･5、図版II-2-1、 2-2｡3)

位置a-66-24 規模3.04×2.45/2.72×2.22/0.20m

特徴調査区北側の標高約21.0mの緩斜面に作られた住居跡である。 IIBの上層で腐植土の落ち込
みと1･11･12の遺物を確認し調査を行なった。平面形は長径が等高線と直交する楕円形で、Tad2

に作られた床には炉がない。 14本のほぼまつすぐに掘り込まれた柱穴は壁に近い床と壁際とに二重に
巡っている。住居の南東と東に掘り上げ土と思われる二つのTa-d,の範囲が見つかっている。 P

52．55とグループを形成すると考えられる。

遺物すべて覆土3．4層から出土した。 2はIb-1、 3～10はIb-2、 1と11～19はIb4、 20･21は無文
の土器である。 lは覆土の上部から11．12とともに出土した。緩い山形隆起を持つ口縁部で口唇断面

は丸みを帯びた角形である。口縁に沿って短縄文が施され、胴部には二本の条が並列する撚糸文もし

くは縄文と撚糸文風の縄文とで羽状の文様を施している。 2は口唇が外側に張り出す口縁部で、胴部

には組紐圧痕と太い条の短縄文が施される。包含層出土の図Ⅱ－17－5と同一個体である。 3～6は太

い条の0段多条を羽状に施した縄文で、器壁の厚い堅く締まった胎土には砂粒が多く混入する。器面
○

の
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11 美々7遺跡の調査
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2 遺構

は施文具に加えた押圧で凸凹しており、 これらはIb1の可能性がある。包含層の図II-18-21と同一

個体である。 7～9は細い0段多条の羽状縄文が施された小型の深鉢形土器である。 7．8は胴部、 9は

底部である。 10は0段多条の縄文が施された胴部である。 11． 12は同一個体の口縁と胴部で、口縁に

は同一原体による三段の短縄文。地文には条の太い撚糸文風の縄文が施されが施される。断面が角形

の口唇には縄による刻みがなされる。 13は自縄自巻原体の短縄文が施される口縁部で、 14～19は撚糸

文風の縄文が施される。 20･21は包含層の図II-22-114と同一個体でIb4と思われる。 22は両面加

工の挟入石器である。 23は縁を擦っていると思われるすり石片で、一部が熱によって赤化している。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期

H-4 (図11-6．7、図版II 2-2、 2-1)

位置a-67 21 ．31 規模3.06×2.66/2.63×2.12/0.39m

特徴調査区南側の標高約21.0mの緩斜面上に作られた不整楕円形の住居跡である。Ta-d2に作ら
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11 美々7遺跡の調査

H－4

'。
、

一 A

B 一

２

HP－2 HP－3

ユ型.30ａ
’

21334

、

喘
卜
に
假
仰
ロ

蚤6福冒卜
B21，60~Ａ

ｌ

ノ

ｊｌｌ

沖

７

Ｊ

、

Ｊ

伊

、

Ｉ

ノ

ー

ノ

Ｊ

１

ｊ

》

、

ｌ

〃

・

川

寺

。

〕

『

，

Ｊ

Ｑ

Ｕ

旬

Ｊ

勺
Ｉ
－
ｊ
ｆ
ｊ
／
ノ
。
Ｉ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ａ

４

‘

ワ

＆

屯

Ｉ

『

Ｒ

〕

ワ

ー

｛
Ｈ
ｍ

Ｙ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

５

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

ｏ

０

０

０

０

０

７

１

１

１

ｌ

１

ｅ

ｕ

″

″

″

″

″

Ｈ

く

Ｉ

く

く

Ｉ

Ｉ

褐

褐

黄

褐

黒

褐

黒

黒

明

黒

Ｌ

２

ｄ

卜

ｐ

ｐ

－

~⑱

】

１

日

『

名

⑳

』

ｌ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

十

＋

ン

シ

＋

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｌ

Ｂ

ワ
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
管
Ⅱ
ｌ

⑭

】

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｄ

Ｉ

1

式
、
三

一

５

一

~

６

一一一

一
一
、

４

５

６ 0 1m
1－－－－－＝一国一詞I

錫＃
4鞍謝

2

3

謬〃
6

信
州
川
仰
い
い
〃
〕
９

鶏〃
10

12

図II-6 H-4と出土遺物

－12－



2 遺構
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れた床面には炉がなく炭化物が点在する。東側の壁際床面には小ピット (HP－1～3)が見つかって

いる。

遺物1～3．5．7．8．12～16･19･20は床面から、それ以外は覆土から出土している。 lはIb2、

2～16はIb-4である。 1は折り返しの見られる口縁で器面には絡条体圧痕文が施されている。包含層の

図Ⅱ-17-10と同一個体である。 2～11は撚糸文風の羽状縄文、 9．10はそれに縄端圧痕文と思われる

ものを加えている。 11は南側から流れ込んだ状況でまとまって出土した深鉢形土器である。口縁部の

破片は見当たらない。底部には熱による剥落が見られ内面に炭化物が付着する。全面に条の太い撚糸

文風の羽状縄文が施されている。 12～16は2本の条が並列する撚糸文もしくは縄文を羽状に施してい

る。 17はエンドスクレイパー、 18～20はスクレイパー、 21は砥石である。 17は表面左下の突起をドリ

ルとして使用した可能性がある。 18は表面下端に光沢が認められる。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期

（2） 土曠群（図II-8･図版II-5-1)

昨年度報告の“土堰群”に続く土曠5基(P-43．45．49･50･53)が見つかった。すべて墓曠と

考えられる。遺物を伴うのはP-43．49．50で、 P-43からは破損した足形付土製品が出土した。

“土曠群”に近接してTad]上に作られた焼土2箇所(F-1．2)が見つかっており、 これらは“土

壌群”に伴う可能性がある。なお、土堰群の遺構配置などに若干の規則性が見られ、それらについて

は“まとめ”で触れる。 P--43･45は脂肪酸分析を実施した（付篇1)。

P-43 (図-9．10、図版11-5-2、 6－1．2．4)

位置b-67-91･a-67-01 規模1.92×1.57/1.19×0.80/0.58m

特徴P-34と重複する楕円形の土墳である。新旧関係は不明である。底面はIⅡBに作られた平坦
なもので壁は緩やかに開きなｶﾖら立ち上がる。覆土はTa-d2とIⅡBを主体とする堅く締まった埋め戻

し土で、中央に覆土の陥没は見られない。掘り込み面はTad,上面と考えられる。本土堰については

底部を含む五箇所の覆土を採取して脂肪酸分析を行なった結果、再葬墓に見られるデタに類似する

との成果が得られた（付篇l :参照)。
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II 美々7遺跡の調査

遺物南壁よりの底面から破損した足形付土製品が2点（1 ．2)、つまみ付ナイフが3点（3．4．5）

出土した（図II-10)。遺物は底面からl～2cm程浮いて出土している。足形付土製品は接合しないが

同一個体の可能性もある。土製品の破損部分は摩滅しており、本土墳に埋納される以前に破損し摩滅

したと考えられる。

1形態：大判形と推定される。

足形：斜めに並ぶ二つの円形の窪みが施文されており、 これは右足形の所謂薬指と小指に相当する

と考えられる。強くはっきりとしたもので、足を土製品に乗せて押圧しただけでなく指の部分を強く

押しつける様な施文がなされたと考えられる。窪みの内部に押し潰された縄文があることから縄文の

後に施文している。窪みの形態からみて、 P-37-7 (昨年度報告IV-3-(2)) と同様にある程度成

長した者の足形と考えられる。

文様：表裏面に撚糸文風の羽状縄文が、側面に撚糸文風の縄文が施されている。

胎土：角閃石と白色の岩片が含まれる非常に脆い胎土である。割れた部分は摩滅して丸みを帯びて

いる。

工程：成形→縄文→足形の順になされたと考えられる。

2形態：大判形と推定される。

足形：はっきりした足形は見られないが、二つの貫通孔の間が僅かに窪んでおりP-37の7の例か

ら足形の踵部分が施文されていると思われる。
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2 遺構

文様：表裏面に撚糸文風の羽状縄文が、側面に撚糸文風の縄文が施されている。

貫通孔：足形が施文される表面の下半部に二つの貫通孔が穿たれている。羽状縄文が施されてから、

表面から穿たれたと思われる。

胎土：角閃石と白色の岩片が含まれる非常に脆い胎土である。割れた部分は摩滅して丸みを帯びて

いる。

3～5のつまみ付ナイフは同じ石材を使用した色調の異なるもので、裏面右側縁の剥離部分に光沢が

認められる。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期

P-45 (図II-11･図版I1-8-1 ．2)

位置a 66-09 規模 (0.75)×0.73/0.60×0.36/0.29m

特徴P-32と重複する小型楕円形の土擴である。Tad2に掘り込まれたものであるが非常に堅く

締まった覆土にはIIIBに似た腐植土が混じっている。 P 32との新旧関係は不明である。本土壌につ

いては底部を含む二ケ所の覆土を採取して脂肪酸分析を行なった結果、再葬墓に見られるデータに類

似するとの成果が得られた（付篇1 ：参照)。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

P-49 (図II-11、図版II-6-3、 7 1， 7-3)

位置a-66-09･a-67 00 規模1.01×0.84/0.61×0.35/0.26m

特徴平面形が小型楕円形を呈する土堰である。覆土は埋め戻されたもので非常に堅く締まってい

る。掘り込み面はTad,上面と考えられる。 P-50と対になるグループを形成すると考えられる (II

－4 (1)－土曠群)。
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II 美々7遺跡の調査

二壼一

彩
陰
ｒ

Ｆ
。
Ｐ
ｌ
Ｄ
〃
ｐ
Ｂ
Ｐ

1

｜ I

ノ

~

、

些竺竪雪ﾆｰｰ妾，

こ
c、

~

＝ 3 ＜＝ユ 4 ご－～ 5

0 10５ c、

「
ｌ

Ｃ

＝Ｚ

１
１
１
１
判
”
可
餅
叫
１
１
ノ

勘
緋

~~

P-43 出土

（推定）

P-37 出土

0 1m 0 10cm

図II-10 P-43出土遺物他

－16－



2 遺構

遺物1～7はIb-4である。 l～3は底面から出土した同一個体の深鉢形土器で、 1．2は口縁とその

周辺、 3は胴部下半部である。山形隆起部を有する口縁部で口唇には縄による刻みがなされ、口唇断

面は尖り気味で器壁は薄い。器面には綾絡文と細い条の撚糸文風の羽状縄文が施されており、綾絡文

周辺の羽状縄文は交差している。胎土は非常に硬質である。 1･2は外面に、 3は内面に炭化物の付着

が見られる。 1は包含層出土のものと接合した。 4～7は覆土中から出土したもので、 4は口縁部、 5～7

は胴部である。器面には撚糸文風の羽状縄文が施されており指による調整の凹凸がみられる。 6．7は

P-50から出土したものと同一個体の可能性がある。胎土はいずれも非常に硬質である。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期

P-50 (図II-11、図版II-6-3、 7-2･3)

位置a-67-00 規模0.65×0.59/0.39×0.35/0.22m

特徴平面が小型円形の土壌である。底部はTa-d2に掘り込んだもので、覆土はTa-d1やTad2が

主体の非常に堅く締まって埋め戻し土である。掘り込み面はTa-d[上面である。 P-49と対になるグ

ループを形成すると考えられる (II-4-(1)－土曠群)。

遺物覆土上面（2～4） と覆土中(1)から同一個体のIb-4が出土している。 1～3は胴部、 4は底部

である。器面には撚糸文風の羽状縄文が施文されており、胎土は非常に硬質である。 P-49の覆土中

からも同一個体と考えられる土器片が出土している。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期

P-53 (図II-11)

位置b-66-99． a-66-09 規模0.72×0.65/0.52×0.49/0.13m

特徴平面が小型楕円形の土曠である。掘り込み面はTa-d]の上面付近である。掘り込みは浅く、

覆土は埋め戻し土である。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

(3)土壌（図II-12、図版II 8～10)

すべて舌状台地の縁辺から斜面をやや降りた標高20.5～22.4m付近に位置する。各土塘は他の遺構

とグループを形成すると考えられる。

P-44 (図11-12、図版II-8 4)

位置a-66-03 規模1.08×0.84/0.85×0.57/0.33m

特徴平面が不整形の小型の土壌である。覆土は自然堆積と思われる。掘り込み面はIIBの上層中

である。北西約1.5m離れた位置に炭化物集中(C-1)がみつかっている。

遺物出土していない。

時期層位からIIB形成中の比較的新しい時期と考えられる。

P-46 (図II 12、図版II-8-5)

位置a-66-28 規模1.60×1.11/1.16×0.83/0.21m

特徴平面が不整楕円形の土曠である。浅い掘り込みの底部はTa-d2に作られており、覆土は自然

堆積と考えられる。掘り込み面はIIBの形成され始めた頃の面と考えられる。周囲のP-48．54， F
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－3．4とグループを形成すると考えられる。

遺物覆土から礫が出土している。

時期縄文時代早期未東釧路1V式期と考えられる。

10cm

P-47 (図II 12、図版II-8-6)

位置a-67-12 規模1.87×1.35/1.68×1.12/0.24m

特徴平面が不整楕円形の土塘である。掘り込みは浅く底部には凹凸が見られる。覆土は自然堆積

と考えられる。掘り込み面はTa-d,上面かIIBの形成され始めた頃の面と考えられる。周囲のH－

1･P-52とグループを形成すると考えられる。

遺物底部床面から黒曜石製のフレイクが出土している。

時期縄文時代早期未東釧路1V式期と考えられる。
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2 遺構

P-48 (図II-12、図版II-8-7)

位置a-66-28．29･38･39 規模1.71×1.69/1.52×0.42/0.27m

特徴平面形がほぼ円形の土塘である。平坦に掘られた底面から壁は東側で急激に立ち上がり他で

は緩やかに立ち上がる。覆土はIIB腐植土を主体とする自然堆積である。周囲のP-46．54， F－

3．4とグループを形成すると考えられる。

遺物覆土から1と2が出土している。 1は撚糸文風の縄文が施されるIb4で、 2は黒曜石製の五角

形鍍である。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

P-51 (図II-12、図版II-8-3)

位置a-67-11･12 規模0.61×0.57/0.36×0.21/0.20m

特徴平面が不整楕円形の小型の土壌である。覆土は自然の流れ込みと思われる。掘り込み面はII

B中と考えられる。周囲のP-47･H-1とグループを形成すると考えられる。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

P-52 (図II-12、図版II 8 8)

位置a 66-34･35 規模1.97×1.75/1.75×1.45/0.34m

特徴平面が楕円形の土壌である。Ta-d2中に作られた底部は斜面下に向かってやや傾斜している。

覆土はIIBとTad,を主体のもので自然の流れ込みと考えられる。掘り込み面はIIB中である。周囲

のH 3．P-55とグループを形成すると考えられる。

遺物すべて覆土から出土している。 1は珪質頁岩製のRフレイク、 2は小型の偏平礫を使用したす

り石である。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

P-54 (図II-13、図版II-9-1、 10-3)

位置a-67-20．30 規模2.20×1.75/2.00×1.51/0.26m

特徴平面が不整楕円形をなす大型の土塘である。北に向かって緩やかに傾斜する底面からは12個

の小ピット (HP-1～12)が見つかっている。東壁際のHP-1は位置関係や形状がH－1のHP-1

やH 3のHP-1と類似のものである。覆土はIIB腐植土を主体とした流れ込みのもので、掘り込み

面はIIB中と考えられる。本土堰は住居跡の可能性もある。周囲のP-46･48， F－3．4とグループ

を形成すると考えられる。

遺物1．2は覆土から出土した同一個体のIb-4である。深鉢形の土器で口唇断面は角形である。自

縄自巻の原体で口縁部に短縄文が、胴部に羽状縄文が施される。内面には炭化物の付着が見られる。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

P-55 (図II-13、図版11-9 2～4， 10-2･3)

位置a-66-24．34 規模1.42×1.19/0.85×0.76/0.32m

特徴平面が不整楕円形の土壌である。底面は丸みを帯びたもので壁とは緩やかに繋がっている。

覆土はIIB腐植土が主体で、遺物を含む1層と含まない2．3層とに大きく分かれる。 1層の遣物は埋没
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2 遺構

中の本遺構の窪みに遺棄したものか墓塘の副葬品の可能性がある。周囲のH－3．P-51とグループ

を形成すると考えられる。

遺物覆土l層からはIb4と砥石が出土している。 1は口縁に山形隆起を持ち底部の径が小さな深鉢

形土器である。口唇断面は先端の平らな尖り気味のもので、口縁には自縄自巻原体による二段の短縄

文が、胴部には同原体の撚糸文風の羽状縄文が施される。山形隆起下方の胴部では羽状縄文の方向を

変えて菱形状の文様を施している。底部周辺には火を受けた痕跡力§見られ、内部には炭化物が付着す

る。 2は二本の条が並列する撚糸文もしくは縄文とループ状の縄端圧痕文が施されたものである。 3は

赤色の節理面を持つトラカイト斑岩の一種を使った砥石である。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期

(4) Tピット （図II-14)

調査区北に1個が検出されている。昨年度報告のTビット列(TP1～3) に続くものである。

TP-4 (図II-14)

位置a-66-14 規模2.14×0.97/1.62×0.34/1.33m

特徴平面が長楕円形のもので底面は北に向かって緩やかに下がっており杭穴はない。掘り込み面

はIIB中である。

遺物1～6は覆土中から出土したIb-2である。 1～5は同一個体で小型の深鉢形土器である。 1は口

縁が外に向かってやや開いており口唇には縄の刻みが施される。 2～5は胴部で地文は太い条の縄によ

る羽状縄文である。 これらはIb-1の可能性がある。 6は小型の深鉢形土器の一部で器面には絡条体圧

痕文が施されている。

時期不明である。

（5）焼土（図II-14)

焼土は5箇所が見つかっており各々時期や性格が異なる。

F-1 (図II-14)

位置a-67-00 規模0.35×0.24/0.09m

特徴Ta-d]が焼けて赤化した小径の焼土である。 F－2と同じ時期に隣に作られたと考えられる。

生成された面はTa-d｣上面である。 “土墳群”の周囲に位置することや掘り込み面がほぼ同じことか

ら関連する可能性がある。

遺物焼土中から黒曜石製のチップが出土している。

時期縄文時代早期未東釧路1V式期と考えられる。

F-2 (図II-14)

位置a-67-00 規模0.28×0.28/0.09m

特徴Tad｣が焼けて赤化した小径の焼土である。 F－lと同じ時期に隣に作られたと考えられる。

生成された面はTa-d,上面である。 “土堰群”の周囲に位置することや掘り込み面がほぼ同じことか

ら、 “土堰群”と関連する可能性がある。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期末東釧路Ⅳ式期と考えられる。
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2 遺構

F-3 (図II-14)

位置a-66-29 規模0.56×0.41/-m

特徴小型楕円形をなす焼土跡である。 Ta-d2上面で焼けて堅くなった個所を見つけた。火が焚

かれた面はIIB中と考えられる。周辺のP-49･48･54，F－4とグループを形成すると考えられる。

遺物出土していない

時期縄文時代早期末東釧路Ⅳ式期と考えられる。

F-4 (図II-14)

位置a 67-17･18 規模0.88×0.73/0.12m

特徴IIBの比較的下層から検出された焼土である。断面の2層は熱で堅くなったTa-d2である。

周辺のP-49．48･54， F－3とグループを形成すると考えられる。

遺物焼土断面1層の上面からIb-2 (2～4)が、 1層中からIb-4(1)が出土している。 lは薄い器壁の

小型深鉢片である。器面には条の細い撚糸文風の羽状縄文が施されている。 2は包含層出土の37と同

一個体である。 3は撚糸文風の縄文が、 4は2本の条が並列する撚糸文もしくは縄文が施されている。

時期縄文時代早期末東釧路1V式期と考えられる。

F-5 (図II-14)

位置a 66 06 規模0.50×0.42/-m

特徴Ta-d2上面で焼けて堅くなった個所を見つけたが、火が焚かれた面はIIB中と考えられる。

遺物出土していない。

時期不明

F-6 (図II-14)

位置a-67-52 規模0.67×0.58/-m

特徴 IIB中で見つけた焼土である。同じグリッドのほぼ同レベルからIb2が出土している。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期末コッタロ式期と考えられる。

（6） 炭化物集中（図II 14)

調査区北の平坦部に1箇所見つかった。

C-1 (図II-14)

位置a-66-03 規模0.72×0.64/-m

特徴 IIBの比較的上層から検出された炭化物集中である。約1.4m東に位置するP-44と共に2

回目の掘り込みで検出した。

遺物出土していない。

時期層位からIIB形成中の比較的新しい時期と考えられる。

(7) 動物足跡（図Ⅱ－15)

Ta-cを除去したところIIB上面に動物の足跡を検出した。舌状台地西側の縁辺（標高20.0～21.0
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2 遺構

m) に沿ってほぼまつすぐに歩いている。動物種は不明である。
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3 11黒層出土の遺物

（1） 土器（図II-16～22、図版Ⅱ-12～18)

5,991点の土器が出土している。 I群b－1類～I群b-4類、 II群a-1類、 IV群c類、魚骨文土器などが

見られる。主体は縄文時代早期末のIb-2 (2,304点)、 Ib4 (3,193点）である。なお、図版II-24~

26にI群b-1類～I群b-4類などの主な文様を近接撮影した写真を掲載した。

I群b-1類土器(5～7)

東釧路IⅡ式に相当する土器である。 122点が出土し3個体が識別された。器形は深鉢形のものが大

半である。口縁は外に開いており器壁は比較的厚い。胎土は小円礫や繊維が混入する硬質のものであ

る。貼付帯を持つものもある。文様は縄線文、短縄文、組紐圧痕文、縄文等が見られ、 これらは太い

原体によって施文されている。

5はH－3の覆土とその周辺から出土した。口唇断面は外に張り出すもので口唇上の平坦部には縄の

刻みがなされる。文様は短縄文、縦横の組紐圧痕文、短縄文、縄文などが施される。胎土には繊維と
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II 美々7遺跡の調査

共に径5～10mmの円礫を含む。 6は口縁が外に広がる比較的大型の深鉢形の土器である。同一個体の

口縁から胴部にかけてが、舌状台地の広範囲で出土する。平縁で口唇断面は厚みのある丸形である。

内面には指による成形の凹凸が顕著に見られ、胎土は繊維や重鉱物などを含み硬質である。文様は太

い原体を用いており、無地文の口縁には横位の縄線文と短縄文もしくは縄の圧痕文が施される。胴部

には2本の異なる原体で羽状縄文が施されている。 7は太い原体による羽状縄文の地文上に横の貼付

帯を持つ深鉢形の土器である。貼付帯上には爪状の施文具による刻みが入る。
I群b-2類土器(1 ．2．8～58)

コッタロ式に相当する土器である。 2,304点が出土し56個体が識別可能であった。ほぼ全域で出土

するが、特に調査区南西の西向き斜面（標高19～20m) に約6割が集中する。器形は深鉢形が多く小

型のもの（14個体） と中～大型のもの（42個体） とが見られる。口縁は外に開き気味でほとんどの口

唇部に縄による刻みが見られる。底部は下端部が張り出し、その張り出し部やその上のくびれ部に縄

などによる押圧文が施される。貼付帯は約半数のものに見られ、地文が施された後に縄などの刻みを

持つものが縦横に付されている。文様は組紐圧痕文、絡条体圧痕文、撚糸文、短縄文、異条縄文、縄

端圧痕文、綾絡文、縄文などがあり、縄文には二段単節と0段多条のものも見られ、 まれに結束のも

のもある。胎土は石英（長石）や重鉱物を含むものが多く、砂粒や繊維の混入量に差異が見られる。

小型の深鉢形の土器と中～大型の深鉢形の土器では、前者が比較的精微な胎土を持つことから異なる

製作方法が用いられている可能性がある。口縁や内面に炭化物が付着したり底部に焼けた痕跡の見ら

れるものも多い。 I群b2類にはI群b-1類的な特徴を備えるものも見られたが、明確な区別が付け

にくく本分類に含めて報告する。施文される文様でa～hに分類した。

a組紐圧痕文のあるもの（8）

8はa-66-59で底部とその周辺が出土した。胴部には横環する4～5本の組紐圧痕文と0段多条の

斜行縄文が施されている。組紐圧痕文は比較的細めのものを使用している。底部は張り出し部にRL
の短縄文が施されるもので器壁は厚い。

b絡条体圧痕文のあるもの（9～15)

9は昨年度報告のもの（図Ⅳ-24-29a) と接合した口縁部と胴部である。山形隆起を持つ口縁部

で、器壁は薄く断面が切り出し形の口唇には箆状工具による刻みが施される。文様は細かい原体を使

って絡条体圧痕文、絡条体回転文、異条縄文を施しており、 これらの文様帯が層状に積み重なってい

る。細い貼付帯は文様帯の境目に付され、貼付帯上の刻みは箆状工具と縄によるものとが見られる。

10はa-67-30･40の周辺から出土した小型の深鉢形土器の口縁から胴部である。山形隆起を持つ口

縁部で粘土を外側に折り返した口唇を持つ。折り返しの上には細い縄の刻みがあり器壁は薄い。角軸

に0段の縄を巻付けた絡条体で縦横斜に施文している。胎土は精繊で堅く、内面は指による整形の凹

凸と炭化物の付着力：見られる。 11はa 66-57･59で出土した小型の深鉢形土器の口縁から胴部であ

る。口唇に縄の刻みがなされ、口縁付近には短縄文と絡条体圧痕文との横環する文様帯が上から交互

に施される。胴部には縄文も加わる。胎土は精綴で堅く、内面は指による整形の凹凸が見られる。

12． 13は外に開く口縁部で断面は丸形である。絡条体圧痕文は12が細いものを横に、 13が太いものを

縦に施している。 14･ 15は胴部である。 14には角軸に0段の縄を巻付けた絡条体圧痕文と短縄文、 15

には角軸に0段の縄を交差させて巻付けた絡条体圧痕文と斜行縄文が施されている。 15の胎土には白

色の岩片が多く混入する。

c異条縄文のあるもの(9･ 19｡20)

条が交互に異なる縄文で、美沢川流域の遺跡群では過去に例が少ない。今回の調査では異条縄文の
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3 Ⅱ黒層出土の遺物

施されるものが3個体出土した。 これらに関しては図II-32に観察模式図を示した。

9は絡条体圧痕文の項でも述べたが横環する文様帯の3段目に非常に細かい異条縄文が施されてい

る。 19．20はa-66-59の周辺で口縁から胴部がまとまって出土した。 19は中型の深鉢形土器で口縁

は外に開く。口唇上に縄による刻みが入れられ、断面は丸味のある角形である。器壁は比較的薄い。

文様は2段の上下で撚りの異なる短縄文、細い多条縄文、異条縄文、 4～5本の組紐圧痕文などの文様

帯を層状に積み重ねたものである。胎土には砂粒と微量の繊維を含み内面には炭化物が付着する。 20

は大型の深鉢形土器で口縁は外に開く。口唇上に幅2mm程の板状工具で刻みが入れられ、断面は丸

味のある角形である。口唇直下と胴部には数本の横環する貼付帯が付され、貼付帯上には多条縄文に

よる刻みがなされている。文様は異条縄文や多条縄文からなる文様帯を層状に積み重ねたものである。

胎土には砂粒と微量の繊維を含む。

d貼付帯のあるもの(1．16～18･21～37)

lはa-67-50からまとまって出土した小型の深鉢形土器である。口縁は平縁で、直下には縄の刻

みが入る貼付帯が巡っている。張り出した底部下端には短縄文が施される。器面には短縄文や撚りの

異なる斜行縄文の文様帯が層状に積み重なっている。胎土は精繊で堅く内面には炭化物が付着する。

16～18は貼付帯で器面に幾何学的な文様を施すものである。 16は小型深鉢形の土器の口縁で直下の貼

付帯上には爪状の工具で、胴部のものには縄で刻みが施されている。地文は羽状縄文で一部に縄端の

刺突文が施される。 17は胴部の貼付帯上に棒状工具による刻みが入る。地文には撚りの戻りかかった

斜行縄文が施される。 18は底部で貼付帯の刻みは縄である。地文に0段多条の斜行縄文が施される。

21はa-66 14･15･24で出土した深鉢形土器の口縁と胴部である。縄の強い刻みの施される口唇部

で、口縁直下と胴部に縄の刻みが入る貼付帯が巡る。地文には同一の太い縄を縦横に回転圧痕した羽

状縄文が施されている。器壁の厚さは非常に不安定であるが全体的には厚目である。硬い胎土には砂

粒と大粒の岩片が混入する。 Ib-1の可能性がある。 22は外に向かって開く口縁部である。直下には縄

の刻みが入る三本の貼付帯が巡る。その下方の胴部には0段多条の斜行縄文と撚りの異なる短縄文の

文様帯が層状に積み重なっている。 23～31は直下に貼付帯が巡る口縁部である。 23は地文に羽状縄文

が、 24は地文と口唇上に斜行縄文が施されている。 25～30の地文は斜行縄文である。 25は器壁が厚く

口唇と貼付帯に太い縄の刻みが入る。 これらの硬い胎土中には大粒の岩片や円礫が認められる。 26は

断面が切り出し形である。口唇と貼付帯上には縄の刻みが入る。 31は断面三角の貼付帯が三本認めら

れる。 32～34は貼付帯の付く胴部と底部である。 32は横の貼付帯とその間の器面に縄端圧痕文が施さ

れている。 33は小型の深鉢形土器で縦の貼付帯には縄端圧痕文が、地文には条の細い斜行縄文が施さ

れている。内面には炭化物の付着が著しい。 34は小型深鉢形の土器の胴部と底部である。胴部には縄

の刻みが入る貼付帯が巡っており、地文には同一の縄を縦横に施文して羽状縄文としたものが、底部

下端のの張り出し部には短縄文が施される。胎土中には大粒の岩片が混入する。 35はa-66-57～59

でまとまって出土した大型の深鉢形土器の胴部である。地文は撚りの異なる0段多条を羽状に施した

もので、器面には横と縦の短い貼付帯が付けられている。横のものには縄の刻みが入る。器壁は厚く

不安定で、胎土には大粒の岩片が含まれる。 36はa-67-51を中心にまとまった出土した大型の深鉢

形土器の胴部である。地文は撚りの異なる0段多条を羽状に施したもので、文様の境には縄の刻みが

入る貼付帯が付けられている。砂粒が多く混入する胎土で、内面には炭化物が付着している。 37はa

-66-07･17でまとまって出土した深鉢形の土器である。器壁は薄く口縁直下と胴部に縄の刻みが入

る細い貼付帯が巡っている。底部は下端が張り出さない。地文には撚りの異なる0段多条で羽状縄文

が施される。胎土は堅く焼成も良好である。 F－4で同一個体の破片が出土している。底部の形態か
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II 美々7遺跡の調査

らIb-3に近いと考えられる。

e上端圧痕のあるもの（38．39）

38はa-67-50周辺でまとまって出土した深鉢形の土器の胴部と底部である。器壁は厚く、底部下

端の張り出しはほんの僅かである。地文は撚りの異なる0段多条か同一の0段多条原体を縦横に施文

した羽状縄文で、文様の境目には縄端圧痕が巡らされる。張り出し部の上のくぴれ部には地文に使わ

れた太い原体の短縄文が施されている。 Ib1の可能性がある。 39は深鉢形の土器の胴部で結束羽状縄

文力§施されている。結束部のすぐ上には縄端圧痕文が巡らされる。胎土には砂粒と微量の繊維が混入
する。

f縄文だけのもの（40～46）

40･42～44は口唇に縄の刻みが入る小型の深鉢形土器の口縁部、 41．45･46は深鉢形の土器の口縁

と胴部である。胎土はいずれも砂粒と岩片を含む硬質のものでIb1の可能性がある。 40は口唇断面が

角形で口唇上には縄の強く密な刻みが施されている。口唇直下の器面には幅1cm程の無文帯があり、

その下方には同一の0段多条原体を縦横に転がした羽状縄文が施されている。口縁のには補修孔が見

られる。 41は口縁が外に開くもので口唇は更に外に張り出す。器面には縄を縦横に転がした羽状縄文

が施される。 42は口唇の刻みが強い。 42．44には同じ0段多条を縦横に転がした羽状縄文が、 43は斜

行縄文が施されている。 45は結束の羽状縄文が施されている。 46は器壁の厚いもので同じ縄を縦横に

転がした羽状縄文が施されている。胎土は砂粒と岩片が混入する硬質のものである。

9.その他もの(2．47･48)

2はa 66-59で出土した無文の小型土器である。上から見た器形は方形である。上げ底の底部は

下端が張り出すものでコッタロ式の特徴を良くあらわしている。器面には縦方向の擦痕が見られる。

47は断面が角形の口唇と口縁直下に縄端の刺突が施される口縁である。器壁は薄く器面には斜行縄文

が施されている。 48は深鉢形の土器の胴部で綾絡文と羽状縄文が施されている。

h底部（49～57）

49は太い原体の結束羽状縄文が施される底部である。器壁は厚く不安定である。底部の張り出しは

小さく、下端からくびれ部に太い縄の圧痕が巡る。 50は小型深鉢形土器の底部である。器面には0段

多条を縦横に転がした羽状縄文が施され、下端部の張り出し上には0段多条原体の短縄文が巡らされ

る。胎土は繊維を微量に含む硬いもので、火を受けて赤化している。 51は底面に山形の突起がある底

部である。下端部には指先による刻みｶﾐ巡らされ、器面には太い縄の斜行縄文が施される。胎土は砂

粒と岩片を含む硬いものである。 Ib-1の可能性がある。 52は下端部の張り出しが小さい。器面には異

なる0段多条による羽状縄文が施され、文様帯の境には縄端が刺突される。 53．54は異なる0段多条

による羽状縄文が施される。 54は端部に縄の刻みが巡る。 55は張り出しの小さな底部で器面には羽状

縄文が施される。底面は火を受けて赤化する。 56は無文の底部、 57は底面に縄文が施される。

I群b-3類(58～65)

中茶路式に相当する土器である。 37点が台地周辺で出土している。 58．59以外は小破片が単独で出

土している。器壁の薄い深鉢形の土器で微隆起線間の器面には二段単節や0段多条の短縄文、撚糸文

風の羽状縄文、斜行縄文などが施文される。 58はa-66 17で出土した深鉢形の土器の口縁である。

断面が尖る口唇で横環する微隆起線には縄の細かい刻みが入る。焼成の良好な硬い胎土で内面には炭

化物が付着する。 59は先の丸い尖り気味の口唇断面を持つ口縁である。微隆起線は非常に僅かなもの

でその間に二段単節の密な短縄文を施している。胎土は砂粒と小円礫が混入する硬質のものである。

60･61は微隆起と器面に0段多条原体の短縄文、 62･63は二段単節原体の短縄文、 64は斜行縄文が施
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3 11黒層出土の遺物

されている。 65は口唇断面が尖り気味の角形で、器面には微隆起線と撚糸文風の羽状縄文が施されて

いる。比較的Ib4に近いと言えよう。

I群b-4類(3．4．66～113)

東釧路1V式に相当する土器である。 3,193点が出土した。ほぼ全域で出土するが南向き斜面に比較

的多く見られる。多くは底部が小径の深鉢形土器で、 まれに小鉢形のものがある。器面に微隆起線を

付すものがあり、 これはIb-3の特徴を残していると考えられる。文様等からa～iに分類した。

a微隆起線のあるもの（66．67）

66は小さな山形突起を持つ口縁部で、断面は尖り気味の丸である。口縁部の器面には微隆起線が巡

り綾絡文や短縄文、撚糸文風の羽状縄文も施される。 67は断面が尖る口縁部である。口縁直下には微

隆起線と撚糸文風の羽状縄文が見られる。内面には横方向に無数の細かい擦痕が見られる。

b綾絡文のあるもの（4， 68～73）

4は口縁に小型の山形突起をもつ大型の深鉢形土器である。 P-54上の包含層からまとまって出土

した。口唇部に縄の刻みを持ち、器面には撚糸文風の縄文と綾絡文が施されている。内面には炭化物

が付着する。 68．69は口唇に刻みをもつ口縁部である。 68はP-49-1(図II-11) と同一個体でその

周辺から出土した。 70は縄の二箇所に結節を持つ原体で施文されている。 71は緩やかな山形隆起を持

つ口縁部である三列の綾絡文と撚糸文風の縄文が施されている。 72は胴部から底部にかけてである。

器面には関山式などに見られる二本の条を束ね緩い結節を作る原体による綾絡文と撚糸文風の羽状縄

文、その同一原体を使った短縄文が施されている。 73はa 66-29を中心とするその周辺で台地縁辺

から投げ捨てられたような状態で出土した。胴部がくの字形に曲がる (739)深鉢形の土器である。

文様は細い条を主体にしたもので口縁付近には9本以上の絡条体圧痕文、胴部には撚糸文風の羽状縄

文と綾絡文が施されている。胎土は硬く内面には炭化物が付着している。

c撚糸文風の縄文のあるもの（74～84）

77．78は小型の深鉢形土器か鉢形土器で、それ以外は中～大型の深鉢形土器である。 74～83は羽状

施文である。 75には撚糸文と思われる細い条と太い条が使われている。 76．79．80は口唇に縄の刻み

が施されている。 81はRL自縄自巻原体の撚りが戻っている。 84はa-66-58からまとまって出土し

た円筒状の深鉢形土器である。緩い山形隆起を持つ口縁で器壁は比較的厚い。器面にはLR自縄自巻

原体による縄文と無文帯とで構成された文様が見られる。小円礫を含む軟質な胎土で、触った指がす

べすべする独特の感触がある。滑石もしくは蛇文石が混入されていると思われる。不自然に細片状態

で出土していることから意図的に砕いた可能性がある。

。短縄文や縄端による圧痕のあるもの（85～96）

85は口唇と口縁直下に縄端の刺突が、器面には撚糸文風の縄文で菱形を構成する文様が施されてい

る。 86は口縁直下と底部の周辺に縄の折り返し部でループ状の文様を押捺した文様帯を持ち、器面に

は撚糸文風の羽状縄文が施されている。 87は口縁直下に86同様のループ状の文様帯を持ち、器面には

密な撚糸文もしくは撚糸文風の縄文が施される。 88．89は口唇と口縁直下、 91～93は口縁直下、 90･

95は口縁直下と胴部、 94は底部周辺に自縄自巻原体の短縄文が施されている。 90は短縄文と共に三本

の縄線文と撚糸文風の縄文が施される。 95はa-67 41からまとまったで出土した深鉢形土器である。

山形隆起のある口縁の直下と胴部に自縄自巻原体による短縄文が巡らされ、地文は撚糸文風の羽状縄

文である。胎土には砂粒と繊維が混入される。 96はa-66-15･25からまとまって出土した深鉢形土

器である。地文には撚糸文風の羽状縄文が施され口縁には三本の縄線文、胴部には自縄自巻原体の短

縄文とループ状の縄の押捺による文様帯が巡る。胎土には胎土には砂粒と繊維が混入される。
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II 美々7遺跡の調査

2 3

0 c、

図II-16土器(1)

f~ 2本の条が並列する撚糸文もしくは縄文のあるもの（97～105)

条が2本並列するもので撚糸文と自縄自巻縄文とがあるようだが識別は困難である。条の細いもの

や太いものが見られる。 97は細い条の撚糸文と太い条の撚糸文風の縄文で羽状を構成する。 98は口縁

直下に自縄自巻原体の短縄文が巡らされ、その下の器面には同原体を含む羽状縄文が施される。胎土

には繊維と多量の砂粒が混入される。 100は1本の縄線文を伴う。 これらには、自縄自巻原体の押捺

が見られる104と同一個体の可能性がある。 101には条の細いものとループ状の縄の押捺を施している。

g.その他(106～109)

106は縄線文風の自縄自巻縄文を、 107は表裏で太さの異なる自縄自巻の縄文を施している。 108は

口縁直下に自縄自巻原体の押捺と2本の縄線文が施される。 109は器面に太い条の縄文が施され、口

縁には同原体の押捺がなされる。h.底部(110～113)土器の数量に対して底部は少ない。 110は底に

丸みのある小径のもので底面に撚糸文風の縄文が見られる。 111には貫通孔が4個見られる。 112は径

の小さな、 113は比較的径の大きな底部である。

i無文のもの（3．114）

3は口縁に小さな山形隆起を持つ無文で小型の鉢形土器である。 114はa-66-14．24からまとまつ
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3 11黒層出土の遺物

たで出土した無文の深鉢形土器である。器壁は厚く器面には製作時の凹凸と細かな縦の擦痕が見られ

る。繊維と砂粒が混じる硬い胎土である。胎土と出土状況からIb-4とした。

II群a類(122)

122が単独で出土した。器壁の厚い口縁で胎土中には砂粒と繊維を多く含む。

Ⅳ群c類（123）

a 66-55でまとまって出土した鉢型土器のものと思われる底部である。器面には0段多条の細か

い斜行縄文が施されている。胎土には砂粒が多く混入する。

魚骨文のあるもの(115～121)

全て小破片で出土した。魚骨を回転押捺したもので、 Ib2のものが多い。

（2）石器（図II-23～29．図版II 19～22)

2,888点が出土した。剥片石器363点。フレイク類2,353点、礫石器121点、礫類51点である。剥片石

器は石鑛(117点）が多く、 これ以外ではつまみ付ナイフ (69点)U・Rフレイク (90点）などが多

い。礫石器ではすり石（33点)、砥石（39点） 力§比較的多い。主体となるのは縄文時代早期末東釧路

Ⅳ式期のものと考えられる。

石鰄(1～47)

117点のうち柳葉形のもの13点（破損3点)、五角形のもの51点（破損33点)、無茎のもの29点（破損

15点)、有形のものが7点（破損1点)、不明が17点である。

1～9は柳葉形のもので、 2．3の基部には扶りが見られる。 7．8には主剥離面が9には礫面が残る。

10～22は五角形のもので、 10～15は小型縦長で基部に挟りがなされるものが多い。 16～18は横幅が広

く19～22は一回り大型になる。 23～25は形態がやや異なるが五角形のものに属すると考えられる。 26

～39は無茎のもので所謂“三角鍼”である。 26～35は平基27～39は凹基である。 40～45は有茎のも

のである。 46は大型の五角形のもので頁岩製、 47は無茎の円基のものである。

ポイント （48．49）

7点出土したが細かい破損品が多い。 48は大型のポイントの先端部である。 49は肉厚で礫面を残し

ており未成品かもしれない。

ドlﾉル(50～56)

50は棒状のもの、 51～54は薄い剥片に加工を施したもの、 55･56は厚みのある剥片に加工を施した

ものである。 50～53．55は黒曜石製、 54．56は頁岩製である。 55は尖頭部の反対側にエンドスクレイ

パー状の加工がなされている。 56は大型で作りが粗雑である。

つまみ付ナイフ（57～101)

57～59は両面加工のもので黒曜石製である。 60～86はつまみ部と表面全部と裏面の側縁に加工を施

すもので、 87～100はつまみ部と表面にだけ加工を施している。 これらは頁岩製である。 90～93は大

型のものである。つまみ部分が大きく意図して大型に製作されたと考えられる。破片の接合する確率

が高く、比較的古い時期のものの可能性がある。 84．85はつまみ部の加工が少なく挟り込みがない。

86は幅が狭く右側の刃部が内側に緩く弧を描いている。 87は薄い剥片を使った小型のものである。

101はつまみ部分以外が無加工で、未成品の可能性がある。

スクレイパー(102～139)

102～123はエンドスクレイパーである。 102～105は黒曜石製で両面加工のもの、 106～111は表面と

裏面の側縁に加工のあるもの、 112～123は表面にだけ加工を施すものである。 106～111は頁岩や珪質
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II 美々7遺跡の調査
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II 美々7遺跡の調査

頁岩類を素材とするものが多く、 112～123は黒曜石製のものが多い。 107･111～113の下端部には光

沢が見られる。 114～123は刃部に刃潰れを有する。 114･ 115は加工度が比較的高い。 124･125は頁岩

や珪質頁岩類の厚い剥片の側縁に緩く弧を描く刃部を作出している。 126～133は頁岩や珪質頁岩の剥

片に刃部を作出するスクレイパーである。 134～139は扶入石器である。黒曜石製の小剥片の両側縁も

しくは片側縁に挟り込みの加工を施したもので、加工部分は刃潰れを伴う場合が多い。 137．139は分

銅形の形状を意図したと考えられる。

模形石器（140～142）

140～142は縦長の模形石器である。

石核（143.144）

143．144は原石面を残す石核である。

石斧（145～151)

145．147．149は蛇紋岩製のもので縄文時代早期末に伴う。 147には刃部に摩滅がみられる。 146．

148･150は緑色泥岩製である。 151は火山岩製の小型のもので磨きはほとんど見られないが刃部には

刃潰れが見られる。

たたき石（152～154）

152は擦り切り痕のある縦長の緑色泥岩をたたき石として使用している。 153は腹面に敲打による窪

みを有し側縁部をすり石としても利用している。

すり石(155～161)

155～157は断面が三角のものでいずれも破損している。 157は破損品を接合復元したもので破片は

三つのグリッドに散らばって出土した。 158～160は細長い扁平礫の側縁を擦っている。 161は円礫の

側縁をすり石として。覆面を砥石として使っている。

砥石（162～166)

小型の砂岩質のものが多い。 164は表裏に166は表面に窪みが見られる。 166は安山岩製である。

その他の礫石器(167～170)

167は楕円礫の両側縁を打ち欠いた石錘と考えられる。 168は側縁を打ち欠いて刃部を作出した礫器

で、 169は表裏面を磨いて側縁をを叩いている。 168･169は蛇紋岩製で縄文時代早期末の石斧の未成

品かも知れない。 170は表裏面に擦った痕が見られるもので、石材は赤色の物質が付着する節理面を

持つトラカイト斑岩の一種である。P-55で出土した礫と同一母材である。

（3） 土製品・石製品(171～175)

171は土製円盤の未成品である。羽状縄文の施されたI群b2類の胴部を使っている。中央部には

未貫通である。 172は単独で出土した蒻翠製の玉である。 173～175は同一の蛇紋岩の石斧片に加工を

施したミニチュア石斧様の石製品である。縄文時代早期末に伴うと考えられる。
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II 美々7遺跡の調査

4 まとめ

今回の調査では昨年度同様に縄文時代早期末を主体とする遺構・遺物が見つかった。美沢川流域の

過去の調査では、台地上には縄文時代早期末東釧路1V式期の遺構がほとんど見られず、大量の遺物か

らなる“環状の分布” （高橋・越田1984）だけがあると理解されてきた。 ここ2ヵ年度の調査では、

遺物の“環状の分布”以外にも住居跡・墓塘。焼土等が存在することが判明した。住居跡に関連する

遺構と土壌群とは同じ東釧路1V式(I群b-4類）期であるが、作られた時間が前後すると考えられ

る。遺物はI群b-2類とI群b 4群の土器が多数出土し、後者は“環状の分布”を構成する一部分

である。 ここではこれらの出土状況と分布を中心に気がついた点を述べる。 また、本遺跡の調査は今

回ですべて終了したので、過去に調査したものも含めて縄文時代早期末の遺構と遺物について若干の

まとめを行う。

（1） 遺構

住居跡（図II-2)

昨年度も含めて台地部分には4軒の住居跡が検出され(H-1～4)、 P 34．P-54もその形状

等から住居跡の可能性が考えられる。 これらは舌状に伸びる台地の縁辺に沿って作られており、床

面・覆土からは条の太い縄文や二本の条が並列する撚糸文もしくは縄文・短縄文・縄端の押捺が施さ

れるI群b-4類（東釧路1V式）土器が出土している。 これらはb-4類の中でも比較的新しいタイプ

のもので、各住居跡の時期はこれと同じと考えられる。

また、土壌群との新旧関係は住居跡と考えられるP-34がP 37を切っていることから、住居跡の

方が新しいと思われる （図11 30)。 このことは、土曠群にb 4類の綾絡文の見られる比較的古いタ

イプの土器が伴うこととも矛盾しない。 “環状の分布”との新旧はどちらもb-4類の比較的新しいタ

イプの土器を伴っており判別しがたい。

土曠群（図11-30･31)

今回の調査で土曠群の全体が明らかになった。ほとんどが墓と考えられる。前年度に墓の推移につ

いて述べたが、今回見つかったP 43．49･50は1段階、 P-45･53は2もしくは3段階のものと思

われる。

a)土曠群の構成について（図II-31)

昨年調査したP-34は住居跡と考えられ、 これを除外して副葬品・圧のかけられた埋め戻しの覆

土・重複関係からの再検討を行った結果、二つの土塘墓が一組となるグループ五個が有ることが解か

つた（図II 31)。各グループは対になる墓が北西一南東方向の隣接するかやや重複する位置に作ら

れており、五個のグループの配置からは足形付土製品の埋納されたP-37とP-43のグループを中心

とした構造が伺える。

五個のグループの墓は全被葬者が同一の集団に属していることをあらわし、対になる墓はこの集団

の中でも両被葬者の特に密な関係をあらわしていると推定される。足形付土製品の埋納された墓は、

配置や規模や副葬品に他のものと差異が見られ、被葬者はこの集団の中でも特別な扱いがなされてい

たと思われる。以上のことから土曠群は特殊な構造を有する縄文時代早期末の墓と考えられる。

b)埋葬方法について

P-43覆土の脂肪酸分析の結果、曠底部分の分析値が再葬墓のそれと類似しているとの所見が得ら

れた(付篇l)｡P 43の覆土は埋め戻しの際に踏み締める等の圧力を加えたと考えられる非常に硬い

’

もので、この特徴は、P-35．37．38などの覆土にも見られ､土層断面には遺体の腐敗に伴う陥没が見

られない。また、 P-37･43で出土した足形付土製品は破損面が摩減していることから、作られてか

－46－
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4 まとめ

ら埋納されるまでにある程度の時間があったと考えられる。以上のことから一部の土塘墓は“再葬

墓”であると推定される。 このことは脂肪酸分析の所見とも予盾しない。縄文時代早期末東釧路1V式

期には所謂“二次埋葬”が行われていた可能性がある。

一方、美沢3遺跡（昭和63年度）の足形付土製品の埋納された土壌の脂肪酸分析では、直接人体を

埋葬したデータが出されており、同じ時期で同類の土製品が出土しても埋葬方法が異なると思われる。

（2）遺物

土器（図II-32)

I群b 2類はa-66-59、 a-67-50～53の地区で大量に出土する （図II-35 b)｡ b 2類が

最も多いa-66 59から出土した遺物のすべてを表II-10に示した。 a-67-51のそれ（表II-11)

と比較して石器類の占める割合が低く、 b-2類は土器だけで廃棄された可能性がある。

今回の調査では、条が交互に異なる“異条縄文”または“綾杉状縄文”と称される特殊な縄文の見

られる土器が三個体出土した（9 ．19．20)。図II-32はその観察模式図である。 9と20のAは撚り

の異なる一段の縄4本を合わせ撚りしたもので、 19のBは撚りの異なる一段の縄2本を合わせ撚りし

a・美々7遺跡の遺構と地形

A2

b~ 1群b-2類土器の分布密度図
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Ⅱ美々7遺跡の調査

たものと思われる。 これらは文様構成。器形・胎土などがb-2類と共通する。

I群b 4類には微隆起線文や綾絡文の古い段階のものと、条の太い縄文や2本の条が並列する撚

糸文もしくは縄文の施される新しい段階のものとが見られ、主体となるのは新しい段階のもので標高

21～22mの台地縁辺の斜面と調査区南端から南西端の斜面に集中する。前者は住居跡との関連が深く、

後者はこの時期に見られる遺物の“環状の分布”を構成する一部と考えられる。

石器（図II-34-f～1)

石嫉は無茎のものがI群b-4類の分布と重なる。 b-4類の新しい段階のものが集中したa-67-

51では無茎のものが6点と多い。五角形の石鍼は従来b-4類に伴うとされていたが、今回は、無茎

のものと比較して土器の分布とうまく重ならず分布状況が異なると思われる。つまみ付ナイフやスク

レイパーなどの剥片石器とフレイクもb 4類の分布とよく重なる。たたき石・すり石・台石などの

礫石器と礫は絶対量が少なく不明瞭であるが比較的重なるようである。以上のことから、柳葉形と五

角形の石鑛を除く石器類のほとんどがb-4類の新しい段階に伴って廃棄されたと考えられる。

b・五角形石鍼の分布

A2

a､柳葉形石雛の分布
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4 まとめ

（3）縄文時代早期末の美々7遺跡（図1I-35･36)

遺構川岸に近い標高14m以下の斜面から低位平坦面にかけてと標高約22mの台地上から縁辺の斜

面にかけての二箇所からI群b-4類の住居跡・墓塘・土壌・焼土等が発見されている （図II-35-

a)。住居跡は両方とも比較的新しい段階の時期と考えられる。台地の土曠群はそれよりも古い。

遺物 I群b-1類～b-4類が出土しており主体はb-2類とb-4類である。 b 1類は量的には

非常に少なくb 1類とb 2類は舌状台地付近で台地平坦面を取り巻く様に分布する （図II-35

b)｡ b 3類は斜面から低位平坦面にかけてと台地周辺の斜面の緩やかな小咄出部に集中する。全体

的に遺物数は少ないが、後述するb-4類の分布状態と類似する （図II-35-c)｡ b-4類は遺構が

集中する二箇所で大量に出土しており、環状の分布が見られる台地上から下方へ向かう緩やかな谷地

形に沿った斜面でも濃く分布している。 （図II 35 d)

石鑛で柳葉形と五角形の分布はb-4類のそれとそれほど変化なく、特に五角形のものは斜面から

低位平坦面にかけての住居跡周辺に明瞭な分布を持つ。しかし、台地上から下方に向かう斜面にかけ

ては広散する傾向が見られる。 これとは逆に無苦茎の石鍍は斜面から低位平坦面の住居跡付近で少な

く台地周辺と斜面で明瞭な分布を示している （図II-36)

早期末から前期への推移

I群b 1類とI群b 2類の時期は主に舌状台地とその周辺で活動している。遺構は見られないが、

b-2類の時期は大量の土器を廃棄しており活動は盛んであった。 I群b 3類の時期は遺構が見られ

ず遺物量も少ない。斜面から低位平坦面にかけての住居跡周辺と舌状台地とその周辺で活動している。

この時期には柳葉形の石鍼が使用されていた。 I群b-4類の時期は活動が盛んである。台地上に墓

墳群が作られそのしばらくは後に台地縁辺と標高14mの斜面から低位平坦面にかけてに住居跡が作ら

れる。台地上の環状の遺物分布と斜面の遺物分布もこの頃と考えられるが、 これらの新旧は不明であ

る。 この時期には石鍍の形態が五角形から無茎に変化している。

縄文時代前期のII群a-1類期は標高14mの斜面から低位平坦面にかけて住居が作られる。台地上

には遺構も土器の廃棄も見られず活動は低調になる。 （皆川洋一）
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I1 美々7遺跡の調査

表11-4 11黒層出土遺物一覧
数量名 称数量称

１

２

３

４

１

名
一
一

一

Ｃ
文
文

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

骨

明

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅳ

無

魚

不

３

２

１

２

０

３

３

９

３

１

２

１

９

６

２

２

３

３

５

８

４

Ｌ

模形石器

石核

フレイク類（黒曜石）

フレイク類（頁岩類）

石斧

たたき石

すり石

砥石

台石

石錘

礫器

礫・礫片

土器 ２

４

７

３

１

９

０

７

８

２

０

３

９

２

５

４

１

３

１

１

１

２

３

三_L

同I 5,991

石器 ７

３

７

８

９

４

１

０

９

１

６

２

３

９

１石錐

石鎌未製品

ポイント

ドリル

つまみ付ナイフ

エンドスクレイパー

スクレイパー

U ・Rフレイク

扶入石器

計
一
一
計

一計

８

１

１

３

８８２

土製品 土製円板

石製品

8，883総計

表II-5 遺構出土遺物一覧
数量数量 称嚢称楽

１

６

３

２

１

３

２

扶入石器

フレイク類（黒曜石）

フレイク類（頁岩類）

すり石

砥石

礫・礫片

１

６

８

２

３

２

３

３

１

２

４

’

’

一

文

明

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

Ｉ

ｌ

無

不

土器

計 370

８

２

２

０

４

２
４

計

一
計

１

３

４

４

石鑑

つまみ付ナイフ

スクレイパー

U ・Rフレイク

石器

’
土製品 足形付土製品

総計

表II-6 遺構別出土遺物一覧
量
蛎
０
０
０

０
０
０
３
３
０
０
０
０
０
０

数
一
羅
一
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
－
１
ｌ
１
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
２
－
２
ｌ
３
ｌ
３

名称名称
数
一
濁

量
扉

類分遺構番号類名称 分遺構番号

フレイク （黒曜石）

Ib－4

石錐

Ib－4

1b 4

フレイク （黒曜石）

Ib－2

識
計
鋳
計
確
計
鋳
計
鋳
計
謡
計
鐸
計

P－47０

０

０

１

２

１

Ib－2

1b 4

不明

土器H－l

P－48

計

石器

０

０~

４

１U･Rフレイク （黒曜石）

フレイク （黒曜石）

フレイク （頁岩）

１

１

０

０ P 49

〕 0三J

面I

P－50１

０

８

２

１

１

４

１

０

０

０

０

０

上器 １

２

４

~~~
ｂ
ｂ
ｂ
文
明

Ｉ

Ｉ

Ｉ

無

不

H－3

P 52
1戸n

lO色計 ０
’

U・Rフレイク （頁岩）

フレイク （黒曜石）

すり石

１

５

１

０

０

０

U・Rフレイク （黒曜石）

扶入石器

フレイク （黒曜石）

すり石

石器０

０

０

０

１

１

１

１

１

石器

７ 0計

計
１

３
１

０

０

２

４
~~
ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

土器P 5414 1 0

１

０
１

０

１
２

十器 ２

４
~~
ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

H－4
Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

皿
一
皿
一
皿
－
１
ｌ
１
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
２
ｌ
２

計

土器 Ib－4

計

石器 礫片

計

土器 Ib－2

計

石器 フレイク （黒曜石）

計

D 厘厘
入 JJ21 11計

２

０

０

０

０

０

２

１

１

２

１

１

石器 スクレイパー

U・Rフレイク （黒曜石）

フレイク （黒曜石）

フレイク （頁岩）

砥石

礫片

TP－ 4

０
’
０
’

F－1

8 2計
３

６

１

０

０

０

土器 Ib－2

1b－4

不明

F 4つまみ付ナイフ

フレイク （黒曜石）

０

１

石器P 43

0

3

2

？
＝

0

0

計

土製品
三L

同’

'一雑 零
P－46

ｌ
ｌ
０

０
ｌ
１
ｌ
１

０
’
０

、

２
｜
ワ

足形付土製品

礫片 庫 フレイク （黒曜石）

0
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l まとめ

表II-7 遺構掲載遺物一覧
長さ(cm)×幅(c､）
×厚さ(cI'')×重さ(9)

長さ(cm)×幅(cm)
×厚さ(cm)×重さ(9)

石材
発掘区 名 称図番号 発掘区発掘陸 儒石材 ｜ l曽 ’

層 名 称図番号

略

灯

肥

凹

刈

馴

１

２

３

３

４

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

１

２

１

２

１

２

１

２

３

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

~~

~~

~~

~

~~

~~

~

~
~
~
~
~
~

~~

~
~
~
~

~

~

６

７

７

７

７

７

叫

加

皿

加

皿

ｕ

ｎ

ｎ

ｕ

ｕ

ｎ

ｎ

ｕ

ｎ

ｕ

ｕ

吃

吃

哩

哩

Ｂ

昭

肥

昭

喝

皿

皿

皿

皿

ｕ

ｕ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ｕ

輝

岩

罰

砂

″
”
詮
〃
一
種
〃
詮
一
団
〃
〃
”
〃
〃
唖
〃
〃
”
澤
〃

弓

Ｐ

－

Ｊ
ｐ
、

イ

ー

○

ノ

″
妙
吋
〃

水

ク

エ

ス

３
４

″

″

″

″

″

″

ｌＰ ３
４

″

″

″

″

″

″

ｌＰ

錘
〃
〃
〃
〃

錘
〃
〃
〃
〃

２

４

４

４

１

２

’

’

一

一

ノ

ノ

Ｊ

ｑ

Ｄ

ｂ

ｂ

寸

、

ｂ

‐

Ｄ

ノ

ノ

ノ

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

H－1

〃

１

２

３

１

２

３

５

６

７

８

９

加

皿

皿

過

皿

妬

陥

Ⅳ

肥

珀

測

虹

配

瀦

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

ｍ

肋

止

哩

哩

皿

鴫

一

一一

一一

一一

一

一一

一

一
一
一

一
一
一
一

一
一
一

一
弐
訓
訓
炉
佳
匪
除

３

３

３

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６
６

６

６

轆
誰

2．92×3．3×11×7．6

3．6×3．1×0．61×7．9

4．9×2~9×0.7×7.6

(3.6)x7.16xl5x(35.8)

6.5×5．6×l×44．5

H－3

ノノ

ノノ

~一山石
森
砂砥石

足形付士製品

〃

つまみ付ﾅイフ

ノノ

″

″

″

″

頁岩
〃
ず′

〃

5.9×3．05×1．1×11．5

5．43×3．2()×0.7×10.8

8.54×3.15×1.25×11．8

″

″

″

″

ノノ

ノノ

P－49

ノノ

ノノ

P－49

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

Ib－4〃

Ib 4

〃

ノノ

″

″

″

″

″

″〃〃

ノノ

ノノ

Ib－4

ノノ

ノノ

P－50

ノノ

ノノ

ノノ

P－50

ノノ

ノノ

″

″

″

″

″

″

″ ″

″

″

″

″

″ ノノ

Ib－4

石嫉

スクレィパー

すり石

Ib－4

ノノ 無文

〃 〃

覆土扶入石器

ノノ すり石

床面 Ib－2

" Ib－4

ノノ ノノ

覆土 ノノ

床面 ノノ

覆土 ノノ

床面 ノノ

ノノ ノノ

覆土 ノノ

ノノ 〃

ノノ 〃

ノノ 〃

ノノ ノノ

床面 ノノ

ノノ ノノ

ノノ ノノ

〃 〃

〃

覆土

ノノ

床面

〃

覆土

床面

覆土

床面

ノノ

覆土

ノノ

ノノ

床面

ノノ

P－48

〃

P－52

〃

P－54

ノノ

P－55

P－48

〃

P－52

〃

P－54

ノノ

P－55

》
諾
酷

(1.5)×0.85×0．2×(0.2）

4.1×4．69×1．5×21．0

5．3×7．7×1．7×119.8

土

″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
覆

2.10×1.29×0．49×1．1

7．58×6．60×1．32×51.(）

３

４

｜

″

″

″

Ｈ

Ｈ

Ib－4

ノノ

砥石

I b－2

ノノ

〃

J』

斑岩1() .28×8．76×9．04×1006P－55

rP－4

〃

P－55

rP－4

〃

″

″

ﾉノ

ﾉノノノ

ノノ

F－4

〃

ノノ

ノノ

F－4

〃

レレ
ノ’

″

″ ２

４~~
ｂ

ｂ

〃

１

１

叩

″

″

〃

ノノ
〃

ﾉノ ~

「一旬

aj－



II 美々7遺跡の調査

表II-8 11黒層出土掲載土器一覧

’ 発掘区図番号 名 称 発掘区 層位 図番号 名 称 層位

２

４

″

ｂ

ｂ

ｌ

１

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ａ

ｂ

Ｃ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

Ｃ

ａ

ｂ

Ｃ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｅ

戸

ｔ

ｇ

ｈ

ｉ

・

ｊ

ｋ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｅ

Ｐ

Ｉ

ｇ

ｈ

ｉ

・

Ｊ

ｋ

ｌ

ｍ

ｎ

Ｏ

ｐ

ｑ

ａ

ｂ

Ｃ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ｌ

２

３

４

５

ノ

ノ

ノ

６

ノ

ｊ

７

Ｊ

８

ｊ

９

〃

″

Ｍ

″

〃

Ⅱ

″

″

〃

蝿

昭

叫

晦

賄

Ⅳ

聡

四

〃

″

〃

岨

″

″

″

〃

″

″

別

″

〃

″

″

〃

″

〃

〃

″

〃

″

〃

″

″

″

″

虹

″

″

蛇

〃

羽

″

劉

妬

泌

酊

１

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

６

７

１

１

８

１

１

１

１

１

１１

１５

，

／

臼

●

《

』

Ｕ

勺

Ｉ

工

５

０

９

３

Ｆ

‐

「

』

●

■

申

９

９

９

０

４

３

５

５

５

２

９

１

１

２

９

９

２

３

３

２

１

９

９

９

９

６

５

４

１

２

９

０

９

５

５

３

３

４

１

１

１

１

３

５

１

１

５

５

５

５

０

３

９

９

４

２

５

４

５

５

４

２

２

５

５

５

２

５

~~~６６６７６６６６６罪６乱罪子罪６６ケ９６６４罪罪ケ６６か６６６罪子サチ６

も
も
も
も
も
名
６
も
も
も
も
毛
師
も
も
も
も
も
も
師
も
奄
も
も
も
も
も
も
も
も
も
も
も
も
で
も

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｈ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

証

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

け

ａ

ａ

Ｈ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

IIB ７

０

３

３

２

３

８

５

５

０

１

５

４

５

~
~
~
６
７
６
６
７
６
６

６

６

６

６

６

６

６

~

~

~

~

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ノノ

I b 2

〃

″

咽

″Ib－1

’
″

″

″

″

″

″

９

７

８

１

９

５

５

５

５

５

~
６
６
６
７
６

６

６

６

６

６

~~ａａａａ″ａ

″

″

″

″

″

″

″

〃

ﾉノ

〃

I b－2 ″

″

″

″

７

０

１

５

●

■

７

７

１

９

０

８

９

１

７

０

８

９

１

４

１

２

０

１

５

５

４

５

５

５

５

３

５

５

５

２

５

１

~~

~

~

~

~

~

~

６

６

７

６

７

６

６

７

６

７

６

６

７

６

７

７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~~

~
~
~
~
~
ａ
″
ａ
ａ
ａ
ａ
″
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

〃

唖
皿
″
″
〃
〃

〃

″

″

り

り

〃

″

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

Ib－2

４

２

４

８

１

２

９

６

３

７

１

５

２

５

５

５

５

４

３

１

~
~
~
~
６
７
６
６
７
７
６
６
６
６

６

６

６

６
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4 まとめ

I曽位発掘区 層位 発掘区図番号 名 称 図番号 名 材

１

，

§

ｌ

・

ｊ

ｋ

ａ

ｂ

Ｊ

ワ

Ｊ

ノ

ノ

４

５

６

局

ｊ

ハ

５

９

０

１

ワ

』

３

４

ノ

ノ

７

ノ

ノ

７

７

７

７

７

Ｒ

ｊ

８

８

８

８

８

ノ

ー２１

９２

●

９

０

０

０

９

６

９

３

３

０

２

２

２

２

０

５

３

１

１

３

~
~
６
７
７
７
６
６
６
６
６
７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~
~
~
~
~
~
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

３３

口

６

６

２

２

●

●

〈

ｂ

５

声

ｏ

５

勺

１

１

‐

４

イ

ー

制

１

ワ

今

２

５

こ

り

二

○

●

①

●

●

●

●

●

１

↑

Ｄ

５

－

Ｄ

Ｆ

Ｄ

．

４

１

７

１

ワ

〕

３

１

８

局

ｊ

２

１

（

ｂ

７

８

３

《

０

５

９

７

３

４

４

－

り

ｑ

平

司

ｊ

８

０

４

１

１

０

１

１

５

．

４

４

４

５

５

２

０

３

．

４

〈

Ｕ

Ｏ

，

〕

５

－

０

４

３

２

１

１

，

】

４

２

４

１

０

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

７

６

６

６

６

〈

ｂ

戸

ｊ

６

６

芦

１

６

７

６

６

（

７

７

６

６

６

６

７

６

６

〈

ｂ

〈

ｂ

〔

ｂ

６

《

ｂ

６

６

６

７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６
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６
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、

１

２
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６

句
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０

１
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３

‐

４

ｊ

５

６

７

（

Ｈ

９

０

〉

１

ワ

』

３

Ｊ

ｊ

９

Ｊ

ノ

ノ

ｊ

９

９

９

０

ノ

ノ

０

０

０

０

０

０

０

ハ

Ｕ

Ｏ

１

宅

１

１

割

１

一

ｌ

Ｊ

１

Ｌ

「

１

勺

１

１

勺
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２
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２
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砦

ノ

ー

１

１

１
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ノ
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司
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I1 美々7遺跡の調査

表11-9 11黒層出土掲載石器一覧
石材

弐
八
Ｊ

重
値

大きさ(c､）
長さ×幅×厚さ

璽さ
（9）

大きさ （[､）
長さx幅x厚さ

裡
川

痴
靭

Ｆ
１
Ⅱ発掘区名 弱

宗 辛L

ロ側 図番号層位発掘区名 利図番号

１

１

１

８

７

０

８

２

３

０

４

５

８

０

０

~
~
~
~
~
~
~
~

８

咽

遡

陥

噛

訓

泌

加

劃

９

９

８

１

Ｉ

く

m 67 5& 118'
3 66-43 I1B－2

a"67 51 11B-l

a 66 53 11B 1

a 66- l6 IIB-2

a 67 20 IIB 3

a 66 44 ， 45 ⅡB 3

a･66 29 11B－1．3

a 6655 11B-1.3

a 67 31 IIB l

a-67 51 11B一］

a 66 l9 11B 3

a 67 31 ⅡB－l

a ･67-lO lIB-3

a 67-22 ⅡB

a 66-07 IIB

a 66 23 IIB

a 66 08 11B l

a-67-01 11B-2

a 66 28 I1B 2

a 66-28 IIB上面

a 67 20 IIB-2

3 67-lO IIB 3

a 67 32 11B l

a-66-33 IIB-4

a 66 24 ⅡB 3

a 66 I4 11B

a-66-43 I1B-6

a-67-l2 ⅡB－4

a･66曇49 ⅡB-5

a-66 I)9 ［IB-4

a-66 29 IIB－3

a 67 51 I1B 2

a-67-50 11B－3

a 67 31 ⅡB

a-67. 20 ⅡB 2

a 66 03 11B-3

a-67 51 ｛IB-4

a 67 lO IIB 3

a 66 02 IiB

芯 66 28 11B－3

i1 .66 27 I1B 2

a－6750 I1B l

a-67 20 11B－l

a 66－35 11B-3

a 67 50 1IB－l

a 67 Iu ⅡB

a 67 ll IIB-l

a 67-51 I1B 3

a 66 55 IIB－5

a 67 22 ⅡB－l

a－66－46 ⅡB 4

曲 67 01 . 12 11B－2．4

a 66-(17 I1B 3

a 66 55 11B－l

a 67 50 11B－3

a ’67. 1)l IIB 4

a 67 31 I1B

n 67 20 IIB-l

n 66 55 I1B－5

a･66.24 ⅡB 2

a 66 07 11B 2

a 66 24 1IB

a 66 54 1IB 4

3 67 31 11B

a 66 25 IIB－7

a ･67-00 I1B 2

a 67-51 ⅡB 3

a 66 43 IIB上面

a"67-21 I1B 2

a 66 24 ⅡF 3

a 66 37 ⅡB-2

a 65-l7 ⅡB I

a 66 l6 IIB－3
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３

７

７

８

０

．

７

０

１

８

０

９

３

６

６

６

７

７

６

８

７

８

０

８

１

４

２

７

６

８

８

３

５

帥

冊

Ⅱ

刈

帥

判

測

刈

冊

別

帥

川

５

６

帥

帥

祁

帥

雌

Ⅲ

Ⅲ

帥

帥

刈

胴

乃

州

帥

別

河

川

帥

踊

帥

Ⅲ

川

乃

師

一

ｐ

測

訓

４

０

５

８

０

０

０

２

１

０

７

０

．

‐

１

↓

１

噛

匝

眼

二

、

叩

迅

ｎ

Ｕ

Ｅ

ｊ

ｉ

田

１

１

，

Ⅱ

牢

Ｅ

Ｊ

ｎ

リ

リ

白

、

〃

毎

Ｊ

目

甲

内

Ⅱ

〕

命

Ⅱ

￥

ｎ

Ｕ

ｈ

Ⅱ

〉

限

り

尺

Ⅱ

〕

内

Ⅱ

ｕ

り

ｊ

ｕ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

刈

ｌ

Ｘ

Ｘ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

Ｉ

ｕ

ｌ

１

０

仇

ｌ

Ｏ

Ｌ

Ｏ

ｌ

Ｌ

Ｌ

１

１

１

ｑ

ｌ

０

１

仇

ｌ

１

１

６

１

１

Ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

１

１

１

・

ｌ

ｌ

Ｘ

Ｌ

Ｌ

２

１

１

１

１

１

１

ｌ

１

１

１

１

ｉ

ｌ

ｌ

Ｌ

ｌ

７

｝

Ｌ

地

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

５

Ｘ

Ⅲ

㈹

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

叩

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

‐

《

リ

ハ

５

、

ｌ

ｌ

Ｕ

Ｆ

Ｊ

Ｆ

３

向

リ

◆

。

０

，

》

《

１

〔

リ

ハ

５

《

Ⅱ

ふ

り

ハ

リ

０

《

５

《

０

《

Ｉ

ｎ

Ｕ

ハ

リ

リ

』

一

Ｊ

↑

Ｊ

《

Ⅱ

０

‐

４

序

ｊ

（

３

内

Ｕ

《

サ

ハ

リ

小

』

（

０

０

唾

ハ

リ

〔

０

０

〕

ロ

４

《

リ

ハ

リ

Ｆ

Ｄ

〈

Ｕ

ｍ

ｂ

ハ

ｂ

Ｐ

０

代

り

《

０

戸

ｂ

・

０

【

０

ハ

リ

’

３

↑

３

ハ

リ

Ｐ

３

ハ

リ

‐

傘

Ｉ

１

０

《

０

《

１

Ｏ

分

り

Ｐ

０

”

０

Ｑ

邸

‐

↓

含

り

４

２

６

２

３

８

’

８

４

，

４

６

ハ

６

０

》

３

房

３

１

０

く

り

５

巡

廿

７

２

』

０

６

町

９

，

１

《

０

５

７

０

へ

５

８

．

４

麺

８

８

０

４

７

Ｑ

ｖ

４

．

２

３

７

３

７

芦

，

３

ハ

０

６

《

０

５

頁

Ｉ

３

４

４

８

１

３

３

０

９

９
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８

８
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ｊ

ｊ

Ｊ

６
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２

『

』

９

４

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

３

２

＆

乱

７

一

蹴

ａ

Ｘ

Ｘ

２

２

１

１

２

２

３

２

２

１

ソ

》

３

２

２

２

３

３

２

１

２

１

１

１

１

１

２

２

４

１

２

３

３

３

２

３

３

３

３

２

２

４

３

Ｘ

４

３

５

３

２

３

２

１

１

１

１

１

２

１

１

１

３

３

３

３

》

９

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

７

Ｘ

帥

帥

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

帥

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｌ

Ｑ

〉

貝

ゾ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｍ

Ｑ

Ｕ

ハ

』

１

１

頂

Ｍ

貝

』

ハ

Ⅱ

〉

《

Ⅱ

》

八

岬

迎

こ

り

孔

Ⅱ

唖

ｎ

ｕ

に

』

ｎ

Ｕ

凡

Ⅱ

》

伽

Ⅱ

皿

Ｒ

ｕ

侭

』

《

ｕ

ソ

ｑ

Ｊ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｗ

ハ

リ

〈

Ⅱ

〕

ワ

ー

？

』

Ｐ

ｈ

Ｕ

（

門

叩

Ｒ

ｕ

内

Ⅱ

〕

戸

「

〕

（

Ⅱ

い

〈

Ⅱ

畦

ｎ

叩

Ｐ

ｈ

ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

り

ハ

リ

ウ
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⑭

叩

０

咽

イ

リ

ｆ

ｌ

、

心

』

貝

』

Ｆ

３
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＃
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Ｐ
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4 まとめ

大きさ(c､）
長さ×幅×厚さ

大きさ （c､）
〈長さ×幅×厚さ

図器号 名 称 発掘区 ｢秤位 石材 図番号 層［ 石材重さ（R） 発掘地 里さ(9)昔 柳
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４

３

６

ト

３

３

り

〕
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７

４

１

１

~

~

~

~

~
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~

~

Ｂ

８

８

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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８
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９
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０

Ｊ

ハ

リ

１

句

過

’

４

Ｆ
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０
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Ｆ
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Ｆ
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Ｆ
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０
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０
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Ｔ
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表II-10 a-66-59グリッド出土遺物一覧

数量数量 名 称称名

土器 I b l

lb－2

1b 3

1b－4

無文

U・Rフレイク

フレイク （黒|雇石）

フレイク （頁岩）

石斧

砥石

礫

２

５

３

１

１

１

４

１

７

２

１

７

０

２

１

８

三」

同’ 848

計
‐

卜

錬

ンイ

テ
恒
池
ホ

器一
口 ２

１

56

総計 904

表II-11 a-67-51 グリッド出土遺物一覧

数量数量 称名名 称

模形石器

ブレイク

フレイク

石斧

すり石

礫

石製品

土器 １

０

６

３

２

１

１

７

７

４

１

１

２

３

４

~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

０

５

１

９

３

０

７

４

４

(黒曜石）

(頁岩）

計 Q1R
JLU

石鎌

つまみ付ナイフ

エンドスクレイパー

スクレイパー

U・Rフレイク

石器 ３

４

１

１

計 687

総計 1 .602
1，

1畠
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111美々8遺跡A地区の調査

1 概要

美々8遺跡は、美沢川左岸の標高約22mの台地とそれに続く斜面に位置する。 これまで7度（昭和

56･57･60．62･平成元． 2 ･ 3年度）調査が行われている。今年度の調査は、平成3年度調査区の

東側に隣接する部分(A地区） と東北側の平坦部分(B地区）の2ヶ所である。 ここではA地区につ

いて記載し、 B地区については次章で述べてある。A地区で調査対象となったのは、旧表土･ I ･ II

黒層で、各層より縄文時代早期から近・現代のものまでの遺物が出土した。

旧表土で検出された遺構は道跡1条、柱穴3本、溝1本、土壌7基である。土曠は駐留アメリカ軍

によるもので､、道跡、柱穴はその下層から発見された。道跡は昨年度の道跡-1に続くものである。

遺物には陶磁器・ガラス玉・釘・薬策・鉄製品・礫などがある。

I黒層で検出された遺構は竪穴住居跡3軒、墓1ヶ所、土曠5基、柱穴158ケ所、道跡5条、焼土

14ヶ所、集石8ヶ所、骨片集中1ヶ所である。 これまでの調査では竪穴住居跡を伴なわずに多量の擦

文時代の遺物だけが出土していた。その結果、特異な性格をもつ遺跡かもしれないと考えられてきた。

ところが今年度の調査によって、擦文時代前半には確実に竪穴住居跡が伴うことが判明した。竪穴住

居跡は調査区南側の洞れ沢で南北に並んで検出された。規模・形状は3.3～4mの隅丸方形である。

このうち2軒には東向きのカマドが付く。カマドをもつ住居跡は、美々8遺跡では初めての検出例で

ある。竪穴住居跡の数は昭和62年度発見のもの1軒を含め、 4軒となった。墓はIH-1竪穴住居跡

の覆土上に腐蝕した遺体とベンガラが認められた事から判明したものである。土曠は形状・覆土の状

態から墓墳の可能性があるものが2基確認できた。ほかにはI黒上面でヒグマの頭蓋骨が確認され、

それを除いたところ掘り込みが検出されたものもある。

柱穴は調査区北側の平坦部と南側斜面部の2ヶ所に分かれて集中している。道跡は新たに発見され

たのは1条のみで、その他のものは昨年度検出された道跡へ続くことが確認された。遺物の大半は擦

文土器でこれに伴う石器・礫・黒曜石の剥片・鉄製品・土製玉などが出土している。 このほかには擦

文土器前半のものに伴うと思われる内外面黒色土器がl個体出土している。

II黒層で検出された遺構は竪穴住居跡1軒、土曠5基、Tピット12基、剥片集中地点2ヶ所、道跡

2条である。住居跡はプランや出土した遺物からみて縄文時代早期のものとみられる。土曠には壁際

に5本のポイントが置かれた状態で出土しているものや塘底に杭跡のあるものがある。Tピットは1

基のみが小判形で杭跡をもち、そのほかは溝状である。分布からは新たに1つの列が確認された。 こ

れらTピットの構築時の掘り上げ土が9ヶ所確認されている。道跡4は昭和56年度と平成元年度に確

認された道跡の間を埋めるものである。

遺物のうち土器は縄文時代早期の東釧路1V式土器(Ib-4)が大半を占め、次いで後期末のものが

多い。石器は石鍼が多く、つまみ付ナイフ・ポイント ・スクレイパー。 ドリルがこれに次ぐ。石斧・

たたき石・石錘などの礫石器はごく少量である。 （佐藤和雄）

－59－



1H美々8遺跡A地区の調査

2 表土層の遺構とその遺物

表土層は、元文4 （1739)年降下のTa-a火山灰層の上面に形成された腐植土居で、紫色がかった暗

褐色の砂質土である。時期的には、江戸時代中期から近現代の遣構・遺物が、確認される層である。

本年度調査区では、南半部にあたる台地裾から斜面にかけて残存していた。そのため台地上では一枚

の薄層でのみ確認される層が、本年度は表土1と表土2に分層できた。表土lに近現代、表土2に江

戸時代中期から幕末にかけての時期が与えられる。

この表土層は、昭和56年度・平成元年度・ 3年度と三回にわたって調査されており、近現代の土

塘・溝や炭窯跡、 ｜日室藺街道関係の遣物、近世末の竪穴状遺構やビビ小休所（ミミ憩所）であろう建

物跡、台地上と美沢川を結ぶ道跡などが確認されている。本年度調査範囲は、ちょうどこのビピ小休

所跡と昨年度検出された道跡－1をつなぐ部分にあたり、道跡－1の延長部分となる南東に傾斜する

谷が、調査主体となった。

調査の結果、表土2層で、轍跡のある道跡－1の続きと、松浦武四郎『再航蝦夷日誌』 「ミミ憩所

船乗場之図」に見られるもう一軒の建物跡と推定される柱穴列を検出した。表土l層では、溝1本と

土堰7基を確認した。遺物は、道跡 1と表土1層の遺構を合わせて、陶磁器1点・礫12点・金属製

品33点が主なものである。道跡－1の内訳けは、表IⅡ－2に示した。

（1）溝－2 （図111-2 ･ 3、図版Ⅱ1－1-2 ･ 3)

昨年度検出された溝を溝－1とし、本年度のものを溝 2と呼称する。

盛土を除去し表土面を出した段階で、e-67-07北端から斜面を降りf-67-97束辺に到る溝と、

f-67-77南東角に一部を上からの攪乱で壊された溝が、谷を挟んで向かいあって確認できた。道跡一

1を調査した際この両者を繋ぐ位置にあった一筋の暗褐色土から溝の底面を確認し、両者が1本の

溝となることがわかった。

幅50～70cm、深さ30～40cmで、断面U字形を呈する。平面的には直線で、 e-67-07北端の斜面部で

やや南に折れる。昨年度検出された溝 1とほぼ同規模で、互いを直線的に延長すると、直交する位

置取りにある。 f-67-87西辺の段差部分には、溝 1と同様に一斗缶が埋設されている。 また南側に

は、二ヶ所にわたり溝に並列して、金網が検出された。段差部分に置かれた一斗缶は、水が流れた時

I
65

66

67

68

図III-1 美々8遺跡年度別調査区
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2 表土層の遺構とその遺物
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1I1 美々8遺跡A地区の調査
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2 表土層の遺構とその遺物

の溝底面の挟れ防止と思われる。あるいは台地上から降りてくる溝－1から連続して、全体に管が置

かれた排水溝なのかもしれない。金網は、直交する位置取りにある溝 1の存在ともども、溝が区画

の役割も持っていたことを示している。土壌とともに、アメリカ軍関係の施設遺構であろうか。

（2）土曠（図111 2 ･ 4 ． 5、表Ⅱ1-1)

台地端から斜面上部にかけて、 7基を検出した。昨年度のNo~に続けて、 P－7～13と呼称する。

平面形・断面形は、各個まちまちで、浅いものでI黒層、深いものではII黒層にまで掘り込みがあ

る。小型のP-8 ･10を除いて、長軸が等高線と平行になるようにつくられている。位置・平面形・

規模・遺物等は、表IⅡ－1に記載してある。

いずれの土塘も、朝鮮戦争当時に駐留したアメリカ軍が演習時に掘ったものと思われるが、中には

明治大正期に、付近の烏獣捕獲の際に待機場として掘られた穴があるかも知れない。

表Ⅱ1-1 表土1層土曠一覧

平側形 ｜ 騰認面 嫡艤卿 最大深
規 模 (m)遺構名 位置 確認面 遺物
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1I1 美々8遺跡A地区の調査

（3）道跡-1 ．柱穴列（図III-6～10、表Ⅲ－2 ． 4、図版111-2 ･ 3 ． 5)

道跡-1 表土層調査範囲のほとんどを占め、上端は昨年度に続くe-66-37～e-67-30から始まり、

下端はf-67-69～e-67-09で舟着場・ビビ小休所のある平成元年度分につながる。美沢川にむかう谷を、

Taa～Ta-c火山灰層を削り込んで構築しており、道路面はほぼ全域、 I黒層まで削平している。特

徴的なことは、中央部に二筋に分岐していることと、轍跡が検出されたことである。

この高低差をもつ二筋の分岐は、道路構築当初からのものではなかったと考えられる。当初は東側

の湾曲した道1本が、道路構築前からあったであろう谷筋のルートをそのまま幅広に削り込んだ道と

して造られた。次に、西側斜面を削った、高位置にある直線化した道が構築された。この前後関係は、

Ta-a～Ta-c層の削り込みと道路上の層堆積など、図III-9の全体層序で観察できる。そしてこれが、

同時機構築の前後関係でないことは、図III-7のa－a′ とb－b′や、図IⅡ 9の7E･ 11層とし

た轍跡埋土の表土2の介在関係からわかる。 また残存していた木根から、西側の削出された路側には、

土留めを兼ねた並木があったことが想像される。当初、東側1本だった道路は、後述するような馬や

車の交通量の増加から、中途から西側分岐道が造られ、両者を利用した幅広い斜面道路として機能し

ていたのであろう。

轍跡は、 1本の太さが7～15cm、深さ5～10cmで幾条か見られる。 90cm前後の幅をもつ2条ずつが

セツトのようにもみられるが、埋没時からの残存状況や、使用された荷車の車輪数や形態などによる

轍の混乱があるように思われる。ちなみに当時90cm前後の幅をもつ二輪車には、大坂のべか車や、江

戸の大八車などがあった1･ この道で荷車が使用されたであろうことは、松浦武四郎『再航蝦夷日

誌』 「チトセ運上屋之図」にある大八車のような絵（図版IⅡ 4－2）や、チトセ番屋の項の「車を

もてピピ迄運送する也｣、チトセよりピビに出立する項の「此処より荷物は皆馬に而送り、多き時は

車に而も送る也。此間秋味最中二は皆車馬ともに往来すると。其故番屋元二は馬も車も留有たる也｡」

という記載、 「西蝦夷日誌』の「秋過ぎる頃はイザリ ・ムイザリの鮭を牛馬車の三品にてビビに下る

道也」 という記載、 『夕張日誌』 「千歳川番屋の図」の荷車と馬の絵（図版IⅡ－4－3）などから2、

窺い知ることができる。幅広い平坦な道が造られたことは、当初から馬や車の導入が、計画されてい

たとも考えられる。少なくとも荷車は11層とした下層の轍の存在からして、構築当初から導入されて

いたものと思われる。

柱穴列f-6779に、柱穴が3本90cm間隔で、長さ180cm(一間）分検出された。断面では、掘り

方の中央に、径10～12cmの柱痕がみられ、掘立柱であったことがわかる。周辺も柱穴探査を行なった

が、調査範囲際であったために崩落や削平があり、他の柱穴は確認できなかった。

図III-6に示したように平成元年度の図と接続すると、 この柱穴列の北側と東側が、道幅と比較し

て大きく削り込まれて、広くスペースが造られているのがわかる。 これは同じく図III-6の左下端に

一部見える、平成元年度調査のビビ小休所（ミミ憩所）跡のありかた3と、酷似している。従ってこ

の柱穴列は、掘立柱の建物跡の一部であった可能性がある。図版IⅡ 4－1に示した、松浦武四郎

『再航蝦夷日誌』 「ミミ憩所船乗場之図」には、二軒の屋根が描かれており、左が平成元年度調査の

建物とすれば、右の屋根こそがこの掘立柱の建物跡だったのではないだろうか。

遺物出土位置は図IⅡ－8に示したように、南半部の道路面上や道路脇に集中している。

lは灰釉の唐津焼の甕で、 18世紀前半の所産であろう。小休所のものか輸送品の一部と思われ、底

部以外は、小片になり広い範囲から出土している。 4～22の釘等鉄製品や木材片は、建物や荷車の存

在を示すものだろう。 2 ． 3の火打石や23のキセルは通行者の残したものであろう。キセル吸口は、

銅製真鐡つなぎである。 1
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2 表土層の遺構とその遺物
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111 美々8遺跡A地区の調査

表Ⅱ1－2道跡－1出土遺物一覧

備考数 実測図番号(位置図とも対応）
占
い遺物名

唐津焼l個体70片 図Ⅲ－10 1甕

チャート ・珪岩2個火打石 ノノ 2．3

円・亜角 4～18cnl大11個礫

頭巻23本和釘 ノノ 4～19

幅広柱穴－2中占
いＪ１平鎚 ﾉノ 20

ラオの一部残存1点キセル吸口 ﾉノ 23

ピン状・鉄片・鍋片？3点その他鉄製品 〃 21．22

9点材片~
4ヵ所上物塊

▲：木材片

△:炭化物塊

22

＋ 十 十＋十

5m0 1

図Ⅱ1－7 道跡－1遺物出土位置図

1 a､8，50~ －回一一 b'9．10~a
~

－
４
－

一一

一与一寸| ,/／
柱穴 1 ､l,J>'

5

道跡－1 住穴列セクション

1 暗褐色上Ta 職混じり

2 Ta aと黒色土の互層

3 11音茶褐色砂土底|寸近水分多い

‘1 樽前a火山灰（Ta－a）

5 第1黒色土層( I黒)

道跡－1 住穴列平lumL肩部セクション

1 表土2 紫褐色

2 樽前a火'11灰（ 'ra－a ）

3 第0黒色土層(0黒)と噂前!〕火1 1｣灰（Ta-b）
C13‘50

4 第1黒色土層（ l黒）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

こ＝－－－－
5

ﾆﾃﾐﾆﾆﾐ廷=ご
一
一
一
二

一
一

道跡－1 中央部段セクション

1 轍跡哩土暗褐色砂Ta-aに黒色上混じる

2 銃色の動いた'1､ a－a 二＝＝＝＝
3 濁灰黄褐色土黒色土十Ta-a 道造設の盛」

4 表土2 紫褐色

5 樽前a火山灰（Ta a ）

6 第0黒色土層(0黒>と樽前b火111灰（Ta－b）

7 第1黒色土層（ I黒）

ｍＧ
１
Ｉ
０

（

叩

）

。

図IⅡ－8柱穴列・段セクション図

66－



2　表土層の遺構とその遺物

2 �� �� 

e">←_ 13 -_-_Gl7 21 22 23 �2����● ヽ＼ ��4, 

ヽ､2● 一､一2387 ､一一､ ､一-､-- ��_｣塾塑 

上越説顔 ��ー-一一一_ 7878 ー5 2- -7 22 23 乏�2�ﾆR�一一~ニ 

16 

1舜表土 2表土1簡素褐色 �� 迭�,ﾃ�rﾒﾒﾘ*ﾙ?�?�7�7�7�,��H蕀?�爾簫� 

20 ��

4鋼索褐色表土2+Ta-85よりTa- 偃ﾘ*ｩ�ﾘ*"� 牝粕粕ﾃｦｦ末又T�� 
21 ��

6暗褐色砂土表土2主体Ta-a混じり �� �� 

7能緋鯉土暗褐色砂Ta-aやTa-C,近 佝��i7俑ﾈ+h.�� �#"� 

8組織埋土?購色土+Ta-cl �� �#2� 

9　表土2　祭褐色

10　暗褐色砂土　0購主体　Ta一合混じり

11調節埋土　庫褐色砂　Ta-aIこ無色土混じる

12　暗褐色砂土　0購･l焦主体　Ta一合混じり

13　暗褐色砂土!果主体　Ta-a混じり　物練りあり

14　1具とT a-aの朋藩互9

15　隊的a火山灰(Ta-a)

16　第0購色土層(0購)と持前b火山灰(Ta-ら)

17　第I景色土億(l購)

18　1H-1の捨土l書褐色土l購+Ta一〇一

19　Ta-cl主体I意混じり

20　暗費褐色砂土I購+↑〇一C,

21　強請cl火山灰(Ta-cl)

22　強請c2火山灰(Ta-c2)

23　第Ⅱ黒色土方(Ⅱ黒)

24　持前dl火山灰(Ta-a-)

図Ⅲ-9　道跡-1セクション図

-　67　-
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111 美々8遺跡A地区の調査

3 表土層出土の遺物（図Ⅲ－1 ･ 11、表111-3 ･ 4、図版Ⅲ－6)

ここでは表土lの遺物を扱う。表Ⅲ－3にその内訳を示してある。なお、表土2の遺物は、すべて

道跡－1の遺物であった。

1は明治時代頃の所謂、貧乏徳利の底部である。 2 ． 3は伊万里産と思われる染付の徳利の胴部片

である。 4は盛土除去の際に採集した、褐色の「DAINIPPONBREWERY」のビール瓶で、昭和

10～17年頃の製品である。 5は水色不透明のガラス小玉で、上下の孔口部に巻き付け製作の痕跡であ

る微細な突起が残っている。

6は平棟平造の日本刀刀身部。 7 ． 8はクサビと思われるが、 7の先端はやや厚みがある。 9は道
ひらかすがい やすりめ

跡－1の20と同じような平鎚である。 10～12は頭部・断面ともに丸い洋釘、頭部の鑪目は確認できな

い。図示していないが、和釘も一点出土している。 13は巻き取り缶のオープナーで、巻き取った缶帯

も付随している。他の13点の缶類は、すべて缶詰の空き缶である。 14は左右3個ずつの釘穴のある蹄

鉄で、装着時でみるとやや右端が長い。 15は昨年度も出土していた、砲丸薬莱の部分と思われるもの

である。 16はアメリカ製の散弾の薬莱尻、 17～22の銃弾薬莱は刻印で3種に分けられるが、形状はみ

な同じである。 23のコイン状銅製品に刻印等はない。

缶類(13等）や銃砲関係品(15～23)等は、溝や土塘と同様に、朝鮮戦争当時に駐留したアメリカ

軍が演習の際に残したものと思われる。図示していない針金状鉄製品やボタンなども、 これに関する

ものであろう。 また、 これらの一部とl～12．14の陶磁器・ガラス製品・鉄製品や木材片等には、平

成元年度に調査された大正期の炭窯関係の遺物や、付近の鳥獣捕獲に入った人々が残した遺物もある

のだろう。 これは道跡－1が公道としては廃止された後も、依然として利用されていたことを、物語

るものであろう。 （三浦正人）

表III-3 表土l層出土遺物一覧

遺 物 字！ 点 数

徳 利 3点

礫 15

ガ ラ ス 玉 l

ビ － ル 瓶 l

刀

ク サ ビ 2

平 鑓 1

和 釘

洋 釘 3

缶 類 14

針金状鉄製品 3

蹄 鉄

砲弾薬英尻 ？ 1

銃弾薬英尻等 7

コ イ ン状銅製品 l
その他鉄製品 3

木 材 片 4

炭 化 物 塊 1カ所

ク ル ミ 等種子 25点
貝 殻 2
ボ タ 〆 1

郡|番号(位間図とも対応

図Ⅱ1 11 1～3

備 考

底部1点胴部片2点

円・亜角 2～l5cln大

水色小玉

大日本ビール(昭和10～17年製か）

刀身部分
８

５

４

６

、

ｑ

７

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

ノ

ノ

ノ

ノ

２１）

３

（
勺
’
八

１１″

″ うちオープナー1点

２２

Ｍ

旧

一

粥

６１

鉄製

うち散弾薬英尻1点

板状鉄片等

り

プラスチック製？

4 表土層の礫（図IⅡ-12）

グラフは縦軸が長さ／幅で平面形を表し、横軸は厚さ／幅で断面形を表す。 よって、縦軸の値が大

きくなると平面形が棒状に近くなり、横軸の値が小さくなると断面形が扁平になる。 したがって、グ

ラフ中の破線で区切られた領域は、礫の形態の違いを表している。形態の名称は初めに平面形の名、

次に断面形の名をつけ、それらを組合わせることで礫の呼び名が立体的なものとなるようにし、アル

ファベットの略号を付けた。 ドット記号に付くアンダーラインは実線が亜円礫を表し、破線は道跡出

土の礫を表す。

70-



3 表土層出土の遺物
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1I1 美々8遺跡A地区の調査

計測の対象としたのは表土層－2出土の完形礫である。礫は横軸値0.55付近を中心にして、主に

d･eの領域に分布している。道跡の礫は、包含層に比べてeの領域に集中しており、横軸値0.52~

0‘32に集まり断面形が扁平の領域に集中し、選択されていることがわかる。

砂岩はb・ fを除いた全ての形態が存在し、主に横軸値0.54～0.32、縦軸値1.03～2.08の範囲に広

がりを持っている。流紋岩はc･ e ． gの形態が存在する。主に横軸値0.5～0.3、縦軸値1.01~

2.16のeで構成されている。砂岩と流紋岩はともに楕円扁平礫が多く、 この2種以外の岩質について

は形態にはばらつきがあり代表的形態は見出しがたい。

図III-12の右側のグラフは岩質ごとの形態別重量示している。砂岩はO～809の範囲に全個数の

71％あり、 ピークは20～409の範囲にある。流紋岩はO～809の範囲に全個数の62.5%があり、ピ

ークは0～20gの範囲にある。 この2種以外の岩質については明確なピークはみられなかった。砂

岩・流紋岩は0～809の範囲の重量が選択されている。以上により形態と重量の関係は、砂岩・流紋

岩のように、代表的な形態が特定の重量によって選択されるものについては、選択の基準が形態・重

表IⅡ－4 表土層遺構・表土1層掲載遺物一覧
備考

唐津焼

チャー|、

珪岩

3寸太釘

3寸釘

ノノ

図番号

図III-10-l

2

3
､辛

垣 4

5

6

7

8

跡 9
10

11

12

13

14

15

16

17

l 18
19

20

21

22

23

P－lO図111 4 1

図ⅡI-ll l

､￥

1且

跡

1

大きさ （c、。 g）層 位

表土2 （道平坦面）

ノノ

遺物名

甕

火 打 石

４９
申

ド

８

９

６

８

５

８

８

８

９

９

ツ

。

’

一

一

７

７

７

７

７

リ

８

６

６

６

６

グ

チ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

６ｆ

高'7.1 口径17． 1 底径9.5

長4.4幅3.9重17.4

長2.5幅1.9重11.5

長9.4頭幅1.1 胴幅0.8

長（8.8） 頭幅1．0胴幅0.5

長9~2頭幅1.1胴幅0.5

長5.5頭幅1. 1 胴幅0.4

長（3.1) 頭幅1.2胴幅0.5

長（2.9） 頭|幅（0~9） 胴幅0.4

長(3.1)頭幅(13) 胴幅0.5

長（5.2）頭IE(1.0) 胴幅0~6

長（4.2）頭幅0.9胴幅0.5

長（2.9） 頭幅0.9胴幅0.4

長（3.0)頭幅(1.1) 胴幅0.5

長(4.0)頭幅2.0胴幅0.6

長（2.9） 頭幅1.3胴li50.6

長（4.7） 頭幅一胴幅0.5

長（5.5） 頭幅1 ．3胴幅0.5

長（3.5） 頭幅1．4胴幅0.6

長5.6幅1．3脚高1.1

長2.5径0.3

長2.5幅1.5厚0.1

長6.9胴径1.0 口径0.5

高0.7 口径2.2

高（8.8） 底径7.8
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4 表土層の礫
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量にあることを示している。

礫の円磨度は図III-12の下段に示している。砂岩全体の57.1%を亜円礫が占め、流紋岩も砂岩とほ

ぼ同様な状況を示している。全体でも亜円礫が半数を占めており亜円礫がめだつ。 （鈴木信）

5 表土層のまとめ

表土2の道跡 1が、本年度の調査によって、平成元年度・ 3年度分とつながることが明らかとな

った。 またビビ小休所には、絵図のとおり二軒の建物があるらしいことも確認できた。

この道の構築及び廃止年代は、昨年度の道跡－1の報告4で述べたごとく、文献資料によって、構

築が文化4 (1807)年頃、廃止が安政4 (1857)年頃と考えられる。文化4年は、蝦夷地が幕府直轄

となった年で、蝦夷地各地で新道開削が行われている5。ただ、 この近辺の記録は、文化5年で途絶

え、 『再航蝦夷日誌』 までほとんどない。幕府直轄や文政4 (1821)年の松前藩への復領などの社会

情勢の変化で記録者の出入りがなくなったことや、当時の関心事が千島方面にあったことが、文献資

料の空白を生んだのであろう。その空白期にあっても道跡－1が機能していたことを示すのが、本年

度検出した轍跡や二筋の分岐である。

従って文献として、 この道筋への馬や車の導入が記録されたのは、先に引用された弘化3 （1846）

年の『再航蝦夷日誌』の記述が最初である。その中の後者引用の続きに「運卜屋元馬二十七、八疋、

車は弐十輌斗也｡」 とある。道の構築当初から馬や車が導入されていたとすれば、道が二筋になった

要因は馬や車の増加（＝物資輸送量の増加） にあるものと考えられる。安政4年の記録である、玉患

左太夫の「入北記｣6には、 「千歳会所ニハ数百車ヲ積重ネ置キタリ、僻地実二恐怖スベキ事ナリ。」 と

あり、 さらなる増加を伝えている。ただし、 この『入北記』や安政5年の松浦武四郎『戊午東西蝦夷

山川地理取調日誌・新道誌｣2には、昨年度の報告で述べたごとく、 この道の先の美沢川が浅くなり舟

が通行できなくなり、美沢川と美々川の合流点付近に舟着場が移動したこと、そこまで台地上の追分

から広い道が築かれていたことが記されている。

道跡 1は、物資輸送量の増加故に構築され発展し、そして廃止され、公道としての役割りを終え

たのであろう。ただその後も、平成元年度に調査された大正期の炭窯や前述した表土1層の遺物があ

るように、道としての利用は現代まで続いたのである。 （三浦正人）

引用文献

1)小林茂1985「荷車」 『交通・運輸」講座・日本技術の社会史第八巻日本評論社

2）松浦武四郎1846 『再航蝦夷日誌』巻之六[1971吉田武三校註『三航蝦夷日誌下巻』 吉川弘文館〕

1857 『夕張日誌』 (1976丸山道子現代語訳『夕張日誌』凍土社〕

1858『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌』新道誌[1985高倉新一郎校訂・秋葉実解読『戊午東西蝦夷山川地理取調日誌

中』北海道出版企画センター〕

1864 『西蝦夷日誌』五編[1984吉田常吉編『新版蝦夷日誌下西蝦夷日誌』時事通信社〕

3）財北海道埋蔵文化財センター1990 『美沢川流域の遺跡群XIII』北埋調報62

4） （財)北海道埋蔵文化財センター1992 『美沢川流域の遺跡群XV』北埋調報77

5）北海道編蟇1989 『新北海道史年表』北海道出版企画センター
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6 1黒層の遺構とその遺物

6 1黒層の遺構とその遺物

第1黒色土居から発見した遺構には住居跡3軒、墓1ヶ所、土曠6基、柱穴158ヶ所、道跡5条、

焼土14ヶ所、集石8カ所、骨片集中1ヶ所がある。住居跡は調査区南側の洞れ沢上で検出された。一

辺が3.3～4m隅丸方形である。 このうち2軒には東向きのカマドが付く。 これらの構築時期は、火

山灰の降下時代・出土遺物からみて擦文時代前半と考えている。墓はIH-1住居跡の覆土中にあり、

掘り込みや盛土をもたないものである。時期は擦文時代の前半～後半の間である。土壌は墓塘の可能

性があるものが2基、そのほかではヒグマの頭蓋骨を伴うものもある。時期は縄文時代晩期のも

の、アイヌ文化期のものがそれぞれ1基、そのほかのものは擦文時代に属するものである。柱穴は調

査区北側の台地平坦部と調査区南側の洞れ沢及び斜面部の2ヶ所に大きく分かれて群をなしている。

断面形の大半は先端が細くなる杭状である。 これらは建物跡などのように規則性のあるものはない。

時期は遺物・覆土の状態から見て擦文時代のものと考えられる。焼土は調査区南側の洞れ沢部で確認

されたものが多い。 このうち住居跡の周辺部のものは屋外作業に関係するものと思われる。時期は大

半が擦文時代のものと考えられる。道跡は調査区を東西方向に伸びているものだけで、調査区南側の

洞れ沢、斜面に向かうものはない。枝道も確認されなかった。集石は調査区北側の台地緑辺部と調査

区南側の洞れ沢部に分かれて分布する。 このうち洞れ沢部のものは住居跡から出土した礫と接合する

ものがある。時期は共伴した土器・接合した礫の関係から擦文時代の前半～中葉である。

遺物は約13,883点出土した。 このうち土器は約12,149点で続縄文時代(VI群）のものがl個体ある

のみでほかは擦文時代(VII群）のものである。なかでも前半期(VII群III)のものが多い。ほかには

これに伴う、石器・礫・土製玉・鉄製品が出土している。 （佐藤和雄）

表Ⅱ1-5 1黒層遺構一覧 表Ⅱ1-6 1黒層遺物一覧

遺構名

住 居 跡

遺構番号

lH-1～3

数量
遣 物 名 数 量

3

土 曠 lP 1～7 6 土 器 12,149

柱 '7ヤ
ノ~L 158

石 器 等 1,730
焼 -L

－L lF 11～25 15

土 製
１
口
に
口 2骨片集中 B～C－1 1

集 中 礫 IS-5～12 8

鉄 製
ロ

ロロ 2
O道跡2.6
1道跡3～5

沁寺と

]且 跡 ５

三L

同’ 13,883計 196
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6 1黒層の遺構とその遺物

(1)住居跡（図IⅡ-14～22）

3軒検出された。調査区南側の標高10～12mの洞れ沢及び斜面に位置する。大きさ．形状は、径が

3.3～4mの隅丸方形である。 2軒にはカマドが付きその方向は東向きである。 IH-3の外部には

流水止めと思われる溝が掘られている。 IH-1は上部に墓が確認され、重複した遺構であることが

判明している。 これらの構築時期は、火山灰の降下時代・出土遺物からみて擦文時代前半と考えられ

る。個々の新旧関係は掘り上げ土の状態．遺構出土遺物の接合関係から古い順にIH-3→IH 2

→IH-1となる。

IH-1 (図111 14.15)

位置 f 67-75･85標高10.5mの洞れ沢上に位置する。

規模東西3.65／3.16×南北3.58／3.18×0.55

確認・調査・土層Ta-a, bを除去後、方形のくぼみを確認した（図III-14)。 くぼみ及び周辺

のI黒層を掘り下げると赤褐色～淡黄褐色の白頭山一苫小牧火山灰(B-Tm｡ 800～900年前降下。

町田ほか、 1981）が検出された。火山灰の厚さは25cmである。 くぼみの周辺からTa-cが混入した

掘り上げ土を確認した。掘り上げ土は0.6～1.8mの幅で周囲に盛られている。南側のものはIH-

2住居跡に流れ込んでいる。厚さ1Ocmである。白頭山一苫小牧火山灰除去後、覆土第3層黒色下面か

らベンガラと腐蝕した遺体が検出された。黒色土を掘り下げるとI黒．Ta-c主体の褐色土があり、

その下にTa-cを床面・壁とした竪穴住居跡が確認された。調査の結果、重複した遺構であること

が判明した。

カマド煙道方向N 108 ． －W東壁のほぼ中央部につくられている。焚口は浅く掘り込まれ

ており、焼けて固くなっている。焼土の範囲は64×98cmである。煙道床面は外へ向かってゆるく上が

り、奥壁は垂直に立ち上がっている。煙出し直下には、径25、深さ6cmの円形のくぼみを持つ。煙道

は天井部が崩落しており、内部にはTa-c混じりの黒色土が堆積している。焚口近くの壁から径

16cmの礫の抜きとり跡と思われる黒いシミを確認した。径の大きさからみて袖石の跡とは考えにくい

ものである。

付属ピット柱穴はP－l～5の5個検出された。断面形は先が細くなる杭状をなしている。 p－

2から炭化した柱痕が検出された。煙道の床面を切ってP－6が検出されたがその用途は不明である。

このほか杭状の小ピットが3個検出されている。 このうちSP-1･ 2は焚口が南北に並んでおり、

カマドに付属するものかとも考えられる。SP 3は南壁寄りで確認された。SP-1 ． 2に比べ一ま

わり大きいものである。

床面Ta-cを掘り込んで作られており、ほぼ平坦である。

壁床面との境は明瞭で、立ち上がりは急である。

炉跡検出されていない。

遺物の出土状態、床面及び覆土からたたき石・礫・礫片が出土した。北側の壁寄りと南西側の角に

集中して出土している。礫については「4 住居跡の搬入礫」で詳述してある。

時期掘り上げ土直上の土器（図III 43-17)が擦文時代前半（Ⅵ1群-111)期であること。白頭山

一苫小牧火山灰の降下前には竪穴が埋没していたことなどからみて、擦文時代前半と考えられる。

遣物（図III-15 1) (佐藤和雄）

’は細粒砂岩たたき石、両端を打ち欠いた円礫の中央部分を素材として、両長軸端の割れ面の角を

使用する。 （鈴木信）

庁庁
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111 美々8遺跡A地区の調査

床面直上の土壌を全て取上げ、 フローテーション処理をおこなったが種子は検出されなかった。

表ⅡI-7 1H-1 ピツトー實

五
、一一一

而F「
「

さ (cI径(cmロ
弓番栗さ (c

呈上
径(cn番

24ワワ
卑些P－6

1
219P－

トー

r- 士
56SP 1４

５

17

F
－ワ

ム

二
Ｌ

二

~

67－ワ
白16r）

－｡ －

9 ’
~

8３３r）1
4上－4 ’

上 ’
－

1205

！

I
～〆

、
〆
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Ｕ
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図III-14 1H-1上面の地形（等高線はI黒上面）
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6　1黒層の遺構とその遺物
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4　暗褐色　(Ta-C+I無)
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図Ⅲ-15 IH-1と出土遺物
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6 1黒層の遺構とその遺物

IH-2 (図11116･17)

位置 f-67-86．87標高約10mの洞れ沢上に位置する。

規模東西4.1/3.74×南北3.58/3.17×0．29

確認・調査・土層Ta-a ･bを除去後、浅いくぼみを確認した。 くぼみのI黒層上部を掘り下

げると白頭山一苫小牧火山灰がレンズ状に検出された。火山灰の厚さは2～3cmである。さらに掘り

下げるとTa-c混じりの黒色土があり、その下にTa c床面．壁とした竪穴住居跡であることを確

認した。北側の壁にはIH-1住居跡の掘り上げ土が流れ込んでいるのが確認された。

カマド検出されない。

付属ピット柱穴が10個検出された。断面形は先端が丸みをもつものと、細くなるものがある。 こ

のうちP－1～4 ． 7～9は配列に規則性がある。さらにP-1 ･ 4 ･ 7 ･ 8とP－2 ． 3 ･ 9 ． 10

の2つに分けることができる。柱穴の配列からみて建て替えられたものと考えられる。

床面Ta-cを堀り込んでおり、南北方向には地形に沿って傾斜している。かなり凹凸がある。

壁東西方向では立ち上がりが急であるが、南北方向ではゆるく床面との境が不明瞭である。

炉跡検出されていない。

遺物の出土状態遺物は住居跡の中央部から東側に集中している。 1の甕と3の底部はまとまって

表III-8 1H-2 ピット一覧

番 号 径(cm) 深さ (cm) 番
ロ

ー弓 径(cnl) 深さ (cm)

P－l 14 34 P－6 1315

O

色
1ワ

1J 27
庁

一／ 3114

句
』

ハハ

‘り16 －8 30~1貝
ユJ

4 16 34 Q1
qJL18－q

－5 12
、庁

乙／ －1(） 2420

表IⅡ－9 1H-2 掲載土器一覧

番号｜ 層位 名称 ｜ 法量（c､） ｜ 器形の特徴 備 考技 法 の 特 徴 ’ 文様

外部口縁部ヨコナデ

体部ハケメ後へラミガキ

内面口縁部ヘラミガキ

体部ハケメ後へラミガキ

体部上位張り出す

頚部段

頚部内面沈線による段

底部欠失

内外面炭化物付着

遺構外

f 67－84

－85

－87

出土のものと接合

時期VlI群一ⅡI

床面

覆土

蕊 口径 （26.0）

くびれ径（21.0）

高さ （35.2）

1

床面

覆土

口縁部内謹

体部中位段

？ 口径

くびれ径

高さ

外面口縁部～体部ヘラミガキ

体部下位～底部

へラケズリ後へラミガキ

内面ヘラミガキ

IS 8

柱穴P 20覆土

遺構外

f－67－86

87

88

出土のものと接合

時期VⅡ群 111

ｊ

ｊ

ｌ

６

４

０

８

６

７

ｕ

く

Ｉ

エ1，

土師器

甕
醗

底径 6．6 外面ヘラケズリ ・ヘラミガキ

内面ハケメ・ヘラケズリ

時期Vll群床面

床間 蕊

(口縁部）

内外面ヘケメ後ヘラミガキ 暦部沈線 内外面炭化物付着

IH 3 覆土出土

のものと接合

時期VII群一Ⅲ

４

外面炭化物付着

遺構外

f-6786

出土のものと接合

時期VII群 lⅡ

床面 喪

(口縁部）

外面ハケメ後へラミガキ

内面ヘラミガキ・ハケメ

肩部沈線５

覆土 外面カキメ後へラミガキ

内面ヘラミガキ

内面厚く炭化物付着

時期ⅥI群

h

(胴部）
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6 1黒層の遺構とその遺物

出土した。床面からは1～5の土器が出土している。 これらの中には他の遺構や遣構以外のものと接

合するものがある。 （図III-17-1～9)。

時期床面出土の土器（図IⅡ－17 1～5)が擦文時代前半から (VI群一Ⅲ）期である。白頭山一

苫小牧火山灰の降下前には竪穴が完全に埋没していたことからみて擦文時代前半と考えられる。隣接

するIH 1住居跡の新旧関係は、竪穴が埋没する以前にIH-1の掘り上げ土が流れ込んでいるこ

とから、 IH-1より古いものと考えられる。 （佐藤和雄）

遺物 7は黒曜石製Uフレイク、左辺に礫皮を残した末端辺を使用する。 8は黒曜石製Uフレイク、

忍野霧
2

漣iｪごf
3

0 10cm

1 Y式

4

￥

~、~~1~~~~~

~↓_』~~~
~~l~l~~~~

6

漣鳥毒 ５

10cm0 5

幾蕊
玩ﾆア 8

－二コ 7 9

0 5cm

図In-17 1H-2の出土遺物
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Ⅲ美々8遺跡A地区の調査

左辺に礫皮を残し右辺に使用する。 9は黒曜石製Uフレイク、基辺の背面側に微細な剥離痕を施し、
（鈴木信）

左・右辺を使用する。

IH-3 (図Ⅲ-18～20)

位置 f-67-83･84調査区南側の標高約12mの斜面部に位置する。

規模東西3.33／3.21×南北3.48／3.27×3.0

確認・調査・土層Ta-a･bを除去後、方形のくぼみを確認した（図III-18)。 くぼみの上面には、

緑灰色の有珠山b火山灰(Us-b ｣｡ 1663年以降。横山ほか1973)がレンズ状に検出された。

火山灰の厚さは約2cmである。 くぼみ及び周辺のI黒層を掘り下げると、淡黄褐色の白頭山一苫小牧

火山灰とTa-c混ざりの掘り上げ土を確認した。火山灰の厚さは4～5cmである。掘り上げ土は0.4

~1.0mの幅で周囲に盛られている。厚さは5～10cmである。白頭山一苫小牧火山灰を除去すると

Ta-c主体の褐色土があり、その下にTa-cを床面・壁とした竪穴住居跡であることを確認した。

さらに北側の掘り上げ土に沿って幅約40cmの溝状の落ち込みが確認された。調査の結果、斜面上部に

溝をもつ住居跡であることが判明した。

カマド煙道方向N-90｡ -W東壁の中央部から南寄りにつくられている。焚口は煙道方向へ

ゆるく傾斜しており、焼けて固くなっている。焼土の範囲は40×70cmである。煙道は壁より95cm外へ

張り出す。煙道床面は焚口よりやや低く、ほぼ水平に奥壁へのびている。煙出しは急角度で立ち上が

っている。煙出し直下には径30、深さ5cmの円形のくぼみをもつ。煙道天井部は崩落しており、内部

には褐色土が堆積していた。煙道と焚口の境から礫の抜き取り跡と思われる黒いシミを確認した。長

さ20cmとやや小さいが袖石跡と考えられるものである。

付属ピット住居跡内に12個、外に1個検出された。径が20cm程のものはP－2 ･ 13の2個のみで

他のものは10cm程である。断面形はP-2 ･13を除き先が細くなる杭状である。 P－2からは炭化し

た柱痕が検出されている。

溝住居跡のほぼ半分を囲むように検出された。住居跡から約50cm離れた斜面の上部に幅40cm、深

さ12cm、長さ7.7mの規模で掘り込まれている。掘り込みが確認できない部分もある。東側の溝の切

れる部分にP 13がある。溝が作られた目的は、位置・規模からみて流水を防ぐためのものと考えら

れる。

床面Ta-cを掘り込んで作られており、やや凹凸がある。地形に沿って南側に傾斜している。

壁立ち上がりは急で、床面との境は明瞭である。

炉跡検出されていない。

遺物の出土状態床面からはlの甕と4の台石が出土した。甕は住居跡のほぼ中央にまとまって出

土し、台石は東側の壁寄りから出土している。覆土からは、土器片・たたき石・フレイク・礫が出土

している。土器片の中にはIH-2住居跡の床面出土のものと接合したものもある。 （図Ⅱ1-20-1

～4）。時期白頭山一苫小牧火山灰降下以前の竪穴が完全に埋没していたこと。床面出土の土器が

擦文時代前半（ⅥI群-111)期のものであることからみて、擦文時代前半と考えられる。ほかの住居跡

との新旧関係は土器の接合状態からIH-2より古いものと考えられる。 （佐藤和雄）

遺物 2は黒曜石製Uフレイク、基辺背面側に微細な剥離痕を施し、左辺に礫皮を残し右辺を使用

する。 3は安山岩たたき石、断面が円形に近い楕円礫の長軸端と片側縁を使用する。 4は床面出土の

安山岩台石、平面形は方形、断面は長方形で片主面を使用する。 （鈴木信）
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6 1黒層の遺構とその遺物

表ⅡI-10 1H-3 ピット一覧

深さ (cm)

9

16

17

22

ｊＣⅢく

皿

翠

皿

９

９

７

７

径号
刮

毛
号

劃
毛

崎
７

番

Ｐ

２

３

４

５

６

~

~
~
~

深さ (cm)

30

22

16

18

28

20

8

番 号

P－8

－9

－10

-11

-12

-13

径(cm)

11

10

7

9

10

18

０

０

２

２

表IⅡ－11 1H-3 掲載土器一覧

番号 層位~ 名称 法量(cm) 器形の特徴 技法の特徴 備考

壼岸１ 床面’ 遺構外

f 67-83

出土のものと接合

時期VII群 I

| 1 甕

覆土

味

反

い

気

傾

外

丸

底

内

上

部

部

部

縁

端

部

頸

口

口

底

４

８

６

４

５

１

９

５

１

１

１

１

径れ

径

び

さ

径

口

く

高

底

外面口縁部ヨコナデ

体部中位ハケメ

体部下位～底部ヘラミガキ

内面口縁部ナデ~’ ’
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IⅡ美々8遺跡A地区の調査

(2)住居跡出土の礫（図111 21.22)

住居跡出土の礫（図Ⅱ1-21･22)は横軸値0.3～0.74、縦軸値1.01～1.84に集中し、横軸値0.5付近

の． ． eとgの領域に分布している。 IH-1の礫は、横軸値0.46～0.58、縦軸値1.3～1.88に集中

し、横軸値0.5付近のd･eの領域に分布している。 IH-2の礫は、横軸値0.35～0.75、縦軸値1.5

～1.86と横軸値0.2～0.58、縦軸値1.03～1.3の2ヶ所にまとまりをもつ。 IH 3の礫は、横軸値

0.31～0.58、縦軸値1.5～1.65と横軸値0.3～0.54、縦軸値1.04～1.3の2ヶ所にまとまりをもつ。

以上よりIH-1の礫は断面形が似ている礫が集まり、 IH-2･ IH-3の礫は、平面形が棒。

円形のものが集まっていることがわかる。

次に岩質別（図Ⅱ1-21の右） に見てみると、砂岩は縦軸値1.19～1.82に集中し、 eに近いdの形態

が多い。片麻岩は主に横軸値0.27～0.57に集中し、扁平な断面形が多く、 c ・d･e ．gの形態が存

在する。凝灰岩は主に横軸値0.29～0.44、縦軸値1.08～1.58にまとまりをもち扁平な断面形が多く、

e･gの形態が存在する。砂岩は楕円礫が多く、凝灰岩は楕円扁平礫が多い。

図IⅡ 22の上段グラフは岩質ごとの形態別重量示している。砂岩はO～809の範囲に全個数の

90.9%があり、ピークは60～809の範囲（全個数の54.5%)にある。片麻岩は40～809の範囲に全個

数の85.7％があり、 ピークも同じ範囲にある。凝灰岩は0～809の範囲に全個数があり、ピークは0

~209の範囲(81.8%) にある。砂岩・片麻岩・凝灰岩はO～809の範囲の重量が選択されている。

以上より形態と重量の関係は、砂岩・凝灰岩のように、代表的な形態が特定の重量に集中している

ものについては、選択の基準が形態・重量にあることを示している。片麻岩はいろいろな形態が特定

の重量に集中しているので、重量を選択の基準にしていることを示している。

礫の円磨度は図III-22に示している。砂岩全体の81.8%を円礫が占めている。円礫と同形態の亜円

礫も出土しており、円磨度の同異に関わらず形態は一様である。凝灰岩も砂岩と同様な状況を示して

いる。片麻岩はすべて円礫であり、等しい円磨度で多様な形態の礫が出土している。珪岩、チャート

は亜円礫で他は円礫である。円磨度の相違は採取地点の相違でもある。砂岩・凝灰岩は多様な採取地

点で一様な形態が選択され、片麻岩は一様な採集地点で多様な形態が選択された可能性がある。

（鈴木信）
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6 1黒層の遺構とその遺物
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1I1 美々8遺跡A地区の調査

(3)蟇（図Ⅱ1-23)

位置 f-67-85調査区南側の酒れ沢上に位置し、 IH-1と重複する。

規模2.74×263／1.76×1．6／0.38

確認・調査・土層Ta-a･bを除去後、方形のくぼみを確認した（図III-14)。竪穴住居跡を想

定し、 くぼみ及び周辺のI黒層を掘り下げると赤褐色～淡黄褐色の白頭山一苫小牧火山灰が検出され

た。火山灰の厚さは25cmである。この火山灰を除去後、覆土第3層黒色土から遺体とベンガラを確認

した。遺体は腐蝕しており、墓の中央部を南北に長く認められた。ベンガラは中央部と南西部の2ケ

所で確認された。

床・壁 IH-1の覆土にあり、断面形は皿状である。

遺物の出土状態覆土から礫・土器（図III-61集中 S)が出土している。遺物は中央部から東側

にかけて多い。

時期 IH-1住居跡の構築時期（擦文時代前半） より新しく、白頭山苫小牧火山灰の降下時期

（800～900年前） より古い時代1幅が与えられる。覆土の厚さからみて竪穴住居廃棄後あまり時間が

たたないころに墓として利用されたものと考えられる。その時点では、住居跡の上屋が残っていた可

能性がある。 （佐藤和雄）

遺物図版Ⅱ1-14の礫は細粒砂岩の棒状楕円礫、礫の片側縁側が被熱した部分を打ち割っている。

打ち割は端部と側縁から中軸に向かって進行し、剥片は次第に厚さを増す。剥片は残核と接合するも
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6 1黒層の遺構とその遺物

のがほとんどで、剥片自体を利用するために打ち割っている可能性は低い。 （鈴木信）

(4) 土擴（図Ⅲ-24～26）

6基検出された。 IP-2 ･ 5は形状・覆土の状態から墓堰の可能性がある。時期はIP 3が縄

文時代晩期、 IP-6がアイヌ文化で、ほかのものは全て擦文時代に属するものと思われる。

IP-2 (図Ⅲ24、図版IⅡ－14の2～4)

位置 e-66-10規模1.94×1.1/1.7×0.77/0.44

特徴平面形は隅丸長方形、断面形は平坦な塘底と外上方へ開く壁で構成される。覆土はTa-c

混じりのI黒層土で構成された埋め戻し土である。検出面はTa c上面であるが、掘り込み面は覆

土の堆積からI黒層上部と考えられる。坏はおもに4 ． 5層から出土している。墓曠の可能性がある。

遺物 ’は土師器内黒坏。右回転のロクロ成形で内面に放射状へラミガキが施され、補修孔がある。

時期擦文時代（Ⅵ'群-V) (鈴木信）

IP-3 (図III-24)

位置 e 66-22規模1.25×1.16/0.71×0.68/1.17m

特徴標高約22.5mの台地縁辺に位置する不正円形の土壌である。掘り込み面はI黒中で覆土の1

～4層は流れ込み、 5～7層は掘り上げ土の埋め戻しである。埋め戻し土中には径lcm程の炭化物が

大量に混入する。形態と覆土から墓塘の可能性が高い。

遺物出土していない。

時期形態から縄文時代晩期と考えられる。 （皆川洋一）

IP-4 (図Ⅲ-24)

位置 f-66 91規模0.44×0.43/0.32×0.22/0.41

特徴調査区北側の台地平坦部で検出された。柱穴群（図Ⅱ1-27)のほぼ中央部に位置する。覆土

はI黒･Ta-cが主体の流れ込みである。平面形．断面形からみて掘り方の可能性がある。

遺物出土していない。

時期周辺の遺物からみて擦文時代前半(VII群一Ⅲ）期と考えられる。

IP-5 (図III-25)

位置 e-66-34規模 (1.02)×1.01/0.68×0.44/0.47

特徴調査区西側の台地縁辺部で検出された。断面形は椀状で壁と曠底との境は不明瞭である。覆

土はI黒･Ta-cが混入した埋め戻しである。

遺物覆土上面からVII群土器の細片がまとまって出土した。

時期出土した遺物から擦文時代（Ⅷ群） と考えられる。 （佐藤和雄）

IP-6 (図Ⅲ25)

位置 f-67 80規模0.66×(0.36)/0.38×0.17/0.24m

特徴標高16.0～16.5mの斜面中腹に位置する小型楕円形土壌である。土填上には炭化物の広がり

とヒグマの頭蓋骨が出土している。頭蓋骨はTa-bを除去した面で確認したが、既に骨の上を削っ

ており頭蓋骨部分は’黒層から露出していたと考えられる。炭化物の広がりは頭蓋骨を中心に僅かに

掘り下げた面で検出した。炭化物の観察では長い枝か板をこの場で焼いた印象を得た。土壌覆土は埋

め戻し土と考えられる。

遺物ヒグマの頭蓋骨（参照：付篇2）

時期ヒグマの頭蓋骨が’黒層から露出していることからアイヌ文化期と推定され、 “送り”儀礼

との関連が考えられる。 （皆川洋一）
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6 1黒層の遺構とその遺物
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IP-7 (図III 26)

位置 f-67-64･74規模2.18×1.94/1.91×1.79/0.26

特徴調査区南東側の斜面部で検出された。Ta-cを除去した段階で白頭山一苫小牧火山灰

(Tm)の広がりを確認した。調査の結果、隅丸台形の土塘であることが判明した。塘底は地形に沿

って傾斜している。覆土はI黒層．Ta cを主体とする流れ込みである。掘り上げ土は斜面の下側

で確認された。掘り込み面は掘り上げ土の層位からみて’黒層の上面である。

遺物中央部の塘底直上から炭化木が検出された。

時期掘り込み面・周辺の遺物からみて擦文時代(VII群） と考えられる。 （佐藤和雄）
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6 1黒層の遺構とその遺物

(5)柱穴群（図IⅡ-27～29）

柱穴は158ヶ所検出された。分布は調査区北側の台地平坦部から縁辺部にかけてと、調査区南側の

洞れ沢部とに大きく分かれ群をなす。確認面はTa-c上面である。柱穴の規模は、径6～22cm、深

さ11～42cmである。断面形は、先端が細くなる杭状をなすものと、先端が丸い掘り方のようなものと

がある。大半は杭状のものである。 これらは建物跡や柵のように明確な規則性のあるものはない。

遺物柱番号74･76･101 ･105の覆土から土器片が出土した。

時期出土遺物・周辺の遺物からみて擦文時代(VⅡ群） と考えられる。 （佐藤和雄）

表Ⅱ1-12柱穴群出土土器観察表

番号

1

遺構番号層位｜名称
74 覆土｜ 甕

部位

胴部

技法の特徴 文様

沈線

備 考

時期Ⅶ群

覆土 甕 胴部 外面 ハケメ

内面 ヘラミガキ

２
〈
院
咄
）

房
Ｊ
８ 外面炭化物付着

時期Ⅶ群

覆土 甕 胴部 内外面ヘラミガキ3 内面炭化物付着

時期VII群

101

建

謹

一

露

錘

体部

口縁部

？

胴部

内外面

内外面

内外面

内外面

坏

甕

一

？

Ⅲ

鮨

妬

妬

１

１

１

１

４

－

’

０

〆

０

【

Ｉ

職

蹴

一

蜘

鼬

VII群

VII群

VII群

VI1群

ヘラミガキ

ナデ

ハケメ・ナデ

ハケメ甕

e

66

L
、

恥 ｡｡

O 卓

。’

｡ ｡ 函野①1
0

口｡
｡o

f。
●105

｡｡

ｌ
、６

．

４

７

７
ｂ
ロ。

。

、
贋

２０も
Ｉ
。
。
Ｉ

。

（

Ｕ

。 ’ぬ 。

:3} of 究
~~りご

0

0 ｍ扣
］

1

22．80

31

－ －2旦旦且

~~W- -舎丁

62 102

函別印
22．80 22．80~

丁J一

~V－ －V
土層説明

1 暗褐色土

【01 1m

図IⅡ－27柱穴群(1)
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6 1黒層の遺構とその遺物

(6)焼土（図IⅡ－30．31）

15ヶ所、確認された。分布は調査区北側の台地平坦部から縁辺部にかけてのもの(IF-11． 12)、

調査中央部の斜面部(IF-13･14)、調査南側の洞れ沢部(IF-15･25)の3つに分けられる。
酒れ沢部で確認されたものは住居跡周辺に集中している。

遺物 IF-23から焼けた骨片が出土したのみである。

時期住居跡周辺のものは擦文時代(VII群） と考えられる。 （佐藤和雄）

表IⅡ－13 1黒層焼土一覧
~

’ ’ 規模
備考

長軸長x短軸長X最大深

0_50×0.21×0．03 周辺に6カ所の焼土

0．64×0．48×0．04

0．27×0.16×0.02

0.35×0.19×0.04

0．41×0.34×0．04

0.64×0.24×0.04

0.54×0.30×0.03

0.55×0.28×0.03

0.51×0.33×0.03

備考 ５

４

３

７

７

２

７

９

８

７

８

７

征

罹

子

壬

雁

罹

６

６

６

６

６

６

~

~

~

~

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

Ｏ

１

２

３

４

５

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

34×0．03
16×0．03

11×0．04

29×0．04骨片アリ

22×0．04

21×0.03

’ 0.81×0
0．22×0

0.15×0

0．57×0

0.40×0

0-26×(）

遺構番号 位置

１

２

３
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５

６

７
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~~~~~~Ｆ
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８
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５

５
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６
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７

７

７
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~~~~６６６６７７７７７

６

６
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６
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6 1黒層の遺構とその遺物

(7) 骨片集中（図IⅡ-32）

位置 e-66-01規模0.29×0.26/0.01

特徴平面形は円形、 I黒層1回目で検出。遣存状況は悪く骨片は糊状であった。骨片は被熱して
おり灰白色を呈していた。細片のため詳細は不明であるが、陸獣の骨である。

時期検出面からの層準から擦文時代と考えられる。 （鈴木信）

句句訪も可
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図III-32骨片集中 0 1m

(8)集石（図Ⅲ-33～38）

8ヶ所検出された。分布をみると調査区南側の台地縁辺部から斜面にかけて検出されたもの(IS-

5～7） と調査区南側の洞れ沢及びその周辺で検出されたもの(IS-8～12) とに分けられる。 これ

らの中には遣構に関連すると考えられるものがある。道跡に伴うものにはIS-6 ． 7がある。 I黒上

面の道跡やその脇から検出された。住居跡に関連するものにはIS-11･12がある。 IH-3住居跡の
西側に位置した住居跡出土の礫と接合関係にある （図Ⅲ-68)。

出土状態をみると、個々の礫が密に重なり合って出土したもの(IS-5 ｡ 7)、やや間隔をおいて

出土したもの(IS-6 ･ 8～10．12)、 まばらに出土したもの(IS-11)がある。 （佐藤和雄）
遺物IS-8から坏（図III 17-2)の破片とスクレイパーがIS-9から坏（図III-48-61)の破
片が出土している。図III-34-1はIS-8出土の黒曜石製石核、円礫を素材とした石核の形態をとる

が、打面側を裏面とし、左右辺側を刃部とした石核石器のスクレーパーである。

時期共伴した土器や接合関係からみて4ヶ所判明した。 IS-8は坏からみて擦文時代前半(VII群
一ⅡI)期。 IS-9は坏から擦文時代中葉(VII群-V)期と考えられる。 IS-11 ． 12はIH 3住居跡

の時期が擦文時代前半(VI群-III)期であることからみてほぼ同様の時期と考えられる。礫の大き

さ・形状・種類については97ページの「集石の礫」のところで述べてある。 （鈴木信）

、
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6 1黒層の遺構とその遺物

(9)集石の礫（図III-35～38)

IS-5の礫は横軸値0.23～0.33、縦軸値1.13～1.42の扁平礫が多い。重量は600～10209の範囲
にあり他の集石と比べると重い。石質に関わらず形態と重量によって集められている。

IS-6の礫は横軸値0.54～0.88、縦軸値0.48～1.99である砂岩のdが主体となる。全体では横軸

値0.31～0.88、縦軸値0.36～2.08に広がり、岩質にかかわらず礫の重量は40～1209 (礫全体の
82.3％）の範囲にありピークはみられない。砂岩と泥岩の中には円磨度が異なるにも関わらず形態が
一様であるものもある。

IS-7の礫は、横軸値0.4～0.86、縦軸値1.18～1.82である安山岩のdが主体となる。礫の重量

は120～3409の範囲にあり、 240～2809にピークがある。円磨度は均一ですべて亜円礫である。

IS-8の礫は、横軸値0.33～0.86、縦軸値1.50～2.46である砂岩のbや棒状に近いdが主体とな･

る。全体では横軸値0.33～0.94、縦軸値1.48～2.46に広がり、 f ・gを除いた形態がある。砂岩の重

量は40～1409の範囲にあり、 80～1009にピークがある。泥岩の重量は40～1209の範囲にあり、 60

~809にピークがある。他の岩質についてはピークはみられない。全ての岩質の中で、同じ形態で円
磨度が異なるものがある。

IS-9の礫は横軸値0.32～0.67、縦軸値1.06～1.68に広がり、主に．． eの形態がある。砂岩は

横軸値0.32～0.67、縦軸値1.17～1.65に集中し、 ． ． eの形態が多い。重量は20～1809の範囲にあ、
り、いずれの岩質にもピークはみられない。砂岩と泥岩の中には円磨度が異なるにも関わらず形態が
一様であるものもある。

IS-10の礫は、横軸値0.4～0.94、縦軸値1.28～1.9である砂岩と横軸値0.46～0.9、縦軸値1.14

～1.76であるが安山岩のdが主体を成している。重量は20～1409の範囲にあり、砂岩は20～609の範

囲にピークがあり、安山岩は60～809の範囲にピークがある。砂岩と泥岩と安山岩の中には円磨度が

異なるにも関わらず形態が一様であるものもある。

IS-11礫は、横軸値0.27～0.75、縦軸値1.12～2.16である流紋岩の亜角礫が主体となる。流紋岩

の重量はO～609の範囲にあり、 20～409にピークがある。

IS-12の礫は形態が横軸値0.5～0.7、縦軸値1.43～1.82である砂岩亜角礫のdと横軸値0.21～、

0.52、縦軸値1‘32～1.96である流紋岩亜角礫のeが主体を成している。重量は20～1409の範囲にあ

り、砂岩は60～809の範囲にピークがあり、流紋岩は20～409の範囲にピークがある。砂岩と流紋岩

はかなり亜角礫が多く、円磨度が異なるにも関わらず形態が一様であるものが多い。 （鈴木信）
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０

０

５

５

円

礫

亜

円

礫

１
個
０
％

０

１
個
０
帖

０

楕円扁平礫

11
1

1 ~
100

B8台地A地区 IS－ll ｜ 個

礫h2~2
1 ％

流紋岩 7個(鮴077.8%）

円磨度I 形態 ｜ 個数｜百分率

円| ；膳…苫…篭卜}…|:ル：
7 1 ＊表 』拾礫I 1 114． 3楕円扁平礫 100

円 個棒状扁平礫 1 14． 3

'，~‘精"阿~ ~礫 …~~…f~… 瀞~；礫 ％楕円扁平礫

8．6

蕊｜ ％

閏l 1l鳴状屑乎:|……も…|:：； 8台地A地区 l S－l2B8台地A地区 I S－l2

1．4 1楕円扁平礫’ 1 12(〕’ 0
％｜円扁平礫’ 1 120． 0礫

8台帥A1風|h区 lS－l2

図III-38礫グラフ・表(4)

－104－

泥岩 10個(全
Ｈ
『
川
１
１
１
関

円磨

円

礫

ﾄの18．2%）
百分率

60． 0
2"O:~.…0‐
~20~~』" O“

度

５
個
０
船

０Ｆ
『
』

形態 個数
３
酌
１
”
１

;|『！
棒状楕円礫
楕.…円~"礫
楕円扁平礫

１
．
１

20． 0

6 0 ~;~… 0
2 .o~~』".~0

安山岩 28個(全“100％）

円磨度 形態 ｲ固認 百分率

棒状礫
精…円.…礫
楕円扁平礫
円~…~扁平礫

１
唖
４
価
２
》
１

２

６
唖
７
１
唖
６

~
~
~

３
蹄
５
蝿
７
》
３

8

秒岩 10個(鮴“5.5m

棒状扁平礫
楕円礫

棺円扁平礫

１
．
４
叩
１

16． 7

66． 6

1…6:~~7

形態

楕円礫

~ ~~~~~ ~ ~~~~~~~~~ ~~楕円扁平礫

－
３
卦
１

75． 0

~~ ~~~~ ~~ ~ ~~~~25． 0

チャート 5個(鮴の9‘1%）

円磨度 形態 図面函…詞

亜

円

礫

３
個
０
乳

0

棒状礫
~~~~~ ~~~ ~~~ ~~~~~ ~楕円礫

ｚ
唾
１

０
０

５
噸
５

７
蹄
２

楕円礫
ソ
一 100

黒憲二畷鮭豐1磨度 形態 個数

1

円 6
100

礫 ％

楕円礫 1 100 チャー|、 2個(無の9.1％

円磨度 形態 個数 百分率

楕円礫
~~~~ ~ ~ ~~~~~~~~ ~ ~~楕円扁平礫

１
．
１

０
型
０

０
０

５
』
５泥岩 6個(鮴の27.3%）

円磨度
円

礫

亜

円

鼬

５
個
０
％

，

１
個
０
％

７１

形態

楕円礫

楕円扁平礫
~円"~扁平礫

楕円扁平礫

個数
３
“
１
．
１
~~

1

百分率
Ｏ
型
２
岬
Ｏ

~
~
~

Ｏ
《
０
“
０

６
“
２
部
２

100
凝灰岩 1個(鮴@1.8%）

円磨匿「形態 ｜ 個数｜百分率形態 個数

亜

円

礫

１
個
０
Ｎ

０１

楕円礫
~~

1 100

片麻岩 4個(鮴の18.2%）
円磨度 形態 個数 ~百分率

楕円扁平礫
円"~篇平礫

３
坐
１

０
『
０

~~
５
５

７
~
２

片麻岩 2個(鮴の4.7%）~~~~
円磨度

円’ 1

個

磯|"！
１
個
０
％

０５

亜

円

礫

形態

楕円扁平礫

楕円礫

個数

1

1
~~

百分率

100

100

泥岩 7個(郡の16.3%）

円磨度 形態

楕円礫
~~~~ ~ ~ ~~ ~~~~~楕円扁平礫

個数
３
叩
１

百分率

75． 0

~~~~ ~~ ~~~~~~~~~25 0

楕円礫

~ ~~~~~~~ ~~~~ ~~ ~~~~~梢円扁平礫

２
唾
１

７
恥
３

６
９

６
藷
３

砂岩 14個(全伽)32.6%）
個数｜百分率円磨度 形態

棒状礫
棒状扁平礫

稽…円 …礫
楕円扁平礫

１
》
１
》
３
４

１
》
１
》
３

１
部
１
頭
３

１

１
や
３

4~~4~ .‘4…

５
個
７
淵

35

楕円扁平礫
楕円礫
楕円扁平礫

1

3

1

珪岩 1個(排の2.3%）

副詞蘆

鮴
鯏'00％

形態

楕円礫

個数

1

百分率

100

安山岩 16個(鮴の37.2%）
円磨度 形態 個数 百分率

亜16

円｜ 闇
100

礫｜ ％

礫
礫
礫
礫

一

平

平

状
円
扁
扁

》

》

円

棒
楕
楕
円

１
叩
３
唖
１
坐
１

1
~~

安山岩 3個(排の11．1%）

円磨度

亜

円

礫

ご

胸

魁

ワ

ー

α

加

工
，■

一
■

泥

』

子
守
ｆ
・診升

楕円 ；
離
侭

楕円礫

個数

1

Z

百分率

100

100

片麻岩 1個(鮴の3.7%）

円磨度
円

礫

１
個
０
％

０１

形態

楕円扁平礫

個数

1

百分率

100



6 1黒層の遺構とその遺物

岩は60～809の範囲にピークがあり、流紋岩は20～409の範囲にピークがある。砂岩と流紋岩はかな
り亜角礫が多く、円磨度が異なるにも関わらず形態が一様であるものが多い。 （鈴木信）
00)道跡（図IⅡ－39･40、図版IⅡ-16)

本年度検出された道跡は0黒層では2条、I黒層では3条である。 0黒層の道跡はTa-b火山灰の
上面がわずかにくぼんだ状況で確認された。幅は30cm～50cm、深さは50cmほどである。 O道跡2は前
年度調査された道跡とつながり、台地の平坦部へ向け大きく北へ曲がっている。 O道跡2とO道跡6
は近接しているが、上下関係は確認できなかった。 これまでに調査された0黒層の道跡は4条あるが、
つながりが確認できたのは昭和56年度と平成元年度に調査された道跡Dだけである。

I黒層の道跡はTa-b火山灰の充填された浅い溝状のくぼみとして確認された。それぞれ調査区
中央部の斜面部を等高線に沿い、東西方向にのびている。幅は40cm～50cmほどで、深さは20cmほどで

ある。 I道跡3 ． 4は斜面部の上部で確認された。前年度調査されたI道跡3 ． 4にそれぞれ西側で

つながる。 I道跡3の覆土にはUs-b火山灰が確認された。 I道跡7は斜面が比較的緩斜面へとか

わる部分で確認された。 I道跡4とI道跡7はそれぞれ調査区中央部では確認されていないが、同一

と判断した。 I道跡3は東側で昭和57年度と昭和62年度に調査された道跡につながり、長さは約200

mになる。旧室藺街道の前身となる道跡の可能性がある。 （越田雅司）
e

／
－6

Ａ
ｌ

ｂ

Ｏ
ｌ
胞
黒

空
一
己
Ｉ

一一一～

Ta－c

／ B 21 .30

冬産幅~
b

l
J

Ta－c
Usb

21－0 C 19.80

一～一

200

19．0

， 16.帥~

－－一18．0

一一一一一 一－ ･－170__-

67

0 10m
~

図III-39道跡（等高線はI黒上面）

－105



三 洲 対 唾 師 雲 シ 筐 凶 Ｓ 剴 叫

ｆ ｌ
9

h
．

b l
A↑

e
C

a

~
~
。

－
－
－
J

お
竺
お
竺

一

一
一

、
、

三
一
~ご
言
辱Z＞

~
～

､
～

、

へ

~庁
6
5

津
讓

~

｜
B
道
跡
（
S
6
2 1

－

ニ
ゴ
ェ

一一

一 一
一

、

F
1

O
B
道
跡
，

（
S
5
6
・
H
1
）

、 、
I
T

－
”
-
－
－
－

－
－
－
－
－
－

~
~
~

B
道
跡
C
（
H
1

）

I
II
B
道
跡
B
（
H1
）

I
I
I
S
道
跡
A
（
H1
）

l
J
J
W
O

〆
0
、

旧
表
土
道
跡
2
（
H
3
）

I
B
道
跡
（
H
3
）

｜
I

～
一
一
一
一
一

一
一
一
一
2
0
－
－

6
6

竜
一
一
一
ー

吾
h

Ⅱ

ミ
ー
ー
マ
コ
ニ
ミ
亭

O
B
道
跡
6

蘭蘭

I
ｓ か

O
B
道
跡
2

（
H
3
・
H
4
）

跡
5
(
H
3
)

I
〈
~-
、
_=
_』

’
雲

一

～

七
1

1
~~

１ １ １
I

~

、

M|I
て
こ
型
－

，1

i
、
ハ

N
I

II}
、
｜
／
ノ
I

一
、

、
一
、

、
一
、

、
､

1

瀞
~
み
､
W
1
1

、
、

I
I
I

1
'

|
、
1

1
,

､

I
B
道
跡
3
（
H
3

、

I
B
道
跡
4

（
H
3

・
H
4
）

、

｜
日
表
土
道
跡
l

（
H
3
・
H
4
）

'1'1'1'1
I
/
／
/
I
／

L
／
j
ノ
ノ
／

-
6
7

／
ノ
ノ
〃

造

弐一一

1

＃＃
~
~
~
~
~
~

一

三 に

;／

～ ~
1

、、、 閑、

1
、

H4
)l
l/

I
B
道
跡
（
S
6
2
）

」
一
〆
－
－
23

伽
〃グ

〆
〉 、 、

|I
／ や

/／
ノ

、
ノ
）
~〃

舟
__
掴
I

三三
づ」

、
ぐ
ょ

~
、

~
一

三
二
ご
~ヤ

～
、
ﾍ
､
一

一
一

~
~
I

－
－

一
'
一
一
｣
一

↓
~

~

~
｜／

B
道
跡
1
（
H
3
）

一

〆

0
こ
こ ~ここ ~

6
8

／

、

’

4
十
6

1 1
’

ｍ
〔 Ｕ Ｉ

Ｆ 【 ）
ｎ 〕 １ １

図
Ⅱ
1-
40

1黒
層
か
ら
旧
表
土
層
に
か
け
て
の
道
跡

’



7 1黒層出土の遺物

7 1黒層出土の遺物

(1) 土器（図Ⅱ1-41～48)

土器は続縄文時代のものが1個体で、その他は擦文時代のものである。擦文時代の土器については

図Ⅲ-49～60に出土状態と分布・接合状態を図示してある。個々の土器については表Ⅱ1-14の観察表
に示してある。擦文土器の時期区分は平成元年報告「美沢川流域の遺跡群VIII、 5まとめ」に準拠した。

土器観察表表Ⅲ－14

｢蕃号1~晃発番号
備 考文 様技法の特徴器形の特徴量法名称掘区

口唇部刻目

胴部貼付文

点状文

胴部下位

縄文-RL横走

RL縦走

頚部ややくびれる

｜山形突起の頂部刻目により二分

口径 （17.6）

高さ (13.0)

f-66 69 深鉢

79

93

99

時期ⅥI群一Ⅵ

内外面炭化物口唇部円形刺突文内外面

へラミガネ

深鉢口径

くびれ径

高さ

底径

７

５

０

~~~

９

５

３

７

１

２

・
６ 時期VII群－1

外面炭化物

文

部

突

一

眉

刺

へ

部

形

部

線

縁

円

縁

沈

口

口

ラ

キ

部

メ

ガ

へ

頸

ケ

部

後

ミ

ー

ハ

底

メ

キ

ラ

部

テ

ー

ケ

ガ

へ

縁

タ

部

ハ

ミ

後

口

体

メ
ケ

面

面

ハ

外

内

深鉢 口径

くびれ径

高さ

底径

、

／

］

Ｆ

「

》

八

Ⅱ

〕

、

ｌ

ノ

。

。

。

（

ｕ

乎

甸

Ｊ

１

へ

く

Ｊ

１

且

・

１

４

１

４

、

／

〕

戸

ｈ

〉

Ｉ

l l e-66-02

時期V11群一I

輪積痕残る

口唇に赤色顔料

時期Ⅷ群－1

口縁部破片

時期Ⅷ群 I

口唇部刻目外面ナデ後カキメ

内面ナデ

口縁部部分的に内脅

底部九底気味

口径

高さ

底径

鉢

４

４

ｎ

６

Ｆ

Ｄ

ハ

リ

Ｆ

ひ

。

１

９

f 66 911

円形刺突文外面ナデヘラミガキ

内面へラ

e 66-20
一
汀

口縁部破片

時期 VII群一I

円形刺突文内外面

ハケメ後へラミガキ

f 66－716

口縁部～胴部破片口縁部～肩部

細い沈線

内外面

へラミガキ

深鉢３

４

４

８

８

９

~~

６６ｆ７

時期 VII群一I

口縁部破片

時期 VI1群 I

細い沈線外面ハケメ

内面へラミガキ

e 66 018

’

-107-



111 美々8遺跡A地区の調査

’ ’

’

’ ’

-108-

番号

9a

9b

Qr，
Jし

10

11

1，

1凸

で八

1．

発掘区

１

３

４

２

４

３

０

４

０

０

０

８

８

９

０

０

~
~
~
~
~
~
~
~

（

ｂ

穴

０

〈

ｂ

（

ｂ

（

ｂ

〈

ｂ

ｅ

戸

ｔ

ｅ

t－bb51

４

，

．

〈

Ｕ

Ｒ

〕

~

~

〈

ｂ

ハ

ｂ

〈

ｂ

ハ

ｂ

~

~

ｅ

戸

Ｉ

-93

f 66-93

１

２

２

０

０

６

６

６

６

６

ｅ

ｆ

-91

名称

垂
エー

甕

甕

至堕
型

法 量

口径 25．6

くびれ径 18．9

高 さ （3().1）

口径 25．9

くびれ径20．2

吉
向 さ （28.6）

口径 6．3

くびれ径 13．9

高さ 21．6

底径 17．6

口径 （17.2）

くびれ径 13．9

高さ 24．2

底径 （6.7）

器形の特徴

肩部沈線によりくびれてる

口縁部強〈外反

口端部やや凹む

底部強〈張り出す

外面頚部ヨコナデ

口縁部・体部

ハケメ後へら

ケズリ

内面頚部ヨコナデ

口縁部･体部

ハケメ

外面

ハ

メ

メ

デ

ケ

メ

デ

ナ

キ

ナ

ハ

ケ

ナ

ナ

ガ

コ

メ

ハ

．

。

ミ

ヨ

ナ

テ

ヨ

コ

ラ

ナ

タ

ョ

へ

部

部

後

縁

部

部

面

縁

部

メ

ロ

頸

体

内

口

体

ケ

外面口縁部ヨコナデ

頚部タテハケメ

体部タテミガキ

内面口縁部

ヨコミガキ

体部ハケメ

技法の特徴

内外面

ハケメ後へラミガキ

外面

口縁部ヨコナデ

頚部タテハケメ

体部タテヘラミガキ

内面

口縁部ヨコナデ

頚部ヨコハケメ

体部ヨコハケメ後タ

テヘラミガキ

文 様

太い沈線

備 考

口縁部破片

時期 Ⅷ群－1

集中0

時期 Ⅷ群一II

時期 VII群－11

底面笹の葉痕

時期 VII群－11

時期 VII群一II



7 1黒層出土の遺物

’r支一藤~｢雨ﾄ歴
様

~~

~器形 考三
里． ’ ｜ 技法の特徴の特徴~

~
法名称発掘区ロ

言
一

~ ~

I
~~~~

~

外面

口縁部ヨコナデ

頚部~体部ﾀﾃﾍﾗﾐｶｷ

内面口縁部～頚部

ヨコヘラミガキ

体部ヨコハケメ後タ

テヘラミガキ

肩部ゆるい段

底部 上げ底気味

’ ｜
’

口径

<びれ径

高さ

底径

｜
I | #-669' | ０

３

７

~~
４

１

４

６

１

１

□
７

甕 ｜

’｜

時期 VII群-II

口縁部内誉気味に外反

4つの段

外面口縁部ヨコナデ

頚部タテハケメ

体部～底部ハケメ後へ

ラミガキ

内面ﾊｹﾒ後へﾗﾐｶﾞ

口径29.2

くびれ径 20．1

高さ 3().1

底径 7．8

f-66 83 1 甕

時期 Ⅷ群-111

底面小石痕↓

プ

ラ

ナ

ヘ

メ

コ

コ

ー

ケ

ヨ

榊

帥

キ

ヨ

ハ

聯
岬
睡
封
郷
部底

未

‐

へ

［

口

＋

イ

一

面

部

部

テ

面

ガ

部

外

体

体

タ

内

ミ

体

口網I 凹む

頚部段

口径 20．6

<びれ径 15．8

高さ 24．8

底径 7．9

窪
エ聖

１

２

１

２

０

０

１

１

~~

~

６６ｅ16

時期 Ⅶ群一Ⅲ

外面ハケメ後へラミ

ガキ

肩部段甕 口径 26．2

くびれ径 20．3

高さ 29．4

底径 （7~7）

３

７

８

８

~
６６ｆ17

集中Q

時期 VII群-111

内面ハケメ

18 1 【-66-71 1 甕 外面口縁部ナデ

頚部ﾊｹﾒ

体部ハケメ後

へラミガキ

内面口縁部ナデ

頚部ハケメ

体部へﾗﾐｶｷ

口縁部･肩部段口径

くびれ径

-古~､壁
I可ご

０

０

１

．

・

７

８

０

‘

２

２

５
１

く

-75

１

０

１

８

９

９

~~

時期 Ⅶ群 111

内外面口縁部ナデ

体部ハケメ

口縁部･肩部段口径 21．5

くびれ径 16.3

高さ 17．3

甕f-66-7219

集中K

時期 VII群一Ⅲ

20 1 f-66 72 外面口縁部ヨコナデ頚部横走沈線

体部へラケズリ

内面口縁部ヨコナデ

体部ハケメ後

へラケズリ

口端I 凹む口径

くびれ径

高さ

底径

４

０

１

〕

。

。

・

５

７

０

０

．

２

２

３

９
く

集中 J

｜時期 Ⅷ群一Ⅲ皿塑1Ⅱ ’
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1I1 美々8遺跡A地区の調査

蛇掘匹 法 量

-言語
文 様 備

~

集中 J｜

~弓
器形の特徴14Y｣、

技法の特徴 考｜~

~
口端部凹む

口縁部強〈ﾀ仮

｜I f-66-82 甕 口径 26

くびれ径 17

高さ （24~’
0

内面口縁部ナ

時期 VII群’
｜｜

’

７
体部ハケメ｜

’

｜

’

11

L~

!-66-82 1

'
再「

侭

|‐? 、芦

口

’

部強い段

1
｜

’

’

内外面口縁部

体部へラミガキ

2

唇 2コ単位の

短刻文

１

９

１

５

－

１

１

径れ

径

び

さ

径

口

く

高

底

~

~
｜

’

時期 VI1群 Ⅱ

’
Ｏ

ハ

リ

九

Ｊ

｜

’

十一
~~

口径 12.6

くびれ径 11－2

高さ 13．4

底径 5．8

~口端部 丸い

~~
~~

外面口縁部ヨコナデ

体部カキメ後

へラミガキ

内面口縁部ヨコナデ

体部へラミガキ
~

3 1 f-66-
~

~
｜

’

｜

’

~~ ~Ⅱ
｜

’

72
~ロ仏〃

｜

時期 Ⅶ群 11~~

口径 (10.8)
1

~

e-66 01 壷
~

部外傾 外面口縁部ヨコナデ 大I外面里

くびれ径 鞘割く 沈縛脈1部4 ．→ハニ

高さ （13.5） 休部中位張り出ブ 後へラミガキ

内面ヨコナデ 時期 Ⅶ群一ⅡI

~口径と体部の径がほぼ同じ
、P

／: ‘，
~u

~

甕３

４

９

９

~
６６ｆ 口径

くびれ径

高さ

底径

９

５

１

８

２

８

３

８

２

１

３

内外面

口縁部荒いハケメ

体部荒ぃハヶメ後

へラミガキ

体部下位～底部

へラミガキ

口縁部横走沈線

集中N

時期 VII群－11
~

~
口辮凹む

口縁部段

26 1 f-66 74 甕 口径 （27.2）

くびれ径 19．4

高さ 28．6

底径 7~9

内外面口縁部ナデ

体部~底部

カキメ

頚部横走沈線

集中M

時期 VII群－1V

”

~

f-66-90 口径

くびれ径

高さ

外面口縁部ナデ

休部上位ハケメ

休部中位

へラミガキ

内面ﾊｹﾒ

９

９

１

。

・

５

１

６

・

２

１

０
２

~

口縁部～肩部

横走沈線

集中G

時期 VII群 ハ

外面口縁部ナデ

体部~底部

へラミガキ

内面へラミガキ

28 1 f-66 93 1 鉢 口径

くびれ径

高さ

底径

口径

くびれ径

高さ

口綱凹む

肩部段

０

４

８

２

４

３

２

~
~
~
~
~
~
~

２

７

９

４

１

５

４

２

１

１

１
口唇部短刻文

頚部横走沈線

時期 VII群-V

29 ２

３

８

８

６６ｆ 垂
ユ型

口唇部短刻文

口縁部･頚部

横走沈線
｜

’ 時期 VII群-vI |
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7 I黒層出土の遺物

’
「寺一屋 ｜ 借備文 様

’ 考
層喜｢亮 技法の特徴器形の特徴法 量名称掘区 ’

｜

’
集中 I

時期 VII群一Ⅵ

~~
ｌ
ｆ

~

口縁部ナラ

ハケメ後

面

部

外

体

~
口径

くびれ径

高さ

底径

９

８

１

５

~
~
~
~

５

０

２

８

、
／
Ｊ
『
０
／
ヨ
『
Ｊ
１
》

崔

麺

幸
￥
立１

１

２

８

９

９

~~
６６ １

１

２

８

９

９

~~
６６

I~I ~’上
ヘラミガネ

底部へラミガキ

内面口縁部へラミ

ガキ

|…闇‘"倫， _
’

~一一」－

|：
鳶~厩蕊T

~~

｜

’

口縁部短刻文

口縁部～肩部

横走沈線

｜

’

集

口唇部短刻文

頚部横走沈線

~~

内外面口縁部プーラ

体部へラミガキ

ﾛ端部立ち上がる口径

くびれ径

高さ

３

５

１

．

・

７

５

８

・

２

１

９
２

~

66-62 1 甕
戸戸〆

00ー、

中L

時期 Ⅶ群-VI
~

~

５

６

１

５

~
~
~
~

恥

肥

泌

８

~~

外面口縁部ヨコナデ

体部～底部ハケメ

後へﾗﾐｶｷ

内面口縁部・部ナデ

口径

くびれ径

高さ

底径

e-66－22 甕

32

nm

･乙

’｜

’ ｜ ’｜ 集中H

時期 Ⅶ群一Ⅵ体部～底部ハケメ
~~

~~

メ

後

メ

ケ

計

丁

ケ

ノ

ハ

メ

ケ

ハ

＋

ノ

ハ

却

叩

コ

部

キ

底

キ

ヨ

部

キ

体

ガ

一

ガ

底

ガ

ー

ミ

位

ミ

部

一

ミ

部

ラ

中

ラ

緬
噸
榊
一
勺
輌
聡
礎
卿
降

２

２

２

３

~
６６ｅ３３ 肩部段口径 (21_6)

くびれ径 17.3

高さ 30．5

底径 7．3

甕

集中H

時期 VII群-VI

34 1 f-67 85 口縁部～肩部

短刻文

頚部横走沈線

内外面ハケメ口端部凹む口径

くびれ径

高さ

底径

５

１

１

１

．

６

．

・

５

・

８

８

２

８

２

１く

甕

器表面剥落

集中 P

時期 VII群一Ⅵ

口唇部短刻文

頚部横走沈線

内外面口縁部ナデ

体部ハケメ後

へラミガキ

口端部 凹む口径

くびれ径

高さ

底径

７

６

ｊ

０

．

・

６

・

１

７

．

７

２

１

３
２く

甕f-66 94
旬F

uX〕

Ⅵ

対

群
１

１

１

人

加

叩

皿

補修孔

時期

文

線

刻

沈

短

走

頸

横

文

部

状

唇

部

歯

口

頸

鋸

内外面口縁部ナーテ

体部～底部

へラミガキ

口端部 凹む

底部の立上がり ほぼ垂直

口径

<びれ径

高さ

底径

１

６

９

２

５

５

６

２

・

２

５１

甕

｜ ’ 時期 VII群-VI1
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Ⅲ美々8遺跡A地区の調査

番号 発掘区 名称 法 量
~

器形の特徴 技法の特徴 文 様 備 考 ｜
’｜

’

勺ワ

､〕イ
遁 戸局丙

1－0イーイ 甕 くびれ径

高さ

底径 ~
ｌ

ｊ

１

．

３

７

・

８

２

４
３く

胴部径に比べ底径が非常に小さし 内外面へラミガキ 頚部複段の鋸歯

状文

肩部貼付帯上に

渦文

貼付帯直下斜沈線

口縁部欠失

器表面剥落

集中R

時期 VII群一Ⅸ ~~
38 f-6694 甕 胴径 24．1

高さ (18.2)

内外面へラミガキ 頚部鋸歯状文

短刻文

肩部 2段の貼付

口縁部・底部

欠失

器表面剥落’

帯上に渦文~ ~

口径 （18.1）

くびれ径(13.9)

高さ 22．3

底径 （8.4）

口端I丸い

口縁部ゆるく外反

~

口縁部ナデ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

39 f ハワ庁F

1ーO／一イ、 甕 面

部

面

外

体

内

口縁部 3段の短刻 時期 VII群一Ⅸ

又

頚部縦の沈線の間

に山形沈線

肩部横走沈線 時期 Ⅶ群一Ⅸ
４

５

７

７

７６ｆＯｌ ｜
哩
幽
砧

口端部 丸ぃ

口縁部ほ|睡直に立ち上がる

~

口径

高さ

底径

外面口縁部ヨコナデ

体部~底部カキメ

内面へラミガキ

口縁部貼付文

貼付文の間連続山

形文 時期 VII群一Ⅸ

4］ ’ （-67-85 口径

くびれ径

高さ

底径

口綱丸い

口縁部内傾気味に外反

21．4 《

ア

一

ブ

ナ

メ

リ

ナ

キ

ヶ

ズ

ガ

部

ハ

ヶ

部

ミ

キ

ラ

侭

縁

ラ

ロ

椛

砒

ゴ

ヘ

ロ

ヘ

面

部

部

ラ

部

面

部

外

体

体

へ

底

内

体

口縁部矢羽根状文

頚部縦沈線

肩部斜沈線

ｌ

ｊ

１

．

０

８

９

。

。

１

４

７

２

Ｉ

く

補修孔 2対

集中S

時期 Ⅶ群一Ⅸ

42 1 f-67-87 口径
ご一~~ ｊ

ｊ

６

７

３

１

４

。

。

。

．

・

３

４

４

７

５

く

く

内外面ナテ 口縁部貫通孔

夢ヂー，〒

高さ

底径

時期 VII群－1

f-678443 ミー
ー一 高さ

底径

底部上底ｊ

２

４

．

．

２

１Ｉ 手づくね

チュア
時期VII群-1~

補修孔 l対

内黒

44 f-6691 高坏

土師器一Qワ
屯ノ合

口径

高さ

底径

体部内外面 段19．8 面

部

部

外

体

底

口縁部ナデ

ヘラミガキ

ハヶメ後

へラミガキ

ヘラミガキ

ロ縁部ナデ

ヘラミカキ

高台三カ所に

透し
ｊ

ｊ

９

５

~
~

７

５

く

く

高台

内面

体部

｜

’
｜

’L 訓時期Ⅶ群一
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7 1黒層出土の遺物

文 様 ’’|名称’名称
備 考技法の特徴器形の特徴法 量発掘区番号

’

－

７

部

メ

リ

ナ

キ

体

キ

ズ

ガ

ー

カ

キ

ケ

キ

部

ミ

部

キ

ガ

ラ

ガ

縁

ラ

縁

ガ

位

ミ

ヘ

ミ

ロ

へ

ロ

ミ

下

‐

ラ

ラ

面

ラ

部

へ

部

へ

面

部

外

へ

体

後

底

後

内

体

f-66-81 坏

－82

口径

高さ

底径

14． ］

5．0

7．0

時期Ⅶ群-II

胎土海面骨針

含む

内黒

時期VII群-II

内外面へラミガキ休部中位段口径

高さ

底径

３

１

０

~
~
~

９

６

９

１46 1 f 66-81 坏

82 土師器

内黒外面口縁部~体部中位

へラミガキ

体部下位~底部

カキメ後へラミガキ

内面へラミガキ

休部下位 段口径

高さ

底径

６

４

８

~
~
~

８

７

８

１坏

土師器

f-66 8147

時期Ⅶ群－11

内里
IJJ h ,､内外面へラミガキ体部下位 沈線によるゆるい段

内面段

底部上げ底

48 1 f-66-02 高坏

-03 土師器

04

12

19

口径

高さ

底径

16．1

１

８

９

．

“

５

８く

時期Ⅶ群-11

内黒内外面体部へラミ

ガキ

底部へラケズリ

体部中位ゆるい段

底部平底風

口径

高さ

底径

２０

０

０

２

。
６

３

坏

土師器

２

３

１

７

７

９

~

~

６６ｆ49

時期VII群-111

内黒外面体部へラミガキ

体部下位~底部

へラケズリ

内面へラミガキ

面

部

部

内

体

底

弱い段

沈線

丸底

坏

土師器

口径

高さ

底径

２

９

０

~
~
~

５

５

７

１１

１

７

８

~

６６ｆＯ５

時期VII群-11

内黒外面口縁部ナデ

体部～底部カキメ後

へラミガキ

口縁部直立

沈線による段

体部下位段

底部平底風

口径

高さ

底径

坏

土師器

１

２

０

~
~
~

８

６

９

１f-66-81
『ーT

OI

時期Ⅵ1群一Ⅲ内面へラミガキ

内黒外面口縁部ナデ

体部～底部

へラミガキ

内面へラミガキ

底部丸底口径

高さ

底径

坏

土師器

７

４

０

~
~
~

６

５

８

１２

２

７

８

~
~
６６ｆ頁ワ

リ白

|蔦應I！’

－113－



~口
111 美々8遺跡A地区の調査

’
’

番号 発掘区 名称 法 量 器形の特徴

口縁部 ｜勾傾

体部下位段

底部上げ底気味

技法の特徴 文 様 備

Rq
Lノリ 坏

土師器

口径

高さ

底径

t 66-82 ６

０

５

~
~
~

８

６

１

１

１

内外面へラミガキ 内黒

集中 J

時期VII群 111

54 f 66-82 坏

上師器

口径

高さ

底径

底部 平底風１

８

５

~
~
~

３

５

４

１ 内外面口縁部ナデ

体部~底部

へラミガキ

体部上位沈線 内黒

集中 J

時期Ⅶ群Ⅲ

’

戸ノー

、、 e 66-01 坏

土師器

醍
歸
嘩
一
醍
鐸
唾

体部中位段
19Q
土nJ_、〕 内外面口縁部ナデ

体部へラミガキ

内黒

時期VII群Ⅲ（5.7）

（7.1）

(17.9)

6．1

（8.0）

f 66-8156 坏

土師器

内外面へラミガキ 内里
J~Jf h L,

’時期Ⅷ群－111

57 坏

土師器

１

１

８

９

６６ｆ 口径

吉坐
l程可ご

底径

９

５

５

６

６

５

１ 外面にl縁部プーデ

体部へラミガキ

内面へラミガキ

体部中位沈線 内黒

時期VI1群ⅡI

坏

土師器

58 ３

４

５

１

２

３

４

６

６

６

８

９

９

９

~~~~６

６ｆ 口径

高さ

底径

底部 平底風０

４

０

~
~
~

７

６

６

１ 内外面口縁部ナデ

体部~底部

へラミガキ

時期 Ⅶ群-1V

RQ
JJ ２

２

０

９

~
~
６

６

６

６

~
~

ｅ

戸

Ｉ

坏

土師器

口径

高さ

底径

口縁部外傾

底部平底風

５

１

０

~
~
~

７

７

７

１ 内外面口縁部ナデ

体部~底部
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時期VII群一、

60 f-6664 坏

土師器
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ｊ

ｊ

１

９

５

３

~
~
~

５

７

０

１

く

ｌ

Ｉ

~
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時期VII群一Ⅳ

剛 ４

３

４

７

８

８

~
６６ｆ 坏
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３

９

２

２

３

７

１ 回転へラ切り IS-9出土のもの

と接合

時期VII群－1V

坏

土師器

f 66-6562 口径
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４

１

８

~
~
~

４

５

５
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時期VI群-V

63 ３

４

３

〈

Ｕ

〈

Ｕ

Ｑ

ゾ

~

~

~

〈

ｂ

〈

ｂ

〈

ｂ

八

ｂ

ｅ

〆

Ｉ

口径
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底径

坏

土師器

３

０

８

２

５

４

１ 回転糸切り後整形 内黒

時期 V11群一V

64 f-6691 坏

上師器

口径

高さ

底径

13．6 内黒

ｊ

ｊ

Ｏ

５

５

７

く

く ’’ 時期 VII群－1
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7 I黒層出土の遺物

’ 備 考文 様技法の特徴器形の特徴法量名称発掘区番号
~

胎土小石多い回転糸切り坏

土師器

口径

高さ

底径

０

０

６

５

１３

４

７

７

~
７６ｆ65

時期 VI1群一､ワ貝
イ．』

房『ー

イ0

焼成悪い（生焼）口径

高さ

f 67-81 坏

92 土師器

１

１

．

８

４

・

１

３
１

66

時期 Ⅶ群－1

内外面

炭化物付着

時期 Ⅶ群－1

回転糸切り体部内誉(8.5）吉巽
｢可ご

底径

要墜
ユ

土師器

２

１

２

８

９

９

~
~
~

６６ｆハ毎

Oイ

7.7

回転へﾗ切り８

８

４

２

３

７

１径

さ

径

口

高

底

坏

須恵器

３

５

２

１

６

６

７

９

~~
~６６ｆ68

時期 Ⅶ群一V

69 坏

須恵器

口径

古弐
1石可ご

底径

０

２

１

。

・

８

２

３

・

１

６
く

f 66－82

時期 VII群一V

口径

古､Bで
｢匡可ご

坏

須恵器

６

，

Ｊ

．

５

？

〕

・

勺

１

２
１

２

１

２

８

９

９

~~
６６ｆ70

時期 VII群一ハ

径

さ

口

高

壷

謡須

f 6698 ２

１

．

２

６

。

’

４
く

ワ1
I」

時期 VII群

73と同一個体の可

能性アリ

時期 VII群

高さ （3.3）４

３

く

り

（

ｂ

（

ｂ

〈

ｂ

戸

０

〈

ｂ

~

~

ｅ

戸

ｔ

長頚壺？

須恵器

7ワ
J己

古一Jで
(5.1)i可ご長頸壷

須恵器

庁の

ID f-6663

時期 Ⅶ群

横走沈線

山形文

短刻文

外面ナデ

内面ハケメ後へラミ

ガキ

１

甕

螂~
Ｉ

e-66O274

時期 VII群V11

底面木葉痕

時期 Ⅷ群

ﾀ価ハケメ後へラミガネ

内面へラケズリ

底径 7．8

ｊ

甕

醗~

f-66-82
局rー

／、

内黒

底面「x」印

時期 VII群

平底坏

(底部）

土師器

f 668276

~｜ ’ ~

~
外面叩き目

内面当て員痕

須恵器f-66-6277
~01

’ ’時期 VII群
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Ⅲ美々8遺跡A地区の調査

(2)土器の分布と土器集中（図III-49～60)

美々8遺跡では取り上げ回数毎に、遺物の出土位置を記録した。 これを基に分布図を作成し、分布
状態を示した。図の説明をすると、線でかこったり、結んであるものは同一個体である。 ドットの点
は重なりがあるため出土点数と同じではない。分布図・土器集中に掲載した土器の大半は1/8に縮小
してある。

Ⅶ群-1 (図III-49)

このなかには北大IⅡ式に相当するものと十勝茂寄式がある。内黒の高坏が共伴する。分布はミニチ
ュアをのぞいて調査区南側の台地平坦部から縁辺部にかけて集中する。
Ⅶ群-11 (図III-50)

甕には土師器をまねたような形がいびつなものと沈線をもたないものがある。坏は内黒で体部に段

をもち、口縁部が外傾気味のものである。ほかに高坏もある。分布は調査区南側の台地縁辺部に集中

している。甕はl個体がつぶれた状態で出土するものが多い。坏は比較的広範囲に散らばる。
Ⅷ群－ⅡI (図111-51･52)

もっとも多く出土した土器群である。甕は、口縁部・頚部に沈線をもつものと無文のものがある。

坏は内黒で丸底と平底風のものがある。体部には沈線・段をもち、口縁部は内雪する。分布は調査区

北側の平坦部と調査区南側の洞れ沢とに分かれる。北側の平坦部では多数の個体が同一面に広がって

いた。土器集中Jでは内黒の坏・頚部に沈線をもつ甕・無文の甕が一括出土している。土器集中Kで

も甕と坏が一括出土している。 この辺りは特定の土器を集中的に廃棄した可能性がある。 24の内・外

面黒色土器は明確な共伴関係は不明であるが、出土地点。レベル差からみてこの群に含めてある。南

側の洞れ沢部は竪穴住居内及びその周辺に分布がみられる。なかでも、 1H-2住居跡に分布が集中

しており、同一個体が部位別に散らばっている。散らばりは4 ． 5ヶ所にもなる。 17甕は1H-1住

居跡の盛土直上から出土したもので、住居跡の構築時期を判明することができた。 このほか遣構間の

接合例もある （図III-20)。

Ⅶ群一Ⅳ（図Ⅱ1-53)

甕は口縁部から頚部にかけて横走沈線をもつ。坏は内黒で平底、体部に段をもたない。回転へラ切

りの須恵器が伴う。分布は調査区北側の平坦部、 eラインから東側に集中する。坏が2個体散らばる

ほかは比較的個体別にまとまっている。

Ⅶ群-V(図III-54)

甕は出土していない。鉢は口唇に短刻文をもつ。回転糸切りの土師器坏がある。分布は調査北側の

平坦部から斜面にかけて5個体、調査南側の斜面部で1個体みられる。個体別に散らばっている。
Ⅶ群一Ⅵ（図IⅡ-55）

甕は口唇・口縁部に短刻文をもち、頚部に多条の横走沈線がつく。 このほか無文の甕、回転糸切り

の土師器甕がある。分布は調査区南側で1個体みられる以外は、調査区北側の平坦部に集中する。同

一個体の散らばりが少なく、その場でつぶれた状態で出土している。土器集中Hは文様のある甕と無

文の甕が一括出土している。土器集中PはlH-1住居跡の盛り土の覆土中から出土したものである。
Ⅷ群一Ⅶ（図-56）

頚部の横走沈線上に鋸歯状文を重ね合わせた甕が1個体出土している。調査区北東側の台地縁辺部
で比較的まとまっている。

Ⅶ群一Ⅸ・X(図-56)

甕・鉢がある。文様は貼付帯・貼瘤・山形沈線・短刻文がある。分布は1個体が調査区北側の台地

‐
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縁辺部でみられるほかは調査区南側の洞れ沢に集中する。破片の散らばりはほとんどみられず、同一

個体が比較的まとまっている。平成元年度にもX群土器が洞れ沢の南側で出土している。擦文時代の

後半になると、平坦部よりも沢スジあるいは川岸へ分布がかわる傾向にある。 （佐藤和雄）

石器土器集中Nから、右辺に礫皮を残した黒曜石製フレイクが出土している。 （鈴木信）

(3) 土製玉（図III-61)

2個出土した。出土地点は調査区北側の台地平坦部である。隣接した平成元年度の調査区からは28

個の土製玉が出土しており、合計30個となった。形態については平成元年度報告「美沢川流域の遺跡
群VⅢ、美々8遺跡第1黒色土層の調査、土・石製品」 265ページに準拠した。

~

叩
⑬
国~~

Ｑ
、
帥

表Ⅲ－15土製玉一覧

図III-61土製玉

(4)石器（図111 62.63、表Ⅱ1 18、図版III-24の2)

石鍼（図III 62-1～5)

lは平基で先端が折れたもの、やや厚みのある剥片を加工している。 2 ． 3は凹基で片面に主要剥離

面を残す。 4は平基で片面に主要剥離面を残す。 5は有茎で片面に主要剥離面を残す。
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7 1黒層出土の遺物

スクレイパー（図III-62-6)

6は横長剥片の基辺と末端辺に調整を加えたもの。

模形石器（図III-62-7)

7は剥片の上部（右辺）に加鑿痕がつき、下部（末端辺左側） に階段状剥離やつぶれがみられる。
石核または模形石器（図Ⅱ1-62-8～13)

8～13は形態上は石核に分類されるが、上端と下端の剥離や断面形により模形石器と呼ばれる範嶬に
入る。 12は下半部が折れ、その面を再利用した刃こぼれがみられる。

石核（図IⅡ－62．63－14～16)

14．15は両極打法の石核で、 15は小円礫を素材としたもの。 13．15は石核の形態をとるが、周縁に微
細な剥離痕があり、両面の稜が著しく磨滅して丸くなっていることから石核石器のスクレーパーと考
えられるものである。 16は各稜に微細な剥離痕があり、 13．15に近い機能が考えられる。
原石（図Ⅱ1-63-17)

17は球果が発達した黒曜石の角礫で、角には不連続な剥離がみられる。

使用痕のある剥片（図IⅡ－63-18～22)

18は左辺を刃部とし、基辺の背面側に微細な剥離痕をもつ。 19は右辺を刃部とし、基辺の背面側に微
細な剥離痕をもつ。 20は左右辺・末端辺を刃部とし、基辺の背面側に微細な剥離痕をもつ。 21は末端
辺を刃部とし、左辺の背面側に微細な剥離痕をもつ。 22は左右辺・末端辺を刃部とし、基辺の背面側
に微細な剥離痕をもつ。

接合資料（図III-63-23～27)

23は厚手の礫皮を残した剥片が接合したもので打面は平坦。剥離の順番はb→a｡ 24は使用痕のあ
る剥片が接合したもので打面は平坦。剥離の順番はb→ao aは左右辺を刃部とし、基辺の背面側に

微細な剥離痕をもつ。 bは左辺を刃部とし、基辺の背面側に微細な剥離痕をもつ。剥離の順番はb→

蕊 鍵 鍵鍵鍵 ]蜜
逹譲＝

1

瀞塗0毒鰄“9聯鍔謬鰯馴 ． ” 唾~
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‘ ロ ”
図Ⅲ－62石器(1)
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7 1黒層出土の遺物

a｡ 25は礫皮をわずかに残した使用痕のある剥片と剥片が接合したもので、打面は平坦。剥離の順番
はc→b→ao dは同一母岩資料。 bは左右辺・末端辺を刃部とし、基辺の背面側に微細な剥離痕を

もつ。 23．25は同一母岩資料で、礫皮の状態やカーブから推定すると原石は小円礫の転石であろう。
26は残核と剥片が接合したもの打面は礫面。断面が楕円形の礫の扁平な面を打面としたもので、作業

面は作出していない。剥離の順番はb→ao c ．dは同一母岩資料の剥片。 27は使用痕のある剥片が

接合したもので打面は平坦。剥離の順番はb→ao aは左右辺・末端辺を刃部とし、基辺の背面側に

微細な剥離痕をもつ。 bは左辺を刃部として右辺に礫皮を残し、基辺の背面側に微細な剥離痕をもつ。

bは左辺を刃部として右辺に礫皮を残し、基辺の背面側に微細な剥離痕をもつ。 c ・．． eは同一母

岩資料の剥片。 27は礫皮の状態やカーブから推定すると原石は小円礫の転石であろう。

たたき石（図IⅡ－63 28．29）

28は細粒砂・砂岩の棒状扁平礫の片側縁を使用した。 28は細粒砂・砂岩の楕円礫の端部を使用した。

台石（図III-63 30)

30は細粒砂岩の円扁平礫の片主面を使用した。

剥片について(図Ⅱ1 63,表Ⅲ－16)

剥片は完形の個体について計測した。剥片の形態は、長幅比でみると0.6～2.0でピークは1.05、U

フレイクの長幅比は0.62～1.33でピークは1.25で、縦長剥片の範嶬に入るものが多い。Uフレイクの

なかで基辺側背面に微細な剥離痕を持つものは2点を除いてすべて縦長剥片である。 また、剥片の最

大幅については中央にあるものと末端にあるものが多いのに較べて、Uフレイクは中央にあるものが

半数を占める。背面に微細な剥離痕を持つUフレイクについてもUフレイクと同じ傾向を示す。

剥片の大きさ長さ×幅の表面積でみると、 1.7～11.9cm2の範囲にあり、 1.7～5.8cm2に集中する。U

フレイクの表面積は1.2～13.5cm'の範囲にあり、 2.1～5.3cm2に集中する。 また基辺側背面に微細な剥

離痕を持つUフレイクは3.6～11.2cm2でありUフレイクのなかでは大型である。

背面基端側からと基端寄りの側縁からの剥離がみられ、対向剥離は1点もみられない。 また礫皮の

有無については、剥片の60％が礫皮をもつのにたいしてUフレイクは1点のみが礫皮をもっている。

打面については、平坦打面（全体の38％） ・礫打面（全体の29％） をもつ剥片が多にたいしてUフ

表Ⅱ1-16剥片計測値一覧・グラフ ■ Uフレイク ●ﾌレイク
個数
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レイクは平坦打面（全体の82％） をもつものがかなり多い。打面の大きさは長さ×幅の表面積でみる

と剥片は0.01～0.16cm'に集中し、 0.04cm2にピークをもつ。Uフレイクは0.02～0.78cnl2に分散し、

0.14cm2ピークをもつ。剥片の打角は平均110｡ 、Uフレイクは平均113｡ 、基辺側背面に微細な剥離痕
を持つUフレイクは平均116.でありどれにもあまり違いがみられない。

以上をまとめると、剥片は背面に対向剥離がなく、礫皮をもつものが多い。 また礫打面をもつ横長

剥片が多い。剥片は礫素材から剥離されたもので剥片石器の調整作業で生じたものではない。Uフレ

イクは最大幅を中央に持つ縦長剥片が多く、礫皮をもつものが少ない。礫打面をもつものがないこと

から調整の進んだ段階の縦長剥片を選択していることがわかる。また基辺側背面に微細な剥離痕を持

つUフレイクはその中でもより長狭で大型のものを選択している。

石核との関係は、 26の接合列や礫打面があることから石核整形をせず、直接剥片剥離するものもあ

った。 また両極打法の石核との関係は見出せなかったが、 この種の石核は石核石器として使用されて

いることから、剥片生産を目的としていない可能性がある。

石器分布および接合図（図IⅡ－64．65）

石器の分布はおおまかに2つの集中域を持つ。ひとつは調査区北東隅の標高22.5m付近の台地上に

広がるもの。 この分布は平成元年度の調査区域に近づくにしたがって密度を濃くしており、平成元年

度の調査区域との関係を示唆している。 もうひとつは調査区南側の標高12.0m以下の斜面に広がるも

の。 この分布域はIH-1 ･ 2 ． 3付近に限られている。遺構との位置的関係では、土器集中の近く

に分布が見られる以外は目だった傾向はうかがえない。

フレイクはf 66-81･91に集中している。 f 66-81では、土器集中Oを取り巻くように分布し

ている。接合資料の23．25は土器集中Oのフレイクと接合関係を持つことからVII群-IIの頃のもので

~

~

図
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7 1黒層出土の遺物

あろう。Uフレイクは台地の上ではf-66-77．81 ･91に集中し、南側の斜面ではIH-2 ･ 3の付

近に集中している。接合資料の27a ･ c･eがIH-2から出土し、 27bがIH-3から出土して

いることより、 IH-2→IH－3の構築順が考えられる。このことから接合資料の27は2つの住居

にわたって1つの石核が利用されていたことを示しているのかもしれない。VII群-IⅡの頃のものであ

る。基辺側背面に微細な剥離痕を持つUフレイクは他の石器より狭い範囲に集中する傾向がみられる。

模形石器又は石核は台地の上のみに分布している。Uフレイクに較べて散在する傾向がある。石核

は台地の上南側の斜面に点在する。

礫の接合資料（図III 66～70、表III-17)

表III-17の見方は次のとおりである。 「No.｣接合固体番号で、図III-の67～70の接合線の一端に付

された番号である。 「破片数」は接合したものやその個体に属するものを表す。 「割面数」 とは礫を接

合しおえて残存する割面の数で、復元された礫が完形に近くなれば数は減少して行く。例えば完形個

体の「割面数」は「O」 となる。 「打ち割りの順番」についてはつぎのとおりである。丸付きの番号

は割った前後関係を表す。例えば「②」が付いた破片は2回目に打ち割ったさいに生み出されたこと

を示している。下付き番号は割面から観察した破片の数を示しており、 「1～3」は3個の破片が生

み出されたことを示している。番号の順番のきめかたは大きな破片を「1」 として、番号が多くなる

につれて破片は小さくなるようにした。なお下付き番号は割面から観察したもので実際に接合した数

とは異なる場合がある。 また、打撃位置は礫を平面に置いて安定する方の面を「主面2」、長軸上で

尖っている方を「端面2」 とし、右側の側縁（面）を「側面2」 として付した。 「打ち割りの順番」

の欄をみただけでは、割った回数と各回数における破片の数しかわからない。そこで次に「出土地

区」の欄には、検出された破片が各段階のどの破片と接合したのかわかるように接合関係を示した。

カッコ内は破片の出土地区を示している。カッコ内のr+」は接合関係を表しカッコ内「×」は同一

地区における破片数を表す。波線のアンダーラインは被熱した破片を表す。 「接合または最短距離」

についてはつぎのとおりである。カッコのない数字は個体間の最短距離を表し、カッコ内の数字は接

合距離を表す。また接合距離の合計や最短距離との合計には「＋」を用いて示した。なお完形個体や

完形に近い個体の形態は、搬入礫と同じくアルファベットの略号で示した。

砂岩の接合資料はおもに台地の東側とIH-1付近に集中してみられる。 4 ･ 9 ．10｡12｡20．21

は5m前後～15m前後の接合距離を持ち台地の肩部分に分布する。 1 ･15． 19は台地と斜面下の住居

跡付近の長い接合距離を持つ。 5 ．22．23．24は四方に分散した状態の接合関係を持つ。 19．26は同

じ段階のものが遺構と包含層に分布しており、かつ②段階以上なので他の場所で割られ別々に遺構内

に移動させられたと考えられる。 24は1点以外はすべて墓曠内から出土しており、意図的に剥離して

いることから埋葬時に割ってばら撒いたとも考えられる。

片麻岩の接合資料は、砂岩と異なり被熱した資料は見られない。分布

臆おも‘こ台地"東側と斜而下の住居跡付近に集中して…､接合雛離 ①"①
〆 、は砂岩より短い傾向をもつ。 38は①段階のものがIH-2から出土して

い…割られた割が【H 1 (床画出土)に持ち出されたと考え①ｩQ脅哩ciag
られる。

↓
流紋岩の接合資料は、片麻岩と同様で被熱した資料は見られない。お

もにIS-11 ･ IS-12｡ IH-3付近集中して…､接合距離は片 ③ｳo｡g
麻岩より短い傾向をもつ。41．42．45．47．52．55は①段階のものが遣図Ⅱ1-66礫の割れ方模式図

構内から出土しているので、割られ－部が遺構外に移動されたと考えら
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1I1 美々8遺跡A地区の調査

表Ⅱ1-17礫接合関係一覧

接合Nb 岩質礫片数割面数, 形態 打点位置と打ち割の順番 出 土 地 区 接合または最短距離(､)' 備考 時期
1 砂岩 16+｡ 細片のため嬢察不能 f66-64,f6673‘f66-75,f66-81×2.f66-82×13 97.7 ⅧV被熱部分を削るf66-85,f66-90×3,e66-00.IP2
2 〃 3+a 2 ①1.2‘3,4,5 ①↓.雷.3(f60+-90,f66-90) 0,3
3 " 2+a 1 ①,.曾 :主,,①2→②1-2;主! ②,､2(f66-91-卜f66-91) 0-8 節理面で割れる4 " 2+a l ①』.z:主.①2→②I､2：側 ②,､2(e66-03+f66-91）
5 〃 ［8十a 細片のため観察不能 『66-72.“72~f66-75×乳f66-81.f6682蕊1【瀧十“6）

f66－91，？×3

6 " 2十a I ①｣.2 :主憩｡①2-→②,､塾 :主 ②,､塾(f6681-l-f66"81) 0.5
7 " 2+a 2 ①,.塾 ；主Z.①"→②1．2 :主』 ①1(f6681)‘②】 (f6681) 2.7
8 " 2+a 2 ①l2 :側,①2→②,., :主,②z→③,､2二主 ③1馨(f66-8】+f6681) 0.7
9 " 2+a 1 ①1．普 冒主2,①→②1．忽 :主! ②,､野(f66-82十f6681) 6．7
1(） " 2-卜a l ①,苫.3 自主, ①ﾕ.鼠(f66差94+f6681) 14.4
11 " 2+a ﾜ ①, :主2,①,→②,.z冒主2 ①z(f6671) ,②聖(f6673) ().6
12 " 3 O e ①]､2．3:主』 ①,､2.3(f66-62十一f6672＋f6672) 5．6
13 " 2 0 . ①$.2：主] ①1.2(f66-72＋f66-82) 1.3
14 ノノ 3+a O e ①Lz,3.4 :主, ①19瓢(f66-32+f66.-82+f6683〉 0．6
15 " 4 () ｡ ①↓.塾 :主2‘①m→②,.z §主2‘②】→③,.聾 :端 2(f66-66) ,②2(f67-75) .③,.2(f66-75+[ 118.3

66-92）

16 〃 3+a l ②z(e6602),③』.z(e66O2＋e6602) 0.6段顕:謙g醤藍|，璽二､鐸17 " 2+a 1 ②,.z(e66-03+G6603) 0．9
18 " 3 (} g ①,.z. ： .主』 ①1．選訂(e66-03+e66-03+e66O3) 1 .1 やや風化している
19 " 9＋a 7 ①,.z :側,①1→②,.z､3.ｲ.5 :主』 ②2 . 3 . 4(IH-3十IH-3+f6786) 24.5+(6].2） ｜ ⅦHⅡ①2→②6.7 :主2,②,→③1.2号主を.②s→③3.. :主2②?(f6784)．

20 " 2~+α’ ? ①z(f66-63) .②要(土器築中L) 4． 1①,~’ ：側,①‘→②{~｡ ：主‘ v,,_vI
③且(f67-84)．〔67-93.f-6794,IH- 1 ,III 3,

21 ノノ 2 0 g ①ｪ.量：主‘ ①,.ご(f6674+f66-63) 4.9
22 " lU+a 4 ①,藍:端､①2→②3.4 :主Z,②,→③]､壁勘 ②識.4(IH‐'十f67-84),③｡(f6784),④2.34(f 32.9

③1→④2．M:端.④Z→⑤を:端.⑤1→⑥z目端』 6784+f67-84),⑥2(IH‐1),⑦2(f67-75)，
爵E曇;､菩璽‘差⑧z;主z画'茸⑨扇.:端． ori鯛)過り聖(瀞絆癖ｻ4）

23 ノノ 8＋a 細片のため観察ｲ､能 風化している
24 " 21十｡ () b ①,→②,.塾 :主!‘②,→③鯉 :主』,③』→④z :主】 ①2,②2.④z･紐,⑦2，⑧tは墓拡内出土 3().5+(1.0) 被熱部分を割る。

④1→⑤塾 ：主,⑤I→⑥2 :主』.⑥｣→⑦2：主2 ⑤g(IH-l).⑥2(f6785),⑨禦.3（IH-l) やや風化している⑦1→③z ：主2.⑧鴎一・⑨1．2 与主鮎,⑨,→⑩2 :主1
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25 " 2 O e ①,.z：主2 ①↓.農(f6676+f67-76） 0.6 風化している
26 " 3 0 . ①1．ｺ :側1,②,墾:主] ①2(f67-87),②,.塾(IS8+f67-75) 4.9
27 " 3+a l ①”:主Z,①』-.,②,.葱.翁 :主】 ②1.23(f66-90十f6690+f66-90) 0.3
28 3＋a ? 風化細片のため観察不能 8.5 風化している
29 " 2＋a I ①､.z:主,①z→②,.z :主 ②1籔(f66-91．ﾄｰf6691) 3．0
3() " 4+a O e ①,.園Z側,.①忽→②34;?,①,一・②1.2 :端 ②,.藍(f66-91十f66"91).②3‘(f66-91×2） 1 .2
31 " 2+a 3 9 ①12:主2 ①,.z(f66-8I+f66-91) 6.2 やや風化している
32 " 7+a 細片のため観察不能 5.8+1.7
33 " 5+a 3 ①,.Z :主,①2→②I､2 :端 ③2.3.‘(f66串63×3),③5.5(f“~63) 0.1 やや風化している
34 " 2 0 9 ①』.z:端3 ①12(f66-84十f66-84) ().1以下 非常に風化している
35 片麻岩 8+a ? 風化細片のため観察不能 IH-3とIS11とISI2から出土 2.2 風化している
36 " 3+凸 1 . ①｣.2.コ :端2 ①,､2.J( 【Hl+IH-1十f67…76) 9.5 やや風化している Ⅵl-Iil
37 " 3+a 3 ①恥.2 :主を,①z→②↓.望 :側Z,②患→③j 倉 :側璽 ②,(f67-75).③12(f67-75十f6775） 2．4
38 " 5＋a 3 ①,､2二主.①2→②,.塾.3二主,②2→③↓.塾 :主.②3→①,(IH-2) 19,9+(3.3) Ⅵl-llI

③34日側 ③,.雪(IIf-2＋f67-85)‘③34(f67-76-i- IHI）
39 " 6+a ? 風化細片のため観察不能 風化している
40 " 2+a ①,､2 :主,①,→②,.塾 :主 ②l塾(f66-75＋f66-75) 0．7
41 " 2 0 9 ①‘2:主2 ①m､2(IS-6十f66-69) 25．5
42 " 4 1 ①,.欝.3 :主[,①2→②1.2 :側 ①,.z､3(IS-】1×2-卜･f6783)②z(f67.8『j） 3
43 " 2十a l ①↓.理 :側2,①,→②12 :主塑 ②12(IS-l＋IS． l) 0.1以下
44 " 2 O C ①,.z:主婁 ①1忽(IS-l2+IH l ) 3．3
45 流絞岩 3 0 ①,､2 ：主,①Z→②,霞.3:側 ①』(IS-I1),②,.z(f67-83×2) 1－7
46 " 2 O e ①,､2;主! ①』.2(f67-93+f6784) 8,0
47 " 4 11 c ①j､盤:主,,①』→②,.z､3 :主! ①2(f6793） ,②↓.雪.3(f67-84＋IS-11十f67-93) ． 5.67
48 " 4＋a 2 ①12号端.①,→②,.z ：主,②2→③1.2.識.4主【 ②望(f6773) ,③1．恕4(f6793+f67-93十f6783） 3.6
49 " 2+a 5 細片のため観察不能 0.3
50 " 2+a 2 ①,､量 :主,①空→②,､3 ②,3(f67-93+f6793) 0．8
51 " 2十a 2 ①1．塗:?.①｣→②1.2 :主 ②,.富(f67-93．ﾄｰf6793) 0．6
52 ノノ 2＋a l ①,､2.3 :主Z ①13(IS-11+f6783) （).8
53 " 3+a 2 ①』.z ：?,①望→②,､2.a :主, ②,z,副(f6783+f67-93＋f6793) 】 ､9
54 " 2+a 2 ①,.z :主,①,→②,､2：主】 ②1.2(f6793十f67-93) 1．3
55 " 2 O e ①,､2 ：主, ①,､2(f67-83+IS-11 ) 3.82
56 " 2十a 1 ①乢曾 ;主.①2→②j,慾 :端 ②』塑(f67-83+f67-83) 0．2
57 " 3+a 2 ①j.2.:‘ :? ②曲宮.3(f67-84+f6784十?) 0. 1以下
58 〃 6 ①,｡：主.①1→②‘~z~3~‘ ：主,①｡→②s曝~？ ｜②,~2~3(f67~84＋f6793+f67-93>,②5~傷~7(f67-84 5.5

＋IS－11x2）

59 〃 2+a 2 ①,.z :側,①1→②,､望 :主.②鴬→③1．2 ③,.z(f6784+f67-84) 0．3

W ｜ ＃ ：鞘 ｜ ‘ 81:．: :房①｡一②‘響｡:主ゞ 8:鰐7§:職職"÷随7ｨ3ﾅf67-,3） 劇
62 ノノ 2＋a ①,.割.3 冒主． ①,､ﾕ.3(f67-84+f67-83) 2.7
63 " 3 O e ①z :側,①1→②]､2 :側含 ①z(f67-93).②,､恩(f6793+f67-93） 0.3
64 " 】2＋a 細片のため観察不能 8.15十1．9
65 安山岩 3+a 1 ①].z ;主全.①,→②12 :主ｴ.②2.->③,､宮 :主2 ①z(e66.-02),③I,含(e6602＋e66-02） 0．3
66 " 2+a l ①,､2,3 :主曾 ①聾.3(f67-71+f67-71) ().2
67 " 2 O e ①L2 :主， ①』.聖(IS-l2+f67-92) 2.8 非常に風化している
68 " 4+a 2 ①,､霞 :主1 ,①』→②12.3.‘÷α:主2 ②,､2.3.‘(f67-93+f6773十ISI1×2) 2.5
69 " 7+a 2 ①1．s :端,.①→②1.宮 ;主,,②,→③,.恕：主 ④,､2.3(IS-12×3) .④‘､5.5.7(f6793+f67-93十 1 .2 やや風化している

③倉･④,.2,愈.4.5.6.7 IS-l2×2）
70 " 3+a 7 ①,､藍 ：主,①2→②4．s §?･①ｴｰｰ｡②,.z､3 号? ②3(f66-90).②‘烏(f6681十f66-91） 4.4
71 珪岩 3+a 2 ①,.z :？‘①,→②,､語:?.②,→③1.2 :?, ①2(IS-9） ,②2(IS9),③!(f67-74） 2.4
72 " 4十a 5 細片のため観察不能 4
73 2 0 e ①1．z:主] ①t､2(f66.-81+f66-81) 0.2
74 泥岩 2+Q′ 1 ①,z､3 :主, ①2.3(e6602+e66-02) 0．1
75 " 2 () ①,ﾕ:側普 ①! 理(f6774十f67-7‘#) 0．4
76 ﾁｬｰﾄ 3+α‘ 1 ①,壁瓢.‘:？. ①,､2.3(e66"01+e66-01+e660】） 0．9
77 片岩 3十a 7 細片のため観察不能 0.1+(4.3）
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7 1黒層出土の遺物

れる。 43．44は遺構内で割られたか、ほかで割られたものが遺構に入ったのかは不明である。 58は②
段階以上なので、他の場所で割られたものの一部が遺構内に移動させられたと考えられる。
安山岩・珪岩・泥岩・チャート ・片麻岩の接合資料は、片麻岩・流紋岩と同様で被熱した資料は見
られない。分布はおもに台地の東側とIH－1 ・ IH-3の付近に点在する。接合距離は流紋岩と同
様な傾向をもつ。 69は②段階以上なので、他の場所で割られたものの一部が遺構内に入ったと考えら
れる。 71は①段階のものが遺構内から出土しているので、割られた一部が遺構外に移動させられたと
考えられる。 （鈴木信）

表Ⅱ1-18掲載石器一覧 材質 ’図番｜ 名称 ｜ 眉位 大きさ(mm) |
ﾛ ~．~’

里量(9
嘱曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒暇石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

24．9×19. 1×4． 1 3．2

23．5×19．0×2.9 2．4

20．4×]8. 1×6．5 1 ．7

23．3×22．3×8．2 3．0

20．0×17．0×4.0 1 .3

25．0×22.6×9.0 3.4

図111 591のﾌﾚｲｸと同じ

20．0×20．8×8．0 2．2

24 ．3×18，4×8．0 2．7

16． 1×13.0×‘1.7 1 .2

20．7×20．0×7. 1 2．0

14．7×16．8×5．2 0．6

19．4×22．6×3.9 1 .3

33．5×53．1×7.0 26.6

29． lx41 ．2×5.() 12.(｝

29．6×32．6×6.0 ‘1 .6

37．0×59．8×13．5 24．7

111-179のUﾌﾚｲｸと同じ

32』“Oxu7 1 a'
IⅡ 178のUﾌﾚｲｸと同じ

IⅡ2() 2のUフレイクと同じ

Ⅱ1 17-7のUﾌﾚｲｸと同じ

160‘2×69．0×24.3 375.8

(89.0)×78.0×(50.2） 478.9

143,0×(80.0)×37.8 830

IB 1回目

IB 1回目

IB 1回目

lB 2回LI

IB 2回目

IB 3回目

覆土

IB 1回目

【B 1回目

IB 1回目

IB 1回目

IB 2回目

IB 《1回目

IB 1回目

IB 1回目

IB 1回目

IB 1回目

覆土上のIB

1B 2回に1

覆土上の】B

覆土

覆土上のlB

IB 1回目

IB 2回目

I B 2回目

IB 1 1口1月

IB 2回目

窯1
f 6681

f-6681

f 6691

f 6691

［ 6671

f 6681

土器集中N

［ 6601

e 6601

f 6681

f 6681

1 bn5l

f 66－81

f 6688

f6688

f－6688

f 6788

1 1l-2

f 6783

I 1I 2
T 11 ”、

' ''一J

1 1 1－2
『 』、局司押

I bj イo

r ・6785

f 6681

G 6641

r .66-64

|図番｜ 名称 ｜ 発掘区 ｜ 隠位 ｜ 人きさ(mm) | 重壁(旦
鯛

０

６

８

１

３

６

５

５

６

７

２

２

６

６

７

９

２

８

６

２

２

８

５

９

３

６

毎

ｊ

３

ｐ

４

『

ｉ

８

４

４

。

◆

・

・

．

。

。

◇

・

・

‐

。

・

・

・

~

８

３

１

３

０

０

１

１

２

３

０

１

２

１

３

２

鋤

Ⅲ

田

９

刑

県曜石’

黒曜石

黒曜石
黒曜石

安山岩

安山岩

黒曜石

黒曜石

黒暇ｲ丁

黒曜石

黒曜お

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒I哩石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒畷石

黒曜石

砂岩

砂岩

砂岩

’

(5) 鉄製品（図Ⅱ1-71)

鉄津・サビを含めて10点出土したが製品は図示した2点である。出土地点は調査区南東側の緩斜面

部である。 lはクサピあるいはタガネと考えられるものである。同様のものが表土層からも出土して

いる。 （図IⅡ－11) ことからみて、表土層のものが混入した可能性もある。 2は刀子の柄を締める道

具と考えられるもので、表面のサビ部分がはがれている。 （佐藤和雄）

恩－．画0
2

1

一
一

10cm

図III-71鉄製品 L

表Ⅱ1－19掲載鉄製品一覧

5

’

|閥 大きさ(cm．9)

長9.7幅1.6頭厚0.9

長1.6幅0.9頭厚1.1

層位発掘区遺物名

I黒層上面クサビ(タガネ？） f-67 741

刀子の柄を締める道具 f-67-83
ﾉノ ノノ２
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111 美々8遺跡A地区の調査

表Ⅱ1-20 1黒層出土土器集計表 表Ⅱ1-21 1黒層出土石器集計表

’ －コ’ F
計

~

台
石
・
片

~ ’
発
掘
地
区

Ｕ
フ
レ
ー
イ
ケ

Ｒ
フ
レ
イ
ク

コ
ア
・
原
石

た
た
き
石
・
片

す 砥
石
・
片

礫
・
片

焼
け
礫
・
片

フ
レ
イ
ク
・
チ
ッ
プ

剥片石器 り
石

発掘区 分類VII群|分類VI群 分類不明 三」

同’

鴬|;|： 片

~

r 戸戸

I－bb I ７ 3 16 1 56 I 1 607 7()3｡ ｡

e-66 l 、171 1 ３ 1 ,175

｜

~
~

1 67 4 1 1 ~
~ 1 21 ) 757 801ひ

f-66 9,420 30 9，450

e－hb 1 20{） 》1R~~~

f 67 1.510 14 1,524
e 67 10 11

' ’
3

‘ ' 1
首
計

U

1 23 1芸_L
同’

1.恥~~~80 l ‘571 1(） 1 ,731
12.1()1 45 12，149

’
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8 11黒層の遺構とその遺物

8 Ⅱ黒層の遺構とその遺物

第1I黒色土層から発見した遺構には住居跡1軒、土壌5基、Tピット12基、フレイク集中2ケ所、
道跡2条がある。住居跡は南北に長い円形で確認面からの深さは、 1.16mを測る。出土した遺物から
みて昨年度検出された住居跡と同様、縄文時代早期のものと思われる。土曠には壁際にポイントが5
本置かれた状況で出土したものや、曠底に杭跡をもつものなどがある。Tピットは台地の平坦部から
斜面にかけて列をなすように検出された。小判型で杭跡をもつものが1基でそのほかは全て溝状のも
のである。 これらの構築時の掘り上げ土が8ヶ所確認された。道跡は過去の調査で確認された道跡の
間を埋めるものであることが判明した。 また枝道の存在も明らかになった。
遺物は約900点出土した。 このうち土器は約500点である。縄文時代早期末の東釧路1V式土器( I
b-4)が大半を占め、次いで後期末の堂林・三ツ谷・御殿山式に相当するもの(IVc)、初頭の余
市・入江式に相当するもの(Va)の順になる。 このほか早期の東釧路ⅡI式、前期の植苗式なども少
量出土している。石器は石鍼が多く出土しており、石斧・つまみ付ナイフ。スクレイパー・ポイント
がこれに次ぐ。擦り石は1点も出土しておらず、たたき石・台石・石錘などの礫石器はごく少量であ
る。 （佐藤和雄）

表IH-23 11黒層遺物一覧表Ⅲ－22 Ⅱ黒層遺構一覧

「
~~

~

’
~~

(1)住居跡（図1II-73･74)

調査区西側の斜面部（標高約15.5m)で1軒検出された。昨年度の調査では、縄文時代早期末のも
のとみられる住居跡が6軒検出された。 この内、 4軒は今年度の住居跡から南西側へ約20mの台地縁

辺部で検出されている。今年度のものは時期を決定できる遺物の出土はないが形状．覆土の状態から
みて、昨年度のものとほぼ同時期と考えられる。

IIH-1 (図Ⅱ1-73･74)

位置e-67-31･32 /平面形不整円形 長軸方向N-33o－W

規模3.73×3.0/3.13×2.48/11.6

特徴床面はEn-L層中に作られており、西側にゆるく傾斜している。中央部からやや南東側に2
．1×11.6mの範囲で非常に固くなっている部分がある。壁は北側では急に、その他はゆるく立ち上が

る。覆土はII黒･d,･d2 ｡En-Lが混入したものが主体で、床直上にはうすく腐植土がみられる。炉
跡は認められなかった。付属ピットは中央からやや北側に浅いピットが1個検出された。柱穴状小ピ
ットは壁際の床面と壁から32個検出された。断面は先端が細い杭状のものが大部分である。 この他固
くなっている床面から38個の杭状の小ピットが検出されている。

遺物覆土から土器片（東釧路1V式土器）が2点と石鍼が1点出土した。

時期縄文時代早期未の東釧路1V式土器期と考えられる。 （佐藤和雄）
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遺物名

土器

石器等

三J
百I

数量

536

381

917

遺構名

住居跡

土堰

Tピット

フレイク集中

道跡

遣構番号

IIH-7

IIP-12～16

TP－17～28

F･C－1．2

道跡4．5

数量

1

5

12

2

2
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8 11黒層の遺構とその遺物

(2)土曠（図Ⅱ1-75･76)

5基の土壌が検出された。 これは調査区の北側の平坦部から縁辺部にかけて分布するものと、南側

の斜面部に分布するものとに分かれる。いずれも性格は不明である。

ⅡP-12(図Ⅲ-75)

位置 e-66-22， 30

規模1.75×0.93／1.46×0.48／0.43 長軸方向N-01｡ -W

特徴台地上の標高約22.1mに位置する土壌である。平面が不正の長楕円形で1I1黒に掘り込まれた

底は平である。覆土は崩落と流れ込みである。 IIP-13と重複する。

遺物出土していない。

時期 IIP-13よりも新しい。

IIP-13 (図Ⅲ-75)

位置 e-66-20， 30 列B列

規模1.10×0.85/0.78×0.57/0.41m 長軸方向N-52｡ -E

特徴台地上の標高約22.1mに位置する土壌である。平面が不正楕円形で1I1黒に掘り込まれた底に

は小さな穴が4個所見られる。覆土は崩落と流れ込みである。 IIP-12と重複する。

遺物出土していない。

時期 IIP-12よりも古い。 （皆川洋一）

IIP-14 (図III-74)

位置e-66-25 平面形円形 長軸方向N-50｡ -E

規模0.68×0.56／0.46×0.33/0.39

特徴調査区北西側の台地縁辺部で検出された。小型の土壌である。塘底はTa-d2層に作られて

おり、地形に沿って傾斜している。覆土はII黒層に少量のTa d2層が混入することから埋め戻し土

の可能性がある。

遺物出土していない。

時期不明。

ⅡP-15 (図Ⅲ-75)

位置 e-67-13 平面形円形 長軸方向N-45｡ -W

規模1.41×0.74/1.20×0.56/0.53

特徴調査区南西側の斜面部で検出された。墳底はIII黒層に作られており、壁との境は不明瞭であ

る。覆土はII黒層･Ta d｣ ･d2 ･II1黒層が混入しているもので埋め戻し土と考えられる。

遺物南側の壁に沿ってポイントが5本・土器片が1点出土した。ポイントは出土状態からみて丁

寧に置かれたものと思われる。

時期出土したポイントからみて縄文時代中期と考えられる。

IIP-16 (図Ⅱ1-75)

位置 e-67-13 平面形円形 長軸方向N 83｡ -E

規模0.96×0.76/0.94×0.72/0.28

特徴調査区南西側の斜面部で検出された。曠底はTa d2層に作られており、地形に沿って傾斜

している。塘底と壁との境は不明瞭である。壌底の中央部からやや南側には柱穴がある。柱穴の規模

は径12cm･深さ28cmである。覆土は11黒層にTa-d｣ ･d2層が混入したもので、埋め戻し土と考えら
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れる。
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不明。 (佐藤和雄）
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IIP－15土層説明
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図III-76 11P-15と出土遺物．ⅡP-16

(3) Tピット （図IⅡ-77～85)

12基のTピットが検出された。 これらは、 1基(TP-28)が小判形で杭穴が伴うもの、残る11基

はすべて溝状のものである。

分布は昨年度報告のTピット配列図に昭和57年度と本年度のものをあわせた。その結果、新たに1

つの列が確認され、列の総数は7つとなった(A～G)｡TP-19･21の2基は列に属さないものであ

る。 （図Ⅱ1-77)。
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Tピットの掘り上げ土は8ヶ所検出された。いずれもTピットの南東側の斜面に排土されているこ

とが認められた。 （佐藤和雄）

TP-17(図III 78)

位置 e-66-22

規模2.41×0.97/1.46×0.24/1.71m 長軸方向N-01｡ E

特徴 IP-3と重複する長楕円形のTピットである。TP-20との新旧は不明である。

（皆川洋一）

TP-18 (図III-78)

位置 f-66-82 列A列

規模1.97×0.89/1.90×0.20/1.35 長軸方向N-14｡-W

特徴Ta-d｣層上面で確認した。A列の最東に位置する。長軸の向きは、等高線に対して直交す

る。南東壁は強くオーバーハングしている。塘底はEn-P層中に作られており、傾斜している。

遺物覆土から東釧路1V式土器が1点出土した。 （佐藤和雄）

TP-19(図Ⅲ79)

位置 f-66-84

規模1.90×1.07／1.52×0.30/1.40m 長軸方向N-23｡-W

特徴標高20.0～20.5mの台地縁辺に位置する長楕円形のTピットである。掘り上げ土が斜面下方

に見られTP-25の上に被さっている。近接してⅣ群c類の復元器が出土している （図III89-1)。

時期TP-25よりは新しい。

TP-20 (図IⅡ-78)

位置 e-66-22 列B列

規模2.47×1.04／1.75×0.16/1.62m 長軸方向N-03o W

特徴TP17と並列する長楕形のTピットである。曠底から中段の壁にかけては非常に幅が狭い。

TP-17との新旧は不明である。 （皆川洋-)

TP-21 (図III-79)

位置 f-66-63･73

規模2.42×1.10/2.24×0.43/1.29 長軸方向N-66｡-E

特徴Ta-d｣層で確認した。墳底は、ほぼ平坦で南西側に傾斜している。塘底の幅は約45cmとや

や広い。Tピットから約12cm南東側で掘り上げ土が確認された。範囲は残存している部分から推定す

ると、約8mの広がりをもつものと思われる。En-L･En-PとTa-d2が混入した土である。

TP-22 (図Ⅱ1-80)

位置 f-66-66･67･76．77 列G列

規模2.37×1.06/1.87×0.32/1.54 長軸方向N-50｡ E

特徴II黒層の下面で確認した。西壁上部の崩落が大きい。Tピットの南東約5mの斜面部で掘り

上げ土が確認された。範囲は6.6×5mである。

TP-23 (図III 81)

位置 f-67-84．94 列E列

規模1.77×0.89/1.87×0.27/2.04 長軸方向N-40｡-E

特徴II黒層上面で浅い凹みとして確認した。調査した結果、Tピットと判明した。E列の最南東

に位置する。壁は崩落が少なく、ほぼ垂直にたちあがる。掘り上げ土はTピットから約4.5m南東の

洞れ沢上で確認された。範囲は4.5×3mである。 （佐藤和雄）
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TP l7土層説明
11

1 黒色土 （Ⅲ黒）

2 暗褐色土 （11黒十dz＋d2S）

3 黒褐色± （11黒＞＞d]＞＞d2S）

4 明褐色土 （d2）

5 黒褐色土 （111黒）

6 にぶい黄 （En－L>Ena）

7 黒褐色土 （Ⅲ黒＞d2S＞＞dl）

8 黒色土 （II黒）

9 黒褐色土 （Ⅱ黒＞d2S＞＞d｣）

lO にぶい黄 （Ena）

11 黒色土 （11黒＞d2S＞＞d〔）

12 にぶい黄 （Ena）

13黒褐色土 （11黒＞d2S＞＞d』）

14 にぶい黄 （Ena）

15黒色土 （Ⅱ黒＞d2S）

｜
に

TP－l8

II黒TP－20土層説明
1 黒色土 （Ⅱ黒）

d1
2 黒褐色土 （II黒十．‘＞＞d霞S）

3 黒褐色土 （d2S＞＞11黒）

4 暗灰黄 （En-L>d2S）

5 黒褐 （II黒>d童S>>d【>>En－L）

6 黄灰色土 （Ena十En－L+11黒>d2S）

7 明黄褐色土 （Ena>En－L）

8 黒色土 （11黒）

9 黒褐色土 （II黒＞d2S＞d2）

一

TP－18土層説明

l 黒色土 (11黒>>d1>d3）

2 榿褐色土 (d2＞Ⅲ黒十d,）

3 暗榿褐色土 (d2+II黒）

4 暗褐色 （II黒>d2十En-L）

5 暗榿褐色土 (d2+II黒＞En-L）

6 黒色土 （II黒>>dz）

7 暗褐色土 (d2>ErlL+II黒）

8 黄褐色土 （En-P>>11黒>d2）

9 黒色土 (Ⅱ黒＞＞EnP＋d塾）

10暗黄褐色土 (En-P>11黒>d2）

11 黒色土 （II黒>>En-P>dz）
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8 Ⅱ黒層の遺構とその遺物
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1 黒色土 （Ⅱ黒）

2 黒褐色土 （Ⅱ黒十dzS）

3 黒褐色土 (II黒十d,>>d2S）

4 明褐色± (dz）

5 黒褐色土 （11黒>d2S＞＞dⅢ）

6 褐色土 （d2S）

7 黒褐色土 (II黒十dz＞d【 l）

8 黄褐色± （En-L）

9 黒色土 （II黒＞＞d2S）

10灰色土 （111黒十d隆S）
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Ⅲ美々8遺跡A地区の調査

TP－22

L TP－22
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TP－22土層脱明

l 黒色土 （11黒>d1 ..2）

2 櫃褐色土 （d2崩れ）

3 灰褐色土 （IⅡ黒崩れ）

4 黄褐色土 （En-L崩れ)

5 灰桾色-t （d2＋Ⅲ黒）

6 暗梧浄士 （d2>II黒）

7 黄褐色土 (Erl-L崩)

8 黒色土 （II黒＞d1 ..2）

9 暗灰褐色土 （Ⅲ黒＋11黒＞＞d2）

10檀褐色土 （｡z＞11黒･ '11黒）

11黄褐色土 （En－P>＞11黒.｡塾）

12黒色土 （II黒>En－P>d2）

13暗黄褐色土(En-P>11黒）

14黒色士 （11黒>En－P）
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8 11黒層の遺構とその遺物
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1 黒色土 （11黒＞d1＞dz）

2 暗褐色土 （11黒十．】＞d2）

3 燈褐色土 （d2＞＞11黒）

4 暗灰褐色土 （IⅡ黒＞＞En－P）

5 黄褐色土 （En－P＋En－L＞＞d2）

6 灰黄褐色土 （灰色ローム＞＞En－P）

7 明黄褐色土 (En－L>En-P）

8 暗褐色土 （11黒＞En－P＞d2）

9橿褐色土 （d2＞＞11黒十Ⅲ黒十En－P

lO暗褐色土 （11黒＞＞d2＋En－P）

11黄褐色土 （En－P＋En－L）
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図IⅡ－81 TP-23

TP-24 (図III-82)

位置 e-66-23 列C列

規模2.07×1.24/1.53×0.35/1.58 長軸方向N-22｡-E

特徴11黒層調査中に周辺よりさらに黒い落ち込みとして確認された。c列の最南東に位置する。

掘り込み面、覆土上面でTP-10の掘り上げ土が確認された. En-Pを主体で、範囲は一部失なわれ
ているが4×3.5mである。TP-10は掘り上げ土から北西約6.5mにある。

遺物覆土から土器片とたたき石が出土した。 （佐藤和雄）
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Ⅲ美々8遺跡A地区の調査
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TP－24土層説明

1 黒色土 （11黒十En P>d2）

2 黄色土 （En-P）

3 暗灰褐色土 (【11黒>En-P+d2）

4 暗黄色土 (En－L＞>En P）

5 黒色土 （11黒＞>d2）

6 暗袴角士 (d2>>Ⅱ黒）

7 灰褐色土 （ⅡI黒＞>dz＋En-P）

8 榿灰色土 （d1>>111黒）

9 淡黄色土 (En L>En-P）

10暗灰色土 (Ⅲ黒>d2）

11暗褐色土 (11黒+d2>En-P）

12暗灰褐色土 （Ⅲ黒十11黒）

13黄褐色± (En-P>>II黒十d，）

14黒色土 （11黒>>En－P）

15黄褐色土 （En-P>>II黒）
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TP－25土層説明

1 黒色土 (【I黒>En P>d2）

2 暗褐色土 (11黒十d1 ）

3 燈褐色土 （d璽）

4 灰褐色 (111黒>>d2）

5 黄褐色 (En-L>>d聾）

6 暗褐色土 (111黒＋En-l-+d塾）

7 赤黄褐色土 （d2＞En-L>111黒）

8 黄褐色土 (En-L）

9 暗黄褐色土 (111黒> d2+~En-P）

10黄褐色土 (En－P>>Ⅱ黒）

l】 暗褐色土 (11黒>>E洞一P）

12黄褐色土 (En-P>＞II黒）
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0 1m
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図III-82 TP-24と出土遺物・TP-25
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8 11黒層の遺構とその遺物

TP－26
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TP－26土層説明

1 黒色土 （11黒＞＞dz . ．!）

2 黒色土 (II黒>d]>d2）

3 暗褐色土 （II黒十d1＞d2）D12.“C

4 燈褐色土

5 暗灰色土

6 灰燈褐色土

7 黄椿伝.十

8 黄褐色土

9 暗灰褐色土

10灰梧伝.士

11 灰褐色土

(d2＞＞11黒）

(Ⅲ黒＞＞dz）
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（IⅢ黒＞dz＞En P）

(H1黒十．2）

(En－L＞Ⅲ黒＞＞d2）
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TP－26掘り上げ土土層説明

1 11黒＞En－P＞d1

2 d1のブロック

3 11黒>En－L ･P＋d2

4 En-P＋Ⅱ黒>d篭

5 11黒＞d2＋En－P
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図ⅡI-83 TP-26
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111 美々8遺跡A地区の調査

γI
CTP－27 D16．90
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A B16.鯛
TP－27土層脱明

1 黒色土 (Ⅱ黒>>d1+d2）

2 黒色土 (11黒＞d1>d冒）

3 榿色土 （dz崩れ）

4 暗灰色土 (Ⅲ黒>>d2）

5 暗梧角士 （d2＞11黒）

6 暗灰褐色土 （Ⅱl黒＞d2>En－L）

7 灰褐色土 (111黒>En-L>d2）

8 黄褐色土 (En-L>>d2＞ⅢI黒）

9 黄色± (En-L崩れ）

10黒色土 （II黒>>En－L）

11 黄色土 (En－L+En P>11黒）

12淡灰色土 (En-L+En－P十Ⅲ黒）

13黒色土 （11黒>En－P）

14暗黄色土 (En-P>En－L>11黒）

~
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TP-28
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TP－28土層脱明

1 黒色土 （II黒>dzﾌﾛｯｸ>En P）

2 黒色土 （11黒>d2>d&〉

3 暗褐色土 （d』>11黒＞dz）

4 榿色土 (d2崩れ）

5 黒色土 (11黒>dz）

6 暗灰色± (ⅢI黒崩れ）

7 暗黄色土 （En-P崩れ）

8 暗梧雀士 （dz>111黒）

9 暗灰色土 (Ⅱi黒>＞d璽十En-P）

10橿色土 (d2＞>[11黒＞En－P）

11 暗黄色土 （En P崩れ）

12暗措色土 (d2十m黒）

13黒色土 （II黒＞dz＋En－P）
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図ⅡI-84 TP-27．28
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8 11黒層の遺構とその遺物

e“-42

尋… 〃
TP－10

e“－43le6矛40

~~~
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図III-85 TP-2・10の掘り上げ土

TP-25 (図III-82)

位置 f-66 75．85 列G列

規模2.11×1.20/1.87×0.29/1.66 長軸方向N 68｡-E

特徴 11黒層上面で周辺よりさらに黒い円形のプランとして確認した。G列の最北西側に位置する。

覆土の上面でTP-19の掘り上げ土が確認された。

TP-26 (図III 83)

位置e-67-02･03 列E列

規模1.64×0.93/1.86×0.26/1.79 長軸方向N-30｡-E

特徴II黒層調査中に周辺よりさらに黒い円形のプランとして確認した。長軸の向きは等高線と平

行である。掘り上げ土はTピットから南東側約6m離れた斜面で確認された。範囲は4.4×3.3mで

ある。

TP-27 (図III-84)

位置f-66-58･68 列G列

規模2.02×0.85/2.12×0.36/1.50 長軸方向N-35o－E

特徴Ta-d2層で確認した。曠底はEn-P層の上面に作られており、地形に沿って傾斜している。

TP-28 (図Ⅱ1-84)

位置e-67-35 列D列

規模1.42×0.77/0.95×0.35/1.12 長軸方向N 75｡-E

特徴 II黒層上面で、浅い凹みとして確認し調査した。長軸の向きは等高線に対して直交する。曠

底のほぼ中央で、径8cm、深さ28cmの杭穴が検出された。Tピットから約3m南東側の斜面でEn-

P層主体の掘り上げ土が確認された。範囲は5.7×2.8mである。

これらの他に昨年度調査されたTP-2と10の掘り上げ土が確認されている （図Ⅱ1-85)｡TP-2

のものはTピットから南東側へ約4.5mの傾斜地にある。範囲は4×3.5mである。En-P層が主体

の土である。TP-10のものはTP-24で述べてある。 （佐藤和雄）
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111 美々8遺跡A地区の調査

(4) フレイク集中（図111-86･87)

F・C-1 (図Ⅲ－86， 87)

位置 f-67-89

特徴調査区南側の洞れ沢の標高7.00～7.50mに位置する。 3点の剥片石器と74点の剥片からなる。

剥片は全て黒曜石製で細片で使用された痕跡は無い。

遺物 lは礪璃製のドリル、 2は黒曜石製のRフレイクで石嫉の破損品の可能性がある。

時期不明

F･C-2 (図IⅡ－86， 87)

位置 e-66-23

特徴調査区北西側標高21.50mの台地縁辺に位置する。近接するTP 24の覆土からも剥片が出土

している。長径が80cm程の楕円形の分布で、遺物の数は中心付近では多く周辺に向かうにつれて少な

くなる。剥片石器106点、剥片71点からなり、特にスクレイパー類の占める割合は非常に高い。石材

は複数の異なる黒曜石である。破損した剥片は少ない。下段左は打撃面を上にしたときの横長比のグ

ラフである。大きさは異なるが縦に長く横幅が短い形状の剥片が多い。下段右は重量の軽い順に並べ

たもので5～129のものが比較的多い。 これらの結果はF・C－2の遺物がある基準の元に選択され

たことを現すと考えられる。加工や使用痕のあるものの分布に片寄りは見られず剥片のそれも同様で

ある。剥片は比較的小型でやはり使用しやすいものを選んで加工や使用を行なっている。

以上のことから、F･C-2は選択した剥片から構成され、なお且つその中でも使い易そうなもの

を加工したり使用したりしたものを含む集中であると考えられる。 （皆川洋一）
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8 11黒居の遺構とその遺物
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Ⅲ美々8遺跡A地区の調査

’(5)道跡（図IⅡ-88）

2条検出された。道跡4はe-66･ f-66区の発掘区の北端に認められたもので、台地上に続いて

いる。道跡5はf-66区の台地縁辺部から斜面に向かって下っている。道跡4は昭和56年度と平成元

年度に確認された道跡B･道跡4の間を埋めるものである。道跡5は位置関係からみて道跡4の枝道

と考えられる。

(6)動物の足跡（図III 88)

調査区北側の台地縁辺部から斜面にかけて分布している。Ta-c層除去後にII黒層上面で円形の

凹みが点々と続いているのが確認された。動物の種はこれまでの調査結果からみてキツネのものと思

われる。 （佐藤和雄）
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9 11黒層出土の遺物

9 .11黒層出土の遺物

(1)土器（図Ⅱ1-89)

土器は総数536点が出土した。 I群bl～4類･ II群b類･ III群a類･ IV群a類． IV群c類が出土して

おり主体はIb-4で408点次いでIVcの112点である。

a. I群b-1類(2)

2はo段多条の短縄文が施された深鉢形の土器の胴部破片である。胎土は硬く内面には炭化物が付

着する。 IIH-7・TP-18の覆土から同一個体が出土している。

b. I群b-2群(3)

3は条の太い絡条体圧痕文が施される深鉢形の土器の胴部である。

c. I群b-3群(4)

4は微隆起線の間に燃糸文風の羽状縄文または燃糸文が施される深鉢形土器の口縁部と胴部である。

d. I群b-4類(5～16)

全て深鉢形の土器の破片で、文様は燃糸文風の縄文を主体に縄端の押捺文、綾絡文、短縄文、縄線

文、 2～3本の条が並列して施されるものなどが見られる。 5は微隆起線が付される深鉢形の土器の胴

部で、器面には撚糸文風の羽状縄文と連続した縄端が押捺される。胎土は砂粒を含み非常に硬質であ

る。 6は綾絡文と撚糸文風の羽状縄文である。 7は深鉢形の土器の口縁で器壁は薄い。口唇には施文具

不明の刻みが入り、器面には縄線文と縄端の連続した押捺が施されている。口唇から内面にかけて炭

化物が厚く付着している。 8は口唇に縄の刻みが入るもので口縁直下には短縄文が連続して施される

文様帯がある。胎土にはチャートなどの小円礫を含む砂粒と微量の繊維が混じる。 9･10･11は撚糸

文風の羽状縄文が施されるもので、 10は撚りの緩い原体が使われている。 11は器面の剥落が著しく残

存する内外面には炭化物の付着が見られる。 12はf-6683からまとまって出土した深鉢形の土器であ

る。口唇に縄の刻みがあり口縁直下に3本の縄線文が巡らされる。その下方には2本の条が並列する撚

糸文と短縄文が施されている。胎土は岩片や繊維を含むもので器面の剥落が著しい。 13は撚りの異な

る3本の条が並列する撚糸文で菱形を構成する深鉢形の土器の底部周辺である。内面には炭化物が付

着する。 14は太い条を使った羽条縄文が施されたもので12， 13と共に束釧路Ⅳ式期の最末期のものと

考えられる。 15は自縄自巻原体の上端を連続して押捺した口縁で、 16は断面が先端の丸い尖り気味の

口唇を持つ無文の口縁で、口唇断面の形と胎土からIb-4と判断した。

e.II群b類(17～19)

17～19は器壁が厚く胎土に繊維が混じるもので、 17．18は明瞭な縄線文と斜行縄文が施されている。

f~Ⅲ群a類(20）

20は器壁の厚い口縁部で、口唇から器面にかけて細い条の押捺された貼付帯が付されている。

9.Ⅳ群a類(24)

24は口縁直下に沈線が入る口縁で、口唇には刻みが入る。

h.Ⅳ群c類(1， 21～23, 25～30)

27以外は鉢形土器である。 1の復元個体はf-66-84からまとまって出土した。内側にすぼまる口縁に

平行して2本の沈線が巡る。地文は0段多条の斜行縄文である。器面の剥落が著しく内面には炭化物

が付着する。 21～23は口縁部で器面には0段多条の斜行縄文が施される。 22は口唇に棒状工具で刻み

が施されている。 25は頚部がくびれる口縁で無文である。 26はe-6711.21からまとまって出土した

もので、器面には0段多条の斜行縄文が施される。 27は肩部に突起が付される壺形土器で0段多条の

斜行縄文の地文に尖った工具で沈線を施文している。岩片や砂粒を多く含む胎土で粗い作りである。
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9 11黒居出土の遺物

28は沈線で区画された部分を磨消し、角棒状の工具で刺突を施している。地文は0段多条の斜行縄文

である。 これと同一個体のものが昨年度報告の美々8遺跡でも出土している （図b-48-74･75)｡ 29

は0段多条の羽状縄文が、 30は斜行縄文が施されるものである。

（2）石器(図III 90～92)

石器類は381点が出土した。剥片石器175点、フレイク類115点、礫石器33点、礫・礫片58点である。

剥片石器は石嫉が117点と多く、礫石器では石斧が29点とその大半を占める。

a.石鐡(図III 90-1～51)

柳葉形鎌が12点、五角形鍼が8点、無茎擁が54点、有茎鍍が36点、不明が7点出土した。

1～5は柳葉形鑑である。幅が広く厚目のものが多い。 7～12は五角形擁で小型のもの(7～9)と比較的

大型のもの(10～12)とがある。 13～35は無茎鎌で、 13～29が平基、 30～35が凹基のものである。 16~

20．26は精徹な作りで形状や剥離技術が酷似しており、 これらは同じ時期か同一人物等によって製作

された可能性がある。 28は石材に所謂花十勝石を使用している。 36～51は有茎鍼である。

b.ポイントもしくはナイフ(52～55･57)

52， 53は菱形の尖基54は有基55は木葉形のものである。 57は黒曜石の棒状原石を使った大型の

ナイフである。図の上1/3には原石面が残っており刃部の剥離も粗いことから、 ここが握る部分もし

くは着柄部分に相当すると考えられる。

C.ドリル(56)

白色の不純物を含む黒曜石を使ったドリルである。

d.つまみ付ナイフ(58～71)

58～63, 69が表面の側縁に加工を施すもの、 64～68．70･71は裏面の側縁を加工しないものである。

61， 64， 70は尖り気味の先端部を持つ。 59.61～63．65･69･71は裏面側縁の刃部とつまみ部の凸部

に、 68は表面の下端部に光沢が認められる。

e.スクレイパー(72～77)

72は珪岩製の小型の箆状石器で、全面にタール様の薄い汚れが付着する。 73．75．76は黒曜石製の

スクレイパーである。 74は黒曜石製のエンドスクレイパー、 77は頁岩製のRフレイクである。

f石斧(78～80）

3点とも緑色泥岩製で刃部に摩滅摩滅が見られる。 78．80が両刃、 79が片刃のものである。

g.すり石(81)

砂岩製の偏平礫の縁を擦ったものである。礫面の一部は焼成を受けて赤化している。

h.たたき石(82)

三方に使用の痕跡が見られる砂岩製のたたき石である。図の左側は表裏の両面を打ち欠いており、

元は石錘の可能性がある。礫面の一部は焼成を受けて赤化している。

i ・台石(83）

安山岩製の台石である。表裏面の一部には擦った痕が認められる。

j .異形石器(84)

両端が少し尖る短冊形を呈した黒曜石製の異形石器である。薄い縦長剥片の表裏面に剥離を施して

全周を刃部状にしているが使った痕跡は見られない。

（皆川洋一）
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表Ⅱ1-24 11黒層出土遺物一覧

名 称 数 量 名 和 数 量 名 和 数 量

土器 Ib－］

Ib－2

1b 3

1b－4

11b

lⅡa

lVa

lVc

石器石錐

石鎌未製品

ポイント

ドリル

つまみ付ナイフ

ラウンドスクレイパー

スクレイパー

URフレイク

扶入石器

１
１
６
０
７
１
１
ｍ
郡

８４

５１

２

６

１

鍋

１

胆

９

１

１ フレイク

石斧

たたき石

石皿

台石

石錘

礫

暉
鯛
１
１
１
１
銘

三_L

固’

車公ヨー
小心口I

麺
一
”計

表III-25遺構出士遺物一覧

ノ

イ
レ

計

フ

礫

計

総

名 称 数 量 名 物 数 量 名 称 数 量

土器Ib l

lb 4

ドリル

つまみ付ナイフ

エンドスクレイ

スクレイパー

Uフレイク

７

５

卸
－
１
｜
獅
恥

、

２

５

刈

沼

三十 1，

1凸

石器石鍼

ポイント

２

表III-26遺構別出土遺物一覧

数
土

１

１

－

八

１

上

１

入

１

入

１

上

戸

『

Ｊ

一

司

覆

数
土

２

２

覆 一

低

量
塘｛

底

量
塘遺物番号 遺物番号名称 分 類 名称 卜 類

鍔

計

認

一

計

鍔

一

計

壁

計

畷

計

IIH－7 rP－24Ib－l

石鍼

Ib 4

ポインI

Ib 4

FC－］ 石器 石鍼

ドリル

URフレイク

ブレイク

１

１

１

別

Tp－1R
~旦冬 ▲リ

三J
口I

ウワ

イイ

FC2 石器 ドリル

つまみ付ナイフ

エンドスクレイパー

スクレイパー

Uフレイク

フレイク

２

２

５

別

汀

而

TP－l8 土器 １

４
~

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｂ

ｌ

三L
同’

十器

計

TP 24 Ib－4 １
二
１

三」

同I石器 177フレイク

礫

ひ

つ

１

三」
固’ h

表Ⅱ1-27遺構別出土掲載遺物一覧

遺構名 石材 長さ、x幅cmx厚さcnlx重さ9 石材図番号 図番号 遺構名層 名荊 長さcmx幅cmx厚さcmX重さ9 名称層

覆土
〃

黒曜石

〃

〃

１
１
△
、
ノ
臼
句
４
Ｊ
１
１
一
ｍ
ノ
当
向
く
Ｊ
４
ｑ
凸
Ｐ
、
Ｕ
六
階
Ｕ
１
１
ユ
ｆ
１
ｌ
ｎ
ノ
】
勺
１
１

~

~

~

~

~

~

~

、
ノ
ム
、
ノ
ム
ｎ
ｆ
卑
一
へ
Ｊ
Ｆ
ｈ
Ｕ
Ｆ
ｎ
Ｕ
Ｒ
抗
Ｊ
Ｆ
『
Ｊ
Ｆ
氏
ｕ
局
Ｊ
１
勺
Ｉ
上
司
’
八
八
ｈ
リ

ワ
ー
庁
Ｊ
１
ワ
ー
１
局
Ｊ
１
【
Ｊ
１
ワ
ー
１
月
Ｊ
１
向
Ｊ
１
【
７
ｆ
庁
ｊ
１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｎ
八
〕

IIH 7

〃

〃

IIP－15

"

Ib－］

Ib 4

石錐

lb 4

ポイント

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ⅲ

Ⅱ

Ｅ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

Rフレイク

ドリル

エンドスクレイパー

１

９

２

５

８

３

侶

ｌ

０

Ｕ

８

６

５

６

５

。

“

・

Ｌ
８
８
賂
妬
略
皿
脈
協
Ⅲ
肥
瀦
瀦

泳
が
い
い
酔
い
鮴
皿
昨
鮴
皿
小
砕

ｎ
Ⅱ
ｖ
八
Ⅱ
Ｕ
八
Ⅱ
〕
“
。
・

Ｘ

Ｘ

Ｘ

０

１

１

０

ｉ

１

０

１

１

１

，

ご

‐

４

戸

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

９
Ｊ
３
仙
乃
脇
蝿
矧
遡
肌
卯
的
帆

司
１
１
４
４
△
の
ノ
ム
０
．
・

卵
い
ぃ
刈
羽
踊
羽
低
刈
羽
羽
刈
巧

６
０
３
剛
賜
鮒
㈹
Ｘ
岬
淵
帥
仙
塊

勺
１
４
‐
月
４
塁
、
４
Ｊ
。
・
・

■
、
１
０
Ｊ

４

４

３

４

躯

６

５

幅

５

５

３

″

F〔

黒曜石
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2.64X1 .20x0.4lx(0.8）

１

１

７

２

０

６

７

７

０

０

１

．

１

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

２

９

１

３

５

６

７

８

７

６

０

０

０

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

７

１

９

６

９

１

３

３

４

３

２

２

２

２

２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

２

０

３

５

１

０

６

６

６

７

７

ﾉ 11 〃

〃

″

〃

Ⅱ

"〃

〃

リ

リ

″

″

″

ノノ

ノノ

Ib 1

1b 4

礫器

ドリル

〃

〃

U，

〃

黒曜石
〃

８

４

１

２

″

｜

Ｐ

Ｐ

Ｔ

Ｔ

〃

〃

〃
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．

７

８
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Ｊ
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７
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ｌ

Ｘ

Ｘ

５

６

３

４
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・

１
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Ｘ

Ｘ

｛

ひ

８
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５

□

ｏ

ｎ

ノ

ム

ハ
ハ
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表III-28 11黒層掲載土器一覧

図番号 名称 発掘区 層位 図番号 発掘地 層位名称

ａ

ｂ

ａ

８

Ｄ

ａ

ｂ

ｃ

ａ

ｂ

ｌ

２

３

４

４

５

６

６

７

８

９

ｍ

ｕ

吃

哩

吃

鴫

唱

Ⅲ

９８１１ １

１

２
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表Ⅱ1-29 11黒層掲載石器一覧
大きさ(c､）
長さx幅x厚さ

大きさ （口､）
長さx幅x厚さ

図番号 名称 発掘区 層位 璽さ(9) 石材 石材図醤号 名称 発掘区 閻位 堕さ(g）

Ⅲ-90‐1 砿
〃

f-67-94

e 66-O4

e-67-03

f-67-O3

f 66-94

f-67-74

f ･66-73

f-6776

f-67-73

f 6776

f-67-74

f 6787

f-67-64

f-67-74

f 6784

f-67-87

f 6773

e 66 l2

e-66-l2

e-66-l2

e 66園07

（ 6682

f-66-93

f 6789

f-67-64

f 6681

f-67-83

f 6784

f 67-76

f-67-75

f-66-95

f-67-04

e-66-21

f-67-94

f-67-87

e66O4

f-67-脚

f-67-94

f-67-89

f-67-94

e 66-O6-4

e 6603

ｌ

２

ｐ

４

４

口

４

６

句

』

１

３

２

３

１

３

５

２

２

３

１

５

２

３

５

５

１

２

３

５

句

』

６

１

．

２

６

３

３

１

１

２

‐

ｌ

‐

４

２

~
~
~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

８

８

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

－

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

Ｉ

１

１

１

１

１

１

（2.69)x0.950.261

2.帥x1 .35x0.40

3,33x1 .40x0.36

3.10x1 .39x0．42

（3.50)x1 ,55x0.54

（2.73)x1 .04x0.27

1.64x0.73x0.20

（1.98)x0.69x0.20

（1.88)x0.64x0,18

2.00x0.90x0.24

2.15X1 ,55x0．19

1.85x1.08x0.22

（1.40)x1 .35x0.24

1.9lx1.50X0.31

1 .79x1.40x0.29

（1.69)x1.31x0.20.

1.86x1.37x0.24

（2.90)x1.14x0.17

2.38X1.31x0.22

2.40x1.20x0． 19

2.03x1 .60x0.26

（1.98)x1.65x0.34

(2.30)x1.55xO‘26

（2.20)x1.60x0.30

2． .lOX1.90x0.21

(2‘49)x1.75xO‘41

(2.73)x1.69x0.32

1 .95x(1.40)x0.35

2.29x(1 .55)x0.23

(1 .64)x1.38xO‘30

(2.09)x1 . 19x0.20

2.00x1 .40x0.35

1 .65X1 .80x0.20

（1 .10)x1 .50x0.37

3.00x(2.95)x0.39

1.81x1 .20x0.37

(1.80)x(1 .48)x0.39

1.80x1 .46x0.40

2. l5xI -48xO,53

2.45x1.39x0.40

2.36x1.50x0.30

(2.10)x1.30x0.42

黒曜石 黒曜石石鹸 I-66-93

e 6627

f-67-72

f-67-89

f 6786

f-6763

e-66-l2

f 6699

e-6740

f-66-8I

f-6778

f 66-85

f-6783

f 6789

（-67-76

f 6674

e-66-0O

f-6794

f 6773

e 66ll

e-66-01／f-66-9

f-66-62

e 67 21

I-67-75

E 6622

f-66-85

f 66壼92 ．

f-67-80

e 6736

e-66-21

（ 6787

e-66-23

e 66-00

f 6789

f-6787

e-67-20

e-6729

e 6706

e~67-O3

e-66-24

e-66-l7

e-6740

３

２

１

２

１

４

２

１

４

１

３

１
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２

５

２

２
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３
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３
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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３

８

３

８

８
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

~~~
~~Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅱ

Ｂ

刑

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

(1 .2）

0．7

1 ． 1

(1 .4）

1．3

1 ，0

1 ．5

1 ．8

1．2

(2.4）

6．4

6．4

(2.8）

7． 1

130．2

6．6

6．0

6．6

29．3

14．5

17‘3

7．9

5，1

6．8

9，1

15．6

9.4

16．0

15．7

2．5

7．0

13．9

(3. 1）

16．6

65-8

242.2

62．7

(55.3）

472,6

346.6

19兜

23．9

１

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｌ

６

３

２

６

０
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２

２
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５

４

４

５
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０
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８

５

５
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１
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７

７

２
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６

０

０

Ｌ

Ｌ

Ｌ

低
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ｌ

い
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ｌ
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ｌ

ｄ

ｌ

帆

仙

ｑ

１

ｕ

ｕ

１

乢
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伽

ｕ

Ｌ

１

１

ｕ

１

ｌ

ｌ

ｌ
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ｌ

１
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

３

４

５

６
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１

２

３

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５
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（2.60)x1 .4lx0.52

2.20x1 .55xO－34

（2.30)xl ‘30x0.40

（2.98)x1.68x0.47

2.98x1 .54x0.39

3. 10x1 ,49xO‘37

3.15x1.40x0.43

3.4lx1 .71x0.50

（3.25)xl“x0.35

（3.56)x1 .85xO-52

4.59x2.80x0.87

5.7lx2.50x0.69

（4‘41)x1 .45x0.60

5.40x2. 15x0.71

2.61x3.65x1 .86

3.90x3,10x0.81

4.53x2.5lx0.65

4‘69x2.60x0.71

7.40x3.40x1 .42

7. 1lx3.90x1 .45

10.20x2.79x1 ．冊

5.73xl ‘78x1 . 10

3.卯x2.50x0.79

5‘79x1 .95x0.70

4.帥x2.83x1 ，00

5.68x3.72x0.85

7,28x2.64x0,90

7.52x2.40x1 ．05

7.69X2.36X0.90

2.42xl ‘73x0.50

4. 17x2.62X0.75

3.30x3.47x1 ．14

（3.35)x1.98x0.64

7.03x3,28x0.80

8.70x5,03x1.58

12.92x4.04x2.63

(4駒)x(3,60)x(2.25）

(5.45)X(3.71)x(1.98）

8,40x10.08x3.70

(10.79)x(7.90)x(2.95）

15.34x13. 15x7,90

10.32x2.8lx0,80

３

４

５

６

″

〃

〃

〃

ノノ

ポイント

〃

８

９

川

Ⅱ

遡

脚

刑

隔

垢

Ⅳ

旧

砂

別

剛

塊

踊

別

妬

妬

〃

邪

豹

洲

別

弛

銘

洲

弱

珊

師

祁

胡

仰

似

岨

″

″

″

″

″

ドリル

ポイントﾅｲﾌ

つまみ付ナイフ

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

０

ｈ

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

酷
蝿

酷
〃
鑑〃

黒躍石

珪質頁岩

頁岩

〃

″

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

″

″

″

珪質頁岩

黒曜石

スクレイパー

″

″

り

ノノ

頁岩

緑色泥岩

〃

石斧″

石斧片

たたき石

石錘片

台石

異形石器
石

鮨

〃

〃

電
黒

〃
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Ⅳ美々8遺跡B地区の調査
1 概要

美々8遺跡の中で最も北東に位置する地区である。長らく用地未買収であったが、平成3年夏に用

地の買収が終わり、 10月に北海道教育委員会により範囲確認調査が行われた。その結果、遺物は出土

しなかったが、Tピット1基が確認されたことから、全域について遺構確認調査を要するとの判断が

なされた。 これを受けて、 I黒層、Ta-c層、 II黒層、Ta-d層のそれぞれ上面を対象として調査

を実施した。その方法は、まず重機によって上位の土層を除去した後、当該層上面を清掃して遺構の

有無を確認した。

2 1黒層上面の調査

(1)近現代の遺構と遺物（図IV-1)

17基のピットが確認された。方形(P-1～10． 17)のものが11基、円形(P-11～16)のものが

6基で、出土遺物と点数は次のとおりである。
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図Ⅳ－1 1黒層上面の地形と遺構
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3 Ta-c層上面の調査

ビール（バドワイザー）空罐2 .ジャム空罐1 ．その他空罐8 ．コーヒー空袋5 ． ミルク

空袋4 ．タバコ （ラッキーストライク）空袋1 ･単I形乾電池1 ･コードl

ビール空罐11 (バドワイザー10、ブルーリボン1) ・ジャム空罐3 (ラズベリー1、ピー

チ？1、不明1） ・千切りポテトフライ空罐1 ．その他の空罐23．巻取り罐の巻取り具

2 ．プラスチックスプーン3 ．コーヒー空袋12．袋入りコーヒー（未使用） 1 ． ミルク空

袋11．アーモンドチョコレート包装紙2 ･コード1

P－5

P 7

P 8 :空罐3 ･コード2

P-9 :ビール空罐27 (バドワイザー24、ブルーリボン2、ブラッツ1) ･その他空罐2 ．罐ビー

ルのオープナー1 ．タバコ （ラッキーストライク）空袋1 ．チューインガム？包装紙1 ．

コード5 ．ブレイドケース （替刃入れ？） l

P-12 :箒l

P-17:生子（海鼠）板(130×74cm) l

P－5 ． 7～9についてはその出土遺物からアメリカ軍の演習の際のピットであるが、それ以外の

ピットについてはその性格を明らかにしがたい。

(2)擦文時代の遺構と遺物（図IV-1～3、表VI-1M

f-63-48･49において、巨視的に見て3カ所の集石が確認された。 S－1は52個、 S－2は27個、

S－3は16個の小礫からそれぞれ成っている。 これらの小礫は砂岩、片麻岩、泥岩、チャートの順に

多い。

遺物は両面を使用した砂岩製の砥石が9 64-64で1点(NO8)、ほかに礫10点が出土した。

3 Ta-c層上面の調査（図IV-3)

遺構は確認されなかった。

遺物はf-63-55でV群c類の土器片2個体分(NO1～3とNO4～6) 38点、 9-64-78で黒曜石

製の無茎石鑛1点(No.7)が、残っていたI黒層からそれぞれ出土した。
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Ⅳ美々8遺跡B地区の調査

表W-1 集石(S-1～3)礫一覧

番号 長さx幅x厚さ(cm) 重さ(9) 石材 番号 長さx幅x厚さ(cm) 重さ(9) 石材 番号 長さx幅x厚さ(cm) 重さ(9) 石材

S-I 『〕f7

OD 5．55×2．44×1．49

6．71×3．11×2．27

6．90×4.00×1.63

5．40×3．40×1．02

4．96×3．09×2．40

5.00×3.18×1.84

4，88×3．91×1．68

5．46×2．87×1.60

5．35×4．70×1．95

8．38×3．72×1．65

5．00×2．79×1．62

6．00×2.66×1.90

4．84×3．53×1.13

6.18×3.23×1．50

4.60×3.16×1.76

4．61×3．09×2．04

5．14×3．20×1．40

6.30×3．50×1．45

6．29×3.19×1.55

6．29×2．82×2.02

四

石

四

石

四

石

四

石

山

石

山

石

山

石

山

石

山

石

山

石

山

石

山

石

″

〃

麻

麻

″

麻

〃

〃

〃

ノ

ノ

ノ

ノ

泥

砂

泥

砂

片

砂

片

泥

砂

片

泥

砂

４

３

１

０

５

３

１

８

０

０

１

０

２

６

９

５

１

６

０

２

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

２

２

９

１

１

７

９

５

７

６

４

６

７

６

３

７

４

９

１

３

３

７

５

３

６

４

４

３

８

８

３

５

３

４

４

４

３

４

５

５

13 4．69×3．44×1．62 47．2

14 4．93×3．33×1．07 29．0

15 5．76×3．90×2．58 76．4

16 4.15×3.30×1.55 29.0

17 5.46×3.24×2.20 56.8

18 5.16×3.54×1.40 38.9

19 4．88×2．97×1.10 23.5

20 5.78×2.94×1.25 35.3

21 5.17×3．27×1.39 35.2

22 6．34×4．18×1．75 76．4

23 4．03×2．77×1．52 23．2

24 5．24×3．24×0．90 26.2

25 4．44×4．10×1．36 34．6

26 4．81×2．73×1．71 34．9

27 4．66×2．14×1．14 16.6

1 5.70×3.33×2．20 56.8

2 7.06×3.23×2.00 77.3

3 6．17×3．85×1．61 62．5

4 7．33×4.40×1.61 74.8

5 4．52×3．75×1．40 41．5

6 5.10×3.55×1.65 44.1

7 5．26×2．75×0．89 20．4

8 6．40×3．66×1.19 63.8

9 6．33×2．88×1．47 50．5

10 5.76×3.37×1.80 47.1

11 6．33×4．19×1.37 56.3

12 8.60×4.40×2.00 116．1

13 8．13×2．64×1.13 46.3

14 4．70×2．55×1.02 21.2

15 5.11×3.80×1.84 46.5

16 6.64×3.34×0．89 27.9

17 4．72×3．68×1.56 43.0

18 7．06×4．06×1.49 64.6

19 6.04×3.37×1.24 44.9

20 5.11×4.03×1.96 63.1

21 5．26×3.62×1.68 48.5

22 5.20×3.09×1.47 40．0

23 5．47×4．83×1.16 52.1

24 4．86×3.70×1.23 36.7

25 4．57×3.00×1.74 33.2

26 4．58×3．69×1．43 37．9

27 5．44×3．22×1.55 39.4

28 5.61×2.72×1.11 28.7

29 5．10×2.42×2.42 47.0

30 4．94×3.00×1．37 29.3

31 5.15×3.73×1.60 45.0

32 5.90×3.21×2.14 51.2

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

S31 4.10×2.86×1.60 25.6砂岩

2 4．38×3.00×1.60 26.3 ノノ

3 3.81×3.65×1.49 27．8 〃

4 4．94×3．38×2．00 42．6 〃

5 6.70×3.87×1．96 62．2 片麻岩

6 6.20×3.09×2.20 53.4泥岩

7 6.10×3.13×l.65 51.2砂岩

8 4．44×2.61×1.18 19.1 "

9 4．55×2．47×1.65 27.6 ノノ

10 4．11×2．95×1.82 29.1 "

11 4.90×4.31×1.77 48.0 チャート

12 4．12×2．86×1.88 32.6 "

13 4.42×2.82×2．08 37.0砂岩

14 6.32×3.62×2.35 82．5 片麻岩

15 5.31×2.95×1.44 33.2砂岩

16 5.64×4.09×l.28 52.0 片麻岩

２－

Ｉ

Ｓ

5．55×4．13×1．66

6．02×2．96×1．60

5．55×3．93×1．65

3．86×3．24×2．29

5．66×3．34×2．08

6．22×3．05×1．14

4.30×2.30×1.58

4．88×2.50×1．72

6．65×3．14×1．84

5．45×3．57×1．55

6－14×3．73×1．88

6．15×3.40×0.95

３

２

７

８

０

８

６

２

１

６

６

２

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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4 11黒層上面の調査

4 11黒層上面の調査（図IV-4)

遺構は確認されなかったが、 II黒層上面に点々と残るTa-cは、過去の調査例から動物（おそら

くキツネ）の足跡と考えられる。

遺物はf-63-33でⅣ群c類の同一個体の土器片4点(NQ9)、 f-63-06で黒曜石製の無茎石鍍

1点(NO10)、 f-63-28で黒曜石製の両面加工石器（石鍼？）片1点(NO11)が出土した。

5 Ta-d層上面の調査（図IV-5～12、表IV-2)

北西一南東方向に2列、東側の列には17基、西側の列には5基、計22基のTピットが確認された。

これらはすべて溝状のものであり、底面に杭跡を有するものは一例もない。なお、TP 20は試掘調

査の際に確認されていたものである。

遺物はどのTピットからも出土していない。
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1V美々8遺跡B地区の調査
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5 Ta d層上面の調査
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i Ta-d層上面の調査

TP-8 ，～

＆
Ａ
ｌ B21 ．80

d2

黒(Hue75YR1.7/1) IIB>d2S

黒褐(Hue7.5YR3/2) IIB+d2S
明赤褐(Hue5YR5/8) d2) IIB>d!
褐灰(Hue5YR4/1) IHB

にぶい黄褐(HuelOYR6/4) EnL
黒褐(Hue7.5YR3/2) IIB+d2S

にぶい黄褐(HuelOYR6/4) Eni>EnP
黒(Hue7.5YR2/1) IIB

にぶい黄褐(HuelOYR6/4) EnL>EnP
黒褐(Hue75YR3/2) IIB+d2S

１

２

３

４

５

ヘ
、

//’
~
廷

６

７

８

９

町

C D21－90~
、

対

Ｂ

北

ギ

ノ
｜
噛
一
Ⅲ
一
町
印

~

~

~

g63-"

TP-9
／

A B21,“

1． にぶい黄褐(HuelOYR6/4) Enl>EnP

2．黒褐(Hue7.5YR3/2) IIB+d2S

3、黒(Hue7.5YRl.7/1) IIB>d2S

4．暗褐(Hue7.5YR3/4) IIB+d2S

5・黒褐(Hue7.5YR3/2) IIB+d2S

6．にぶい黄褐(HuelOYR6/4) EnL>EnP

7．黒(Hue7.5YR1.7/1) IIB>dzS

8． にぶい黄褐(HuelOYR6/4) Enl>EnP
9．黒(Hue7,5YR1.7/1) IIB>d2

Ｃ
ｌ D21-80

~

I-Ta-d2

FmB

En－L

En-P

E F21.帥

1．黒(Hue7.5YR17/1) IIB

2．明赤褐(Hue5YR5/8) d2

3．黒褐(Hue7.5YR3/2) d2>IIB

4． にぶい黄褐(HuelOYR6/4) EnL>EnP
5・黒褐(Hue7､5YR3/2) d2S>IIB

6．黒(Hue7.5YR1.7/1) IIB>d2S

H21.“Ｇ
’

1

Ta-d2

三ⅢB

En－L

~

n－P

ｍ■
可
１
日

〈
叩
〕
日
Ⅱ

図Ⅳ－8 TP-8～10

－187－



Ⅳ美々8遺跡B地区の調査
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5 Ta-d層上面の調査
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Ⅳ美々8遺跡B地区の調査
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7 Ta-d層上面の調査
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Ⅳ美々8遺跡B地区の調査

表Ⅳ－2 Tピット一覧

備 考長軸方位規模（単位m)グリッ｢、
1●

NO

N-86o E1.93×0.43/1.72×0.12/1.07f-62-081

N-75o E2．12×0.78/1.89×0.19/1．47f 62-09２

N-73° Ef-62-09･ f 63-00 2.04×0．54/1.76×0.13/1.08〕

N-63o E2.27×0.94/2.36×0.10/1．20f-63-0]4

2.00×0.64/1.68×0.12/1.05 N-57o －Ef-6302.9-63-92５

2.25×0.85/2.36×0.23/1.29 N56° 一Ef-6303．9-63-936

1.97×0.86/1.75×0.13/1.10 N-56o -E9-63-94７

2.20×0.84/2.31×0.18/1_31 N-49｡ -E9-6385.958

l層は他の遺構の掘り上げ土の可能性あり1.93×055/1.95×0_15/1.04 N-40｡ -E9 9－63－86

2.16×0.62/2.10×0.15/1.13 N-44｡ -Eg6376.8610

2.28×1.02/2.50×0.21/1.289－63－67．77 N-37. -E11

2.08×0.89/1.56×0.18/1.489－63－58．59 N61o E
1m

_L乙

2.57×1.07/1.54×0.19/1.45g-64-40.50
1つ

上0 N-52｡ -E

2.03×1.03/1.75×0.15/1.319-64-4114 N58o E

2.23×0.90/1.74×0.18/1.34g6432･4215 N-57° E

2.14×0.84/1.30×0.13/1.3816 9－64－24 N39o －E

2.00×0.91/1.40×0.20/1.4017 9－64－15 N-26o －E

1.77×0.57/1.75×0.17/1.0818 9-64-64 N-30｡ -E

2.38×0.84/1.96×0.18/1.34964-7319 N40o E

2.07×0.51/1.89×0.11/1.2120 g-64-81.82 N-65° 一E

2.14×0.86/1.95×0.17/1.3121 9-64-80 N-82｡ -E

2.25×0.79/2.01×0.20/1.3722 9-64-64 N-37o －E 1～4層はTP-18の掘り上げ土の可能性あり。

表Ⅳ－3 掲載遺物一覧

図 番号 名称 出十区 層位 長さ×幅×厚さ (cm) 石材 備考重さ(9)

土器(Vc) 3点接合IV 3 f-63-55 I黒I

5点接合２ ﾉノ 〃
『『~~

3点接合３ ﾉノ ﾉノ ﾉノ

2点接合1 ノ 〃 〃

5点接合5 ﾉノ ”
ﾉノ

6 )点接合ﾉノ
〃 ノノ

石鍼７ 9-6478 黒曜石3．55×1．51×0．32ﾉノ 1.6

砥石 (15,54)×11.19×4．029-64-64 砂岩8 961ﾉノ

十器(IVc)IV 4 II黒 4点接合9 f-63-33

石鍼 1 .83×(1_40)×0．2010 f-63-06 0．4 黒曜石ﾉノ

石鍼？ (1.68)×1.68×0．3711 f-6328 ノノ 0.9 〃
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付篇1 美々7 ・美々8遺跡の土曠に残存する脂肪の分析

㈱ズコーシヤ総合科学研究所中野寛子明瀬雅子

長田正宏

帯広畜産大学生物資源化学科中野益男

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質（炭水化物）および脂質（脂肪・

油脂）がある。 これら生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を受け

て崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作用によっても分解してゆく。

これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遣存するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥

炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。
（1）

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した約2千年前
（2） （3）

のトウモロコシ種子、約5千年前のハーゼルナッツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定した状態に保

持されていることがわかった。 このように脂肪は微量ながら比較的安定した状態で千年．万年という
（4）

長い年月を経過しても変化しないで遣存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違いによって誘

導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。 これらの脂質を構成している主要なクラス （種） 力§

脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂肪中では最も多い。その脂肪酸には炭素の鎖がまつすぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物

は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロ

ールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物はエルゴ

ステロールというように動植物に固有の特徴がある。従って、出土遺物の脂質の種類およびそれらを

構成している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遣存しな

い原始古代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺構・遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」 という。 この「残

存脂肪分析法」を用いて美々7 ．美々8遺跡から出土した土壌の性格を解明しようとした。

1．土壌試料

北海道千歳市美々の美々7遺跡は繩文時代早期末東釧路1V式期のもの、美々8遺跡は擦文時代のも

のと推定されている。 この遺跡中から出土した3基の土擴内外の土壌試料を分析した美々7遺跡の土

jgP43と土曠P45内および包含層と美々8遺跡の土堰IP2内および包含層での土壌試料採取地点を

図1に示す。美々7遺跡の試料No1～NO5は土塘P-43の底部中央、底部北壁、底部遺物付近、土曠

覆土3層上部、土曠覆土5層上部からそれぞれ採取した。 この土壌P43からは足型付土製品が出土

していた。試料No6とNO7は土堰P45の底部中央、土曠覆土1層上部からそれぞれ採取した。試料

NO8～No10は土曠P-43とP45の周辺の包含層の第1I黒色土居、樽前d,降下軽石層、第1Ⅱ黒色土居か

らそれぞれ対照試料として採取した。美々8遺跡の試料No11は土壌IP2の周辺の包含層の第1黒色

土層から対照試料として採取した。試料No12とNo.13は土曠IP-2の土曠覆土5層、底部中央付近から

それぞれ採取した。
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付篇l.美々7 ．美々8遺跡の土曠に残存する脂肪の分析
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図1 美々7 ．美々8遺跡での土壌試験採取地点

2．残存脂肪の抽出 表1 土壌試料の残存脂肪抽出量
t料NO 採取地点 海重量(9) 全脂質(ing） 抽出率(%）土曠試料1189～3729に3倍量のクロロホルム－屋MFu' ' '一ユー。 ｰ■ー‐ロ ーー ン 』H一一 戸

美々7遺跡

一メタノール(2 : l)混液を加え、超音波浴槽 ｜ 土壌P-43底 部 中 央 2"~8 14~ ’ 0~0059
ツ " 底 部 北 壁 249.5 22.2 0.0089

中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液を 3 〃 底部遺物付近 217~9 14~6 0~0067
．1 ′′ 覆土3層上部 209.8 56．7 0.0270

濾過後、残置に再度クロロホルムーメタノール混 5 ，， 週土ヨ層上部 ，34~ヨ 17~6 0~0075
6 土壌P45底 部 中 央 203.8 13~ 1 0.0064

液を加え、再び30分間超音波処理をする。 この操 7 〃 覆土1層上部 309~ ↓ 副~9 0~0168
8 包含層 第Ⅱ黒色土居 228.6 225.0 0.0984

作をさらに2回繰り返して残存脂肪を抽出した。 9 〃 樽前d1降下軽石層 372~3 88~2 0~0237

得られた全抽出溶媒に1％塩化バリウムを全抽出 10 ′′ 第m黒色土囑 24L」 6LO C~o253
美々8遺跡

溶媒の4分の1容量加え、 クロロホルム層と水層 Ⅲ 包含層 第1黒色土居 271 ~6 587~9 0~2165
12 土壌lP－2湖 土 5 層 193.8 182.3 0.0941

に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存 13 〃 底部中央付近 U8~0 Ⅱl~5 0~0945

脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表1に示す。抽出率は0.0059～0.2165%、平均0.0486%であった。 この値は全

国各地の遺跡から出土した土壌試料の平均抽出率0.0010～0.0100%よりは高いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成されていた。

このうち遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロール

（トリグリセリド)、ステロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在した

いた。

3．残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に5％メタノール性塩酸を加え、 125℃封管中で2時間分解し、メタノール分解

によって生成した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンーエチルエーテルー酢酸

(80 : 30 : 1) またはヘキサンーエーテル(85: 15) を展開溶媒とするケイ酸薄層クロマトグラフィ

ーで精製後、ガスクロマトグラフィーで分析した。

(5)残存脂肪の脂肪酸組成を図2に示す。残存脂肪から1l種類の脂肪酸を検出した。このうちパルミチ

ン酸(C16 : 0)、ステーアリン酸(C18 : 0)、オレイン酸(C18 : 1)、 リノール酸(C18: 2) ,アラ

キジン酸(C20 : 0)、エイコサモノエン酸(C20 : 1)、ベヘン酸(C22 : 0)、 リグノセリン酸(C

24： 0）の8種類の脂肪酸をガスクロマトグラフィー－質量分析により同定した。

各試料中での炭素数18までの中級脂肪酸の分布割合について見てみると、主要な脂肪酸がパルミチ

ン酸とオレイン酸でほぼ同程度の29～35％分布しているのが土壌P-43内の試料No1、No2，No3，No5

で、パルミチン酸とオレイン酸が14～21%分布しているのが美々8遺跡土堰外の対照土壌試料No11で

あった。主要な脂肪酸がパルミチン酸で約33～48％分布しているのが、土擴P-43内の試料No.4、土
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） 残存脂肪の脂肪酸組成

"P45内の試料No.6､No.7、美々7遺跡土曠外の対照土壌試料NO8、No.9、No.10であった。主要な脂肪

酸がオレイン酸で約33～39％分布しているのが土塘IP2内の試料No12､No13であった。一般に考古遺

物にはパルミチン酸が多く含まれている。 これは長い年月の間にオレイン酸、 リノール酸といった不

飽和脂肪酸の一部が分解し、パルミチン酸が生成するためで、主として植物遺体の土壌化に伴う腐植

物から来ていると推定される。またオレイン酸の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性

脂肪の両方が考えられる。植物性脂肪では特に根、茎、種子に多く分布するが、動物脂肪の方が分布

割合は高い。

一方、高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数20以

上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級脂肪酸はそれら3つの合計で土壌P-43内

の試料NO1で約19%、美々7遺跡土堰外対照土壌試料No.10で約48%、美々8遺跡土曠外対照土壌試料

No11で約54%分布している以外は他はすべての試料中で約21～36%分布していた。通常の遺跡出土土

壌中の高級脂肪酸の含有量は約4～10％であるから、すべての試料中で高級脂肪酸が非常に多く分布

していたといえる。特に、対照土壌試料である試料No8、No10､Nol1はそれら3つの高級脂肪酸含量の

合計が約36～54％と非常に高いものであった。 これは、 これらの試料採取地点一体に動物遺体が残存

していたか、植物腐植土中の植物性のワックスを構成する高級アルコールに由来する脂肪が残存して

いた可能性がある。 また、通常の試料中でよりも今回の試料中にはアラキジン酸が共通して非常に多

く分布していた。 これは葦や樹木などの植物遺体の表皮に分布するワックスに由来する可能性が高い
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付篇l .美々7 ･美々8遺跡の土曠に残存する脂肪の分析

4．残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテル酢酸（80 ： 30 ： 1） を展開溶媒とするケイ酸

薄層クロマトグラフィーで分離・精製後、 ピリジンー無水酢酸（1 ： 1） を窒素気流下で反応させて

アセテート誘導体にしてからガスクロマトグラフィーにより分析した。残存脂肪の主なステロール組

成を図3に示す。残存脂肪から13～17種類のステロールを検出した。 このうちコレステロール、エル

ゴステロール、カンペステロール、スチグマステロール、シトステロールなど7種類のステロールを

ガスクロマトグラフィー－質量分析により同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールはすべての試料中で約1～7％分

布していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロールは4～8％分布している。従って、試料

中に含まれているコレステロールは、特に動物由来のものであるといえるものではなかった。植物由

来のシトステロールは土塘P-43内の試料NO3と美々7遺跡土曠外対照土壌試料No10で約6～10%分

布していたのを除き、すべて試料中で約13～37%分布していた。 このうちシトステロール含量が30%

以上であるのは、土堰P-43内の試料NO4、土壌P-45内の試料No.6､No.7、美々7遺跡土堰外対照土壌

試料No.9､No.llで、全体的に見て今回の試料中でのシトステロール含量はさほど多くはない。通常の

遺跡出土土壌中にはシトステロールは30～40%分布している。

クリ、クルミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、すべての試料中でカ

ンペステロールが約1～4％、スチグマステロール

でのシトステロール含量はさほど多くはない。通常の

分布している。

ロール、スチグマステロールは、すべての試料中でカ

ンペステロールが約1～4％、スチグマステロール

が約4～11%分布していた。通常の遺跡出土土壌中

にはカンペステロール、スチグマステロールは1～

10％分布している。従って、試料中に含まれている

植物性ステロールは、通常の遺跡出土土壌と同じよ

うな傾向を示しているといえる。微生物由来のエル

ゴステロールはすべての試料中で約0.5～3％分布

していた。 これは土壌微生物に由来している。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロール

とシトステロールの分布比の指標値は土壌で0.6以
（6） （7.8）

上、土器・石器・石製品で0.8～23.5をとる。試料
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表2 土壌試料に分布するコレステロールと
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5 脂肪酸組成の数理解析

中のコレステロールとシトステロールの分布比を表2に示す。表からわかるように、分布比が0.6以

上を示したのは土堰P43では土曠底部遺物付近の試料No.3で、土曠覆土上部の試料No.4は対照土壌

試料のNO8､No.9と同じ0.04～0.06の分布を示していた。土塘底部の試料Nol､No2、底部に近い試料

No5では0.28の分布を示し、対照土壌試料の分布比よりも高い値を示した。従って、試料NO3を中心

に動物遺体が分布していたことを示唆している。土塘P45、土壌IP2では明瞭な分布が得られなか

った。美々7遺跡土堰外の対照土壌試料No.10の分布比は0.78と高かった。 この付近には動物遺体が混

入していたと考えられる。

5．脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関関係を求め、 この相関関

係を基礎にしてクラスター分析を行なって各試料間の類似度を調べた。同時に出土土曠を土塘墓と判
（9） （10）

定した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児埋葬用甕棺と判定した静岡県原川遺跡、出土土塘を再葬墓
（ID

（洗骨葬） と判定した宮崎県摺萩遺跡、同じ北海道内の遺跡で出土土壌を土曠墓と判定した納内3遣
Il2） （11） （10

跡、美沢3遺跡、後駒B遺跡・ハマナス野遺跡および人間の骨油試料に残存する脂肪酸の類似度とも

比較した。

各試料間の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にして表した樹状構造図を図4に示す。図からわ

かるように、美々7遺跡の土堰P-43内試料NO1、No.2，No3､NO5、土壌P45内試料No.6、美々8遺跡

の土曠IP-2内試料No.12､Nol3は相関行列距離0.05以内で大変よく類似しており、A群を形成した。 こ
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図4試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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付篇1 ．美々7 ．美々8遺跡の土塘に残存する脂肪の分析

れらA群の試料は再葬墓と判定した摺萩遺跡の試料と人間の骨油試料が形成するB群の試料と共に相

関行列距離0.15以内で類似していた。美々7遺跡の土曠P-43内の上層部試料No.4、土塘P-45内の上

層部試料NO7、土壌外対照土壌試料NO8､No9は甕棺と判定した原川遺跡の試料と共に相関行列距離

0.05以内で大変よく類似しており、C群を形成した。 これらC群の試料は土曠墓と判定した試料が形

成するD、E群と相関行列距離0.1以内で類似していた。美々7遺跡と美々8遺跡の土曠外対照土壌試

料No10､No11は単独でG群、H群を形成し、互いに相関行列距離0.15以内で類似していたが、他の試

料とはあまり類似していなかった。従って、美々7遺跡の土曠P43とP45の底部付近の試料採取地

点と美々8遺跡の土塘IP2内の試料採取地点は再葬墓の試料や人間の骨油試料に類似しており、土

jgP-43とP-45の上層部や美々7遺跡の土壌外対照土壌試料採取地点はヒト遺体を直接埋葬したと判

定した試料に類似していることがわかった。 しかし、 コレステロールの分布から見ると、土壌P43

の上部と土堰P45、および土堰IP2には動物遺体は分布しておらず、脂肪酸とコレステロールの分

布は一致しなかった。

数理分析の結果を総合的に判断すると、土塘P-43の底部付近にはヒト、動物の遺体が分布してお

り、土壌P45と土壌IP2にはコレステロール含量が少ないことから骨のみが分布していた可能性が

ある。

6．脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定

するために、中級脂肪酸（炭素数16の

パルミチン酸から炭素数18のステアリ

ン酸、オレイン酸、 リノール酸まで）

と高級脂肪酸（炭素数20のアラキジン

酸以上） との比をX軸に、飽和脂肪酸

と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種

特異性相関を求めた。 この比例配分に

より第1象限の原点から離れた位置に

高等動物の血液、脳、神経組織、臓器

等に由来する脂肪、第1象限から第2

象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、

第2象限の原点から離れた位置に高等

動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪が

それぞれ分布する。第2象限から第3

象限にかけての原点付近に植物と微生

物、原点から離れた位置に植物腐植、

第3象限から第4象限に移る原点から

離れた位置に海産動物が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関

図を図5に示す。図からわかるように、

すべての試料が第1象限と第2象限内

に分布した。土曠P-43内のNO1、No.2、

砲11 1 1 IHIﾉj版
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7 総括

No3､NO5、土曠P45内の試料NQ6、土壌IP2内の試料No12､No.13はA群を形成して第2象限内の原

点に近い位置に分布した。土擴P43内の上層部試料NO4、土壌P-45内の上層部試料NO7、美々7遺

跡外対照土壌試料No8、No9はC群を形成して第1象限から第2象限にかけての位置に分布した。

美々7遺跡の土塘外対照土壌試料はNO10はG群を形成し、第1象限の原点から遠く離れた位置に分布

した。美々8遺跡の土堰外対照土壌試料No11はH群を形成し、第1象限のX軸寄りで原点から遠く離

れた位置に分布した。従って、すべての試料中に動物に由来する脂肪が残存することを示唆している。

7．総括

美々7 ．美々8遺跡から出土した土塘の性格を判定するために、土擴内外の土壌試料の残存脂肪分

析を行った。残存する脂肪酸分析の結果、動物由来か植物由来かは判定できないが、主要な脂肪酸は

パルミチン酸とオレイン酸であることがわかった。 また、すべての試料中にアラキジン酸、ベヘン酸、

リグノセリン酸等の高級飽和脂肪酸が非常に多く含まれていることがわかった。

脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、各土壌内の底部付近は再葬墓の試料や人間の骨油試料

に類似しており、土堰内の上層部や対照土壌試料は動物遺体の存在を示唆する試料に類似しているこ

とがわかった。 また、種特異性相関図からはすべての試料が動物に由来するものであることがわかっ

た。

残存するステロール分析の結果、動物性コレステロール含量は相対的に少なく、動物遺体の存在を

示唆するコレステロールとシトステロールの分布比は土擴P43内試料No.3で0.6以上を示し、試料

Nol、NO2､NO5の底部付近では対照土壌試料よりも高い値を示した。土壌P45、土壌IP-2のすべて

の試料の分布比は低かった。

これら脂肪酸分析、ステロール分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、 ヒト、動物遺体

の存在を示す脂肪酸とコレステロールの分析結果が一致するのは土壌P-43だけであった。しかし、

土曠P43はヒトを直接埋葬したものではなく、再葬墓の可能性もある。土壌P45および土壌IP2は

動物遺体の存在を明瞭には示さず、土壌の性格を正確に判定することはできなかったが、再葬墓の可

能性は高い。美々7遺跡土塘外の試料No10付近には、遺構は発見されていないが、動物遺体の痕跡が

認められた。
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付篇2 美々8遺跡A地区出土の動物遣存体

千歳市教育委員会高橋理

遺構および出土状況の概要

報告する動物遣存体は、平成4年度(1992)に(財)北海道埋蔵文化センターによって行われた美々

8遺跡A地区の発掘調査において検出された、 IP-6 (6号土擴）の覆土の上面もしくは上層より

出土したものであるという。 この土堰は調査区のほぼ中程の標高16mの斜面上に位置し、樽前b降下

軽石層(Ta-b)下の第1黒色土居(IB)を堀りこみ、塘底は樽前c降下軽石層(Ta-c)に達す

る。長径66cm、短径38cm(推定復元部を含む）深さ24cmの楕円形を呈する。傾斜の方向に長軸が一致

する。調査者の所見によればIB上面を薄く剥いだ段階で2m×1.5mの広がりをもつ薄い炭化物層

が確認され、土壌はこの炭化物層に被われていたという (III 6 (3) ･図Ⅲ25･図版III-15-

3）。炭化物は回収されておらず詳細は不明であるが、実測図には木炭片がいくつか記録されている。

したがって土壌はIB上面のやや下方より堀り込まれたものであり、 この動物遺存体以外の出土遺物

はないことより近世アイヌ期の遺構であると考えられている。なおIP 6は美々8遺跡の他の遺構

からは位置的に離れている。

出土動物遣存体

出土した動物遣存体はヒグマ(U応"sαγ"osyesoe"sfs)の頭蓋骨の一部と判断される。前述のよ

うに保存状況は極く不良であり、調査者の判断により希釈したバインダーを骨質部および周辺の土壌

に塗布し、土壌ごと取り上げたものである。千歳市埋蔵文化財センターに搬入された後、バインダー

にて骨質部の補強を行いながら可能な限り土壌の除去を行なった。頭蓋骨の概要は次のとおりである。

残存部分は後頭穎下縁から底蝶形骨、翼状骨、口蓋骨、上顎骨にいたる部分である。ただし口蓋骨

および上顎骨は保存状況がきわめて劣悪であり、土壌と分離することができず、前顎部切歯骨はほと

んど消失していた。保存されていた歯牙は上顎右第四前臼歯一部(P4)、第一後臼歯(M1)、第二後臼

歯(M2)、左第四前臼歯、第二後臼歯である。左右の第四前臼歯は補強を行ったが計測に耐え得るま

でにいたらなかった。犬歯槽は確認できず、 また犬歯の有無は知り得ない。下顎骨は破片を含めてま

ったく検出されないことから、 この頭蓋骨が土曠に埋納された時点で既に欠失していたと考えられる。

この頭蓋については食肉目裂脚亜目クマ科に属すると考えられた。したがって北海道開拓記念館の

門崎允昭氏等が行なってきた日本産ヒグマ(U湾況sα沌/osyesO2"sis) とツキノワグマ(Uﾊ"s

/"6em""s/"0"czMs)の詳細な比較形態学的研究（門崎他1986･1987･1988･1989． 1990)の成

果をもとにして、種同定、性判別、年齢推定、形態的特徴（頭蓋長など） を求める作業を行なった。

ただし今回の出土資料について測定が可能である部位は、後頭穎、左右上顎第二後臼歯、右上顎第一

後臼歯である （図1)。 したがって門崎の方法の適用はこの測定可能部位に限られる。 （文中の測定値

の単位は、｡）

1）種同定

門崎は日本産ヒグマ(yesoc"s/s ) とツキノワグマ（ﾉ"0"た〃s)の犬歯および後臼歯の歯冠部の

形態、測定比較を行なっている （門崎他1986)。 それによれば両種の上顎第二後臼歯の歯冠部最大

長および最大幅の重複率はそれぞれ0.2％、 0.6％であり、種同定の判断基準として有効であるという。
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付篇2．美々8遺跡A地区出土の動物遺存体
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また第二後臼歯歯冠最大幅の位置に関して両種間で相違が認められ、 ヒグマでは第二後臼歯の前位、

ツキノワグマでは後位であることが総数314点の観察により明らかにされている。

また両種の歯列長における14測定部位についての測定比較を行い、上顎第一後臼歯と第二後臼歯間

(M' M2)の歯列長が種同定の基準として有効である （重複率0.1%) ことを明らかにしている

（門|崎他1988)。

さらに門崎は両種の年齢1歳以上の固体の頭蓋について、形態上の加齢変化、性的二型度、種間差

の検討を行なった。そのうち種間差に関しては18の計測部位について比較を行ない、両種の種間差が

最大となる部位は後頭穎幅(OCB重複率6.3%)であるという結果を得ている （門崎他1989)。

美々8遺跡出土資料の測定可能部位は前述のように限定されていることより第一・第二後臼歯歯冠

の最大長幅、歯列長および後頭穎幅が種同定にいたる測定部位となる （表l)。

第二後臼歯歯冠最大長は右39.1、左39.4、最大幅は右21.2 （前位)、左21.1 (前位） を計った。 こ

の計測値は明らかにヒグマであることを示し、最大幅位置もこれに矛盾しない。

また右第一・第二後臼歯間の歯列長は64.7であり、 この測定値も当資料がヒグマのものであること

を示している。

後頭穎は完形ではなく下縁を中心として1／2弱程である。後頭穎幅の最大値は上縁寄りにあるた

め後頭穎幅の最大値を得ることはできない。しかし現存部分を測定したところ70.21nmを計り、 したが

って本来の後頭穎幅最大値はこの値を上回ることになる。 この最小値70.2mmは門崎の測定値にあては

めると明らかにヒグマに属することがわかる。

以上より美々8遺跡出土の頭蓋はヒグマ (U汚況sa7ciosyesog"sis)であると判断される。各測定

値はこの頭蓋を有した個体がかなり大型であることを示している。特に第二後臼歯最大幅は門崎の測

定値の最大値に一致する （門崎他1986p.37)。

2）性判別

性判別に有効である、すなわち性的二型度が高い部位は歯牙では犬歯歯頚部の長幅であるという

（前出1986)。 これに対して後臼歯歯冠長幅の雌雄の重複率は30%に迫り、有効性は高いとはいえな

い。しかし前述のように歯冠最大幅は門崎による雄のヒグマの最大値に一致することより雄である可

能性は高い。

一方後頭穎幅の性的二型度はかなり高く （重複率8.2％)、頭蓋の性判別基準として最も有効である
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付篇2．美々8遺跡A地区出十の動物遺存体

とされている。門崎によればヒグマでは後頭穎幅が70.0以上を計る個体は犬歯の萌出に関わらず雄と

判断されるという （前出1989)。美々8遺跡出土の頭蓋の後頭頼幅は完形ではないが最小値70.2が得

られており、やはり雄である可能性が高い。

3）年齢推定、形態的特徴

年齢推定については、千歳市美笛の送り場より回収されたヒグマの歯牙のセメント質にみられる年

輪観察による成果（門|崎 1984）があるが、美々8遺跡の資料については分析にいたらなかった。 ま

た歯列長については、第一・第二後臼歯の歯列長に明瞭に加齢変化がみられないことより年齢推定の

基準にはなりえないという （前出 1988)。

第二後臼歯の萌出は個体差が大きいが遅くとも2歳7月齢には完了するという （犬飼・門崎1987)。

美々8遺跡出土資料の第二後臼歯萌出が完全に終了し、かつ咬耗が多少進んでいることからそれより

は高い年齢であることが予想された。

前述の千歳市美笛の送り場からは13体分の頭蓋が回収されており、 12体分について年輪観察により

年齢が推定されている。雄5個体、雌7個体の齢構成は2歳4個体（雄2、雌2)、 10～15歳5個体

（雄1、雌4)、 16～17歳1個体(雌1)、 22～24歳2個体(雄2)である。そこでこれらの資料と第二後臼

歯の咬耗の状態を比較した。その結果、標本番号2の雄の咬耗に近く、かつこれよりも幾分弱いこと

が観察された。 この個体は年齢観察から12～13歳と考えられており、美々8遺跡出土資料は咬耗の程

度から判断する限り同年齢かあるいはやや若いということになる。

形態的特徴について詳述できる部分は残されていないが、最大頭蓋長を美笛の資料をもとに推定し

た。年齢的に近いと考えられるため比較資料とした標本番号2の雄は最大頭蓋長383を計る。 この資

料の後頭穎幅は76.2、第二後臼歯の最大長幅は左38.2, 20.7である （右第二後臼歯は欠失している)。

相対成長を前提として美々8遺跡出土資料の最大頭蓋長を求めると （352.8 ） 388.5～395となり、門

崎の計測値の最大値に近く （前出 1989p.16)大型に属するといえる。

ヒグマの雄は11～14歳(12歳が最も多い)で成長の極値に達するという。 また美笛の標本番号2はま

だ成長途中であることより、美々8遺跡出土資料は美笛標本番号2とほぼ同年齢かあるいは多少上下

する程度の年齢であろうと判断された。

以上より美々8遣跡資料の年齢は11～14歳という雄の成長の極値に達する時期にほぼあてはまるも

のと考えられる。

4）所見

美々8遺跡A地区のIP-6より出土した動物遣存体は、 ヒグマ（【〃s"sα沌加syesoe"sis)の頭

蓋であり、雄である可能性が高い。かなり大型の個体であり年齢は成長の極値に達する11～14歳ある

いは多少それに前後する時期と推定される。

土曠の覆土の上面ないしは上部に口蓋底を下にする正位の状態で埋納されており、頭蓋の方向は斜

面の傾斜の方向すなわち南向きである。下顎骨は埋納当初より欠失していたと考えられる。犬歯の有

無は確認できない。

頭蓋そのものに対する人為的な処置は、脳頭蓋が完全に欠失しているため判断できない。残存部分

に対する加工痕は観察されない。

さてこのIP-6出土のヒグマ頭蓋はいわゆる「送り」儀礼にあてはまるのであろうか。今回は時

間的制約もあり十分に文献にあたることができなかったが、宇田川のいうところのイオマンテ（本格
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的な動物送り）やカムイオプニレ（山猟のクマのコタンでの送り） に相当するのであろうか（宇田川

1989)。あるいは宇田川が引用しているように、井上鉱一の分類による「山猟でしとめたクマの略式

の送り」 （宇打川前出p.29) としてのオプニレ型の儀礼にあたるのであろうか。

宇田川はクマの頭骨を送る儀礼を狭義のイオマンテと定義し、 これが18世紀末以降にしか認められ

ない。したがって“仔グマ飼育型クマ送り”の形式の成立がそれ以降であろうと考えている。 これに

対して西本はあくまで推論であると前置きしながらも“仔グマ飼育型クマ送り”の成立は擦文期にま

でさかのぼる可能性があるとしている （西本1989)。

この点について現在筆者には何等コメントできる材料はない。しかし今回実見した美々8遺跡のヒ

グマの頭蓋は1667年に降下した樽前b降下軽石(Ta-b)下の土堰より検出されており17世紀前半以

前に位置づけられる。前述のようにこのヒグマは11歳あるいはそれ以上の個体と考えられる。したが

ってこの場合“仔グマ飼育型クマ送り”には相当しないのではないだろうか。

美々8遺跡の類例を十分に探す余裕はなかったが、伊達市の有珠10遺跡において同様にクマが正位

で土曠に埋納されている例がある。 この資料は有珠火山灰の直下の出土であり、 17世紀前半以前と考

えられる （札幌医科大学大島直行氏の御教示による)。 またクマではないが、千歳市ユカンボシC6

遣跡（1993年刊行予定）では樽前a火山灰下の灰混じりの焼土の上にイヌの頭蓋（左右下顎骨あり）

が正位で安置されていた。 18世紀前半以前の遺構である。 このように比較的古い送りの儀礼の一形態

として動物の頭蓋に対する （"飼育型”ではない）儀礼形態があったであろうことが予測される。識

者の御教示を賜りたい。
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付篇3 美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析(1)

岩手県立博物館赤沼英男

北海道千歳市に立地する美々8遺跡は、縄文から近世にわたる複合遺跡であるが、擦文期に比定さ

れる住居跡、ならびに中．近世、厳密には火山灰の降下状況によって1667年以前と推定される層位か

らは、刀子、カスガイ、鉄鍋をはじめとする数種類の武具・農具が検出されている,)。

このうち、擦文初期に比定される鉄器3点については既に金属学的解析が行われ、北海道でも8世

紀初頭には砂鉄の使用によって製造された鋼を素材とする鉄器が流通していたことが明らかとなった

が、同遺跡から検出された他の鉄器については解析がなされていない2)。 また、北海道内の他の遺跡

から出土した鉄器の金属学的解析例も少ない関係上、鉄器地金の材質の変化と材質からみた生産と流

通の状況については明らかにされていない。

このたび財団法人北海道埋蔵文化財センターの依頼により、美々8遺跡から出土した擦文期以外の

鉄器約30点を分析する機会に恵まれた。一つの遺跡から出土した比較的まとまった量の鉄器を分析す

ることによって、北海道内における鉄器の生産と流通の状況を解明するうえでの有力な手掛かりが得

られるものと期待される。分析は継続中であるが、 1990年度の発掘調査によって検出された鉄器12点

の材質に関する情報を得ることができたので、以下にその結果を報告する。

1.分析資料

分析した資材は、 c 66-79 0B鉄鍋口縁を始めとする12点である。発掘報告者による資材の名称

を表lに、形状および試料採取位置を図1に示す。

2．分析用試料の調整

鉄器の分析には、鉄器の形状を損ねることなく採取することができた錆片を用いた。採取した錆片

のうち最大のものを組織観察に､他は化学分析に供した。なお、c-66-59 カスガイについては2箇

所から分析試料を採取し、それぞれについて科学分析、組織観察を実施した。

3．分析方法

組織観察用試料は樹脂に埋め込み、表面生成錆層の垂直面をできるだけ浅く削り取った後、ダイヤ

モンドペーストを用いて仕上げ研磨を行った。研磨の工程では試料中の化学成分の溶出を避けるため、

水を一切使用しない方法をとった。研磨した試料は金属顕微鏡によるミクロ観察に供し、 また、鉄器

に残存する非金属介在物、および鉄津組織のうち代表的なものについてはEPMAによりその組成を

決定した。

化学分析用試料は逆王水・ふっ化水酸素を使って完全に溶解した後、全鉄(T・Fe)、銅(Cu)、マ

ンガン (Mn)、 りん(P)、チタン(Ti)、カルシウム (Ca)、アルミニウム (Al)、マグネシウム

(Mg)、バナジウム(V)、けい素(Si) について、誘導結合プラズマ発光分光分析法(ICP AES

法） により定量した。 表1 分析資料
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4．分析結果

4-1 鉄器の化学組成

表2は採取した試料片の化学組成である。 c-66-59 カスガ

イのA部から採取した試料片のT.Feは96.64%と高い値を示し

ている。 c-66 691BNo.5鉄鍋底部、 c-66-791BNO9鉄鍋片

についてもT.Feが78.26, 84.93%と高いレベルにある。前者は
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付篇3 ．美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析(I)

／1 1

″
”

~

1、 〃

c: c-66-60 IBNo.2鉄鍋口縁a: c-66-790B鉄鍋口縁 ﾉ ノ
I

一
一一

一

' 1 戸－
恥 、
←~・~

‐~､､ヂ、

､, .1－拝P｛
（ 「 、
1 1

b : c-66-790BNo.2鉄鍋底湯口 1 1

■Iノグ．､ﾉ －
1 し‘ 〆

1 1

’ 1
」{

壁鷺荏
~

二二
~

f : c-66-79 IBNo.8鉄鍋片
一

〃

、
二

二
~

1 1
’

d : c-66-69 IBNo.5鉄鍋底部 一
一

と
一

、 ／

e: c-66-69 1BNo.6鉄鍋底部
二

h : c-66-69 1BNo.10鉄鍋底部

~

｡↑
／

一
一

鰯？
｡＝三コ

ｆ
ｊ
ｒ
‐
ｊ
ｌ

ｔ
ｆ
Ⅱ
－
１
、
ｒ
Ｎ
Ⅱ
Ⅱ

g: c-66-79 IBNo.9鉄鍋片

j : c-66-59 カスガイ~

／ ／

~~

No.7． 15鉄鍋片は残欠のため実測不能

矢印は試料採取位置を表す
i : c-66-69 IBNo.13鉄鍋 0 5cm

図1 分析資料の外観

－2()8－



1 分析結果

ほぼ健全なメタル試料、後者の2点についても健全なメタルと黒錆層が混在した試料が分析に供され

たものと判断される。他の鉄器から採取した試料片についてはT・Feが70%以下と低く、試料のほと

んどが錆層によって構成されていたものと推定される。特にc-66-79 0BNol鉄鍋底部湯口、 c-

66-59カスガイのA部から採取した試料片を除く8点については、T.Feが39%以下であり錆化の進

行が著しいことがわかる。

c-66-691BNo7鉄鍋片から採取した試料片のCu分は3.74%、 c-66-60 1BNo2鉄鍋口縁、 c-66

791BNo8鉄鍋片、 c-66-69 1BNo.10鉄鍋底部についてはそれぞれ0.093, 0.071, 0.078%と高

いレベルにある。上述の4点およびc-66-791BNo.1鉄鍋底湯口、 c-66-69 1BNO5鉄鍋底部、 c－

66-691BNo.6鉄鍋底部、 c-66-791BNo9鉄鍋片、 c-66-691BNo13鉄鍋、 c-66 59カスガイ

A部からはPが0.1％以上検出されている。地金の製造にあたってCuまたはP含有量の高い原料鉱石

が使用された可能性があるが、ほとんどが錆試料片であり、埋蔵環境からの汚染の可能性もあるため、

ミクロ組織観察結果を加味し総合的に検討することとしたい。

4－2 鉄器から採取した試料片のマクロおよびミクロ組織

鉄器は鍛造鉄器と鋳造鉄器の2つに分類される。金属学的には炭素含有量が1.7％以上のFe-C合

金は鋳鉄、 1．7％未満のものは鋼と定義されている。鋳造鉄器の場合地金の炭素含有量に加え、図3

a、 bにみられる特徴的な組織が観察される。前者はレーデブライト （白鋳鉄)、後者は灰鋳鉄と

呼ばれている。

図4はc-66-691BNo.5鉄鍋底部から採取した錆試料片のマクロ組織である。白色部は健全なメ

タル、灰色部は黒錆、暗灰色部は赤錆、黒色部は亀裂および欠落孔に対応する図5 a｣は図4領域

A部の反射電子像、図5-a2は片状物質(G)のEPMAによる定性分析結果であるが、 この分析か

ら片状物質(G) は片状黒鉛と判定される。 また、図3－a、 bと対比されることによって、 ミクロ

組織のほとんどはレーデブライト組織から成ることもわかる。口絵lに示すEPMAによるカラーマ

ップによると、組織中にはP、S濃度の高い部分の点在が認められる。図5－cⅢ 、 C2およびd,、

d2は口絵1領域S、P部の反射電子像とEPMAによる定性分析結果であるが、 この分析によってS濃

度の高い部分は硫化鉄(S:FeS)、P濃度の高い部分はりん化鉄(p:Fe3P) とみなすことができ

る。

図6はc 66 791BNo.8鉄鍋のマクロ組織、 2次電子像と反射電子像、口絵2はEPMAによるカ

ラーマップである。 c 66 691BNo.5鉄鋼底部から採取した鋳試料片同様、レーデブライト組織と

片状黒鉛、およびS濃度の高い部分が観察される。図7に示す2次電子像と反射電子像、EPMAによ

表2 鉄器の化学組成とミクロ組織観察結果

r~Fe l Cu l Mn l P I Ti l Si Ca l A1 Mg ､『 ﾐｸﾛ組織|離職』儲
化 学 成 分（％）

資 料 名恥

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

１

１

１

鉄鍋口縁

鉄鍋底湯口

鉄鍋口縁

鉄鍋底部

鉄鍋底部

鉄鍋片

鉄鍋片

鉄鍋片

鉄鍋底部

鉄鍋

鉄鍋片

カスガイA

B

レーデブライト

レーデブライト
レーデプライト
片状黒鉛

レーデプライト
片状黒鉛

レーデブライト
片状黒鉛

レーデプライト
片状黒鉛

レーデプライト
片・状黒鉛

レーデプライト
片状黒鉛

一寺一一~j h

レーフーノ~フ可『

片状黒鉛~~ ~~~~ ~レーナフフィ『

片状黒鉛~~ ~~~~~レーナフフィ『

片・状黒鉛

レーデプライト
片状黒鉛

c－66－790B

c 66790BNQl

c－66－60 1BNQ2

c－66－69 1BNo, 5

c 6669 1BNQ6

c‐66-69 1BNo7

c 66791BNQ8

c 66－79 1BNq9

c－66－691BNo~lO

c－66691BNQ13

c 66601BNo,l5

c 6659 1BNo~

８

８

５

６

４

９

８

３

１

９

３

３

４

１

３

３

２

４

６

４

９

７

３

６

３

６

２

９

３

８

３

６

８

４

８

４

６

０

６

３

６

２

７

３

３

８

２

３

３

５

９

５

５

３

９

９

３

４

３

１

０

５

６

Ｍ

㈹

㈹

㈹

㈹

㈹

㈹

Ⅲ

Ⅲ

仙

伽

伽

沮

。
。
。
。
■
ｇ
ｏ
“
日
日
。
。
も
■
ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

６

８

７

０

１

８

８

５

２

９

７

７

６

７

２

１

２

４

５

１

７

３

６

９

３

０

０

１

２

２

１

３

２

１

１

２

０

２

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ⅳ
班
“
蝿
泊
班
祀
唖
偲
一
恋
皿
岬

５

０

３

０

１

０

１

０

４

０

０

０

兵

Ｊ

，

刈

弐

Ｒ

Ｕ

ｑ

Ｊ

貝

リ

ォ

／

Ｉ

ｌ

上

Ｑ

Ｊ

川

詮

、

乙

１

工

－

工

“
皿
偲
皿
銅
叩
佃
仙
鯛
一
ｍ
価
仙

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

２

２

４

０

８

３

２

９

２

“
皿
“
Ⅲ
“
“
“
皿
“
｜
“
伽
ｍ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

１

１

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

鋤

Ｐ

Ｐ

ｅ

ｅ

ｅ

ｅ

，

１

ｅ

負

３

３

３

３

し

し

３

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

孫

Ｆ

Ｆ

二

，

睦
砥
砥
砥
砥
唖
恥
砥
恥
砥
砥
砥
０
４
３
４
６
１
３
８
５
０
６
７

３

１

９

３

６

４

７

２

７

８

５

３

１

０

０

０

０

０

７

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

０

０

０

３

４

１

７

３

２

５

０

８

２

４

ｍ
仙
伽
、
“
“
皿
“
佃
一
加
川
叩

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

１

１

１

８

７

８

０

９

３

㈹
㈹
Ⅲ
㈹
伽
Ⅲ
伽
廿
“
仙
仙
杜

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

６

４

５

８

２

０

９

４

４

０

８

３

７

０

０

１

０

１

１

０

０

１

１

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

’

*ndは検出されず､trは痕跡､－は分析せずを表す。

-209-



付篇3 ．美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析(1)

る定性分析によって、S濃度の高い部分はCuFe-S系の化合物から成ることが判明した。

図7は上述の2点の鉄鍋とc-66-59 カスガイを除く他の9点の鉄鍋から採取した試料片のマク

ロおよびミクロ組織であるが、いずれもレーデブライト組織であり、 c 66 601BNo2鉄鍋口縁、 c

66 69 1BNO7鉄鍋底部、 c-66-691BNo.10鉄鍋底部、 c 66 691BNo.13鉄鍋については片状

黒鉛も認められる。なお、表2最右欄に示すとおり、 EPMAよる分析によって、 c 66 790B

Nol鉄鍋底湯口、 c-66-601BNO2鉄鍋口縁、 c-66-691BNo5鉄鍋底部、 c-66-691BNo6鉄鍋底

湯口、 c 66 791BNo9鉄鍋片、 c-66-691BNo.1鉄鍋には硫化鉄およびりん化鉄、 c-66-791B

No.8鉄鍋片にはCuS、Cu-FeS系化合物が検出された。

図9はc-66-59 カスガイAおよびB部から採取した鋳片のマクロおよびミクロ組織であるが、A

部はレーデブライト組織から成り、B部には非金属介在物が観察される。図10はB部から採取した試

料片に観察される非金属介在物の2次電子像と反射電子像、EPMAによる定性分析結果であるが、

この分析によって、非金属介在物はFeOFe203-TiO2-Al203系のチタン化合物(T) とFeOSiO2

-Al203-CaO-K20-MgO-TiO2系のガラス質けい酸塩によって構成されていることがわかる。

なお、カスガイのB部から採取した試料片はほぼ健全なメタルであるため、 もとの組織の確認には酸

による腐食が不可欠であるが、錆化の進行を考慮して今回は見合わせた。

4－3 鉄器地金の材質

4－2で述べたマクロおよびミクロ組織観察の結果、レーデブライト組織または片状黒鉛が観察さ

れたc 66 79 0B鉄鍋口縁を始めとする11点は鋳造鉄器、 またc 66-59 カスガイについては、

鋼と鋳鉄から成ることが明らかとなった。 c 66-59 カスガイの資料全体の断面構造が不明なため

断定はできないが、 まず強靭さを必要とする部分を鋼によって制作し、次に製作した鋼を鋳型に固定

して銑鉄をそそぎ込み、鉄器全体の形状を整えたものか、 もしくは、脱炭が不十分な銑鉄と鋼の混在

した地金がカスガイの制作に使用されたかのいずれかと考えられる。

c-66-79 1BNo.1鉄鍋底部湯口、 c-66-60 1BNo.2鉄鍋口縁、 c-66-691BNO5鉄鍋底部、 c－

66 69 1BNo6鉄鍋底部、 c-6679 1BNo9鉄鍋片、 c-66-691BNo.13鉄鍋の地金にはりん化鉄、

c-66 691BNO7鉄鍋片、 c-66-791BNo.8鉄鍋片からはCuS、Cu-FeS系化合物が検出されてい

る。 これらの化合物の検出によって、上述の8点の試料片から検出されたPまたはCu分は、汚染の影

響によるものではなく、 もとの健全な地金に含有されていたものとみなすことができる。そしてc－

66 790BNo1鉄鍋底湯口を始めとする6点の鉄鍋のP含有量はいずれも0.1%以上、 c-66-691B

No.7鉄鍋片、 c-66-79 1BNo8鉄鍋片からはP分が0.1%以上、Cu分が0.07%以上検出されている。

前者の6点については含りんの鉄鉱石、後者の2点については含りん、含銅の鉄鉱石が地金の製造に

使用されたもと判定される。なお、 c-66 601BNo2鉄鍋口縁、 c 66 691BNO10鉄鍋底部につ

いてもミクロ組織中に銅の化合物が検出されなかったものの、Cu含有量を考慮すれば前者について

は含りん、含銅、後者については含銅の鉄鉱石が使用された可能性が高い。

c-66-79 0B鉄鍋口縁、 c-66-60 1BNo15鉄鍋片、カスガイのA部についてはP分がそれぞれ

0.076, 0.097, 0.237％と高い値を示しているが、 ミクロ組織中にりん化鉄が観察されないことから、

検出されたP分は汚染の可能性も考えられる。従ってここでは原料鉱石不明としておく。

カスガイのB部が鋼製であることは既に述べたとおりである。メタル中に観察された非金属介在物

にはチタン化合物が検出されていることから、鋼の製造に際し砂鉄が使用されている。 ところで現在

我が国の研究者によって提案されている古代・中世の鋼製造法は、直接製鋼法と間接製鋼法の2つで

ある。
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4 分析結果

直接製鋼法は原料鉱石（鉄鉱石もしくは砂鉄） と還元材（古代・中世においては木炭） を製錬炉の

中に装入し還元して得られた鉄塊を破砕して鋼部分を摘出するという方法である。摘出された鋼は

鉄津などの不純物を多量に含んでおり、炭素量も不均一な組成品である。そこで加熱と鍛錬を繰り返

し、鋼中に残存する不純物を絞りだす操作が行われる。 このようにして得られた鋼素材を鍛造整形し

て目的の鉄器が制作される。製錬炉で鉄塊を製造する段階で排出される鉄津は製錬津摘出した鋼か

ら不純物を分離除去する過程で排出される鉄津は一般に鍛治津と定義されている。

間接製鋼法では、原料鉱石を製錬炉で還元し銑鉄を生産する。ついで銑鉄を小型の炉に入れ再加

熱・溶融し、脱炭して鋼にする。脱炭の手段としては、鉄鉱石粉あるいは砂鉄を加える方法が仮説と

して出されている5)。鉄鉱石粉を使用した場合、鉄鉱石中の酸化鉄(Fe3044あるいはFe203) は銑鉄

中の炭素で還元されてFeO、 さらに還元が進めばFeに変わって鉄中に付け加わる。砂鉄の場合は、

以下に示す式に従って砂鉄中のチタン化合物(FeO-Fe203 TiO2の化合物）が還元され、ウルボ

スピネル(2FeO･TiO2)、 イルメナイト (FeO・TiO2 )、 フエロシユードブルツカイト (FeO･2

TiO2 )、ルチルに近い組成のチタン酸化物(TiO2)、チタンの炭窒物[Ti (C, N)]へと順次変化

する。鉄鉱石の還元で生成したウスタイトや砂鉄の還元で生成したチタン化合物は炉壁材などと反応

して鉄津になり、精製された鋼から分離される。 この脱炭・精製の工程は精錬、 また鉄津は精錬津と

呼ばれる。

「 c l

Fe｡Fc:0剛TiO璽順2FcOTiO:+FclCO# |

2FeO･TiO2→FeO･TiO2+Fe+CO1

C

FeO･TiO2→FeO･2TiO2+Fe+CO1
三 一一一-------------------- ----------二

C C

Fe0･2TiO2→‐-------→TiO2+Fe+CO1

C

TiO2→TiC+CO1 (Cの一部をNが置換）

上述をまとめて図示すると図2のとおりとなる。図2－Aに示す直接製鋼法では、製錬によって直

接鋼を得ることができるから、製錬が行われる場所で実際に使用される原料鉱石は鉄鉱石か砂鉄のい

ずれかであり、両者が混合して使用されることはまずない。 一方図2－Bの間接製鋼法の場合、 ま

ず銑鉄が生産され、その銑鉄をもとに鋼が製造される。銑鉄と鋼の製造場所は同じ場合もあるが、生

産された銑鉄が他の場所に運ばれ精製されることも考えられる。 この場合、脱炭材としては、砂鉄と

鉄鉱石のうち鋼を製造する所で入手容易なものが利用されることになる。なお、生産された銑鉄は鋼

の他に、鋳造鉄器の素材としても利用される。

図10-bに示すEPMAによる定性分析結果によると、チタン化合物のFe濃度は高く、溶融銑鉄と

砂鉄粒子の接触、 または木炭を燃焼した際に発生する一酸化炭素による砂鉄粒子の還元のいずれによ

っても生成し得る。 さらに、化学組成上鉄鉱石が使用されると判定できる特徴的な成分も認められな

いので、カスガイのB部に使用された鋼の製造法を特定することはできない。 ここでは直接製鋼法、

間接製鋼法のいずれかによって製作されたものと述べるにとどめておく。

これまでの解析の結果を整理すると、鉄鍋片11点およびカスガイのA部は鋳鉄製であり、そのうち

5点については含りんの鉄鉱石、 3点については含りん、含銅の鉄鉱石、 1点については含銅の鉄鉱
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付篇3 ．美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析(1)

石が原料鉱石として使用された可能性の高いことを指摘できる。

最後に問題となるのが上述の鉄器の供給ルートであるが、 この点については以下の3つが考えられ

る。

ア．原料鉱石から製品にいたるまで一貫して北海道内において製作された。

イ．北海道外から供給された銑鉄塊をもとに、北海道内で鋳造された。

ウ．製品として北海道内にもたらされた。

北海道内には鋼含有量の高い鉄鉱床は存在しないこと、近世以前の製鉄遺跡、ならびに鋳造遺跡が

検出されていないことを考盧するとウの可能性が高い。ただしカスガイについてはその製作に使用さ

れた地金が既に述べたとおり、銑鉄の脱炭が不十分なものによるものであるとするならば、外部から

供給された銑鉄塊を素材として北海道内で製作されたと見ることもできる。北海道内への流通につい

ては、現在解析を進めている同遺跡出土の他に鉄器、およびこれまで調査された北海道内の鉄生産関

連遺跡の状況をもとに今後検討することとしたい。

舌士
口圭

1）

2）

遺物が検出された層位、ならびに推定年代については(鋤北海道埋蔵文化財センター鈴木信氏のご教授による。

赤沼英男 「出土鉄器．鉄津の金属学的解析から見た東北北部・北海道の鉄生産」 「北の鉄文化シンポジウム予槁

集』 岩手県立博物館 1 990年

西沢泰二、佐久間健人 『金属組織写真集』 日本金属学会 1979年

大沢正巳 「古墳出土鉄津からみた古代製鉄」 『日本製鉄史論集』 1983年

佐々木稔 「ふたたび妙鋼法について」 『たたら研究27』 1985年

赤沼英男、岡田康弘、川上卓雄「遺物の解析からみた半地下式堅型炉の性格」平成4年度たたら研究会発表要旨
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4 分析結果
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図5 c-66-69 1BNo.5鉄鍋底部の2次電子像と反射電子像、 EPMAによる定性分析
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付篇3．美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析(I)

回
a：マクロ組織

b: aの枠で囲んだ部分の

2次電子像と反射電子像

図6 c-66-79 1BNo.8鉄鍋のマクロ組織2次電子像と反射電子像
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図7 口絵3－2の枠で囲んだ部分の2次電子像と反射電子像、 EPMAによる定性分析
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4 分析結果
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下段はすべて上段のマクロ組織の枠で囲んだ部分のミクロ組織である。

図8採取した試料片のマクロおよびミクロ組織
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付篇3 ．美々8遺跡出土鉄器の金属学的解析(1)
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a!。a2 ：A部のマクロおよびミクロ組織 b, ｡b1 ：B部のマクロおよびミクロ組織

a2･b2はa1 .b!の枠て囲んだ部分のミクロ組織

図9 c-66-59カスガイより採取した試料片のマクロおよびミクロ組織
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図10 c-66-59カスガイのB部から採取した試料片に観察される非金属介在物の

2次電子像と反射電子像、 EPMAによる定性分析
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